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第一章　運命に見捨てられたオメガ




　桜の香りがした。もうとっくに桜も散り、季節も夏休み目前だというのに、やけに甘い匂いが皮膚に絡みついてくる。

　九条くじょう凪なぎは、打起うちおこしの体勢を崩して、左右を見渡した。凪の様子に気付いたのか、隣で弓構ゆがまえしていた三年生の小林こばやし大地だいち主将が声を掛けてくる。

「どうした、九条」

　その声に視線を向けると、ちょうど小林の額から、つぅっと汗が流れ落ちるのが見えた。透明なしずくが額から頬、下顎から首筋を伝って、弓道着の合わせ目へと吸い込まれていく。

　いつもの部活の光景だというのに、なぜだかその汗の流れがやけに艶めかしく映って、無意識に咽喉が上下しそうになった。

「いえ、暑かったんで」

　右手にはめた弓掛ゆがけを左手で軽く引っ張りながら、ボソボソとした声で答える。弓掛けは弓を引くときに手に付けるグローブのようなものだが、部の借り物である弓掛けは凪にはすこし小さくて、かすかに親指が圧迫されるような感覚があった。

　小林はその大きな口にニッと笑みを浮かべると、溌剌とした声で言った。

「最近よく雨降ってるせいでムシムシしてるもんなぁ。定期的に水分はとれよ。それじゃなくても九条は顔に不調が出にくいんだから。それに、期待のルーキーが潰れたら俺たちも困るからさぁ」

　お節介を焼いた最後に、茶化すような口調で付け加える。

　期待のルーキーという一言に、一瞬ぞわりと皮膚が波打つような感覚を覚えたが、にこにこと朗らかな笑顔を浮かべる小林を見ていると、すぐさま皮膚のざわめきは消えた。小林には、妙に人の気持ちを和ませるところがある。

　小林はどちらかといえば顔立ちは精悍せいかんな方だが、笑うと大型犬のような愛嬌が滲み出た。奥二重の瞳は柔らかな曲線を描いているし、笑うと口が大きく開かれて、人懐っこいゴールデンレトリバーのような印象になる。最初は怖い先輩かと思ってビクビクしていた後輩たちも、面倒見の良い先輩だと解ってからは小型犬のように後ろをついて回っている。ただし自分以外は。

　自分が可愛げのない後輩だというのは、とっくの前に自覚していた。目元と肩口まで覆う長ったらしい髪に、ボソボソとした喋り声。図体だけはやたらとでかく、身長も百八十半ばをとうに越えているが、猫背なせいで陰気な印象がより増している。

　口に出す言葉も無愛想で、友達と呼べる相手もおらず、先輩相手でも笑顔ひとつ浮かべない。去年この高校を卒業した伝説の女子学生・九条くじょう華はなとは似ても似つかぬ不出来ふできな弟。

　約三ヶ月前、入学式直後に凪を見た先輩たちの眼差しが、みるみるうちに期待から失望へ変わっていく様を思い出して、うんざりとした心地がよみがえってくる。

　九条華は、凪の四歳年上の姉だ。どこか中性的にも思えるショートカットに、すらりと伸びた四肢。気の強そうな奥二重の瞳にじっと見つめられると、大人でもたじろいてしまうような迫力がある。

　頭脳明晰で眉目秀麗、煌びやかで圧倒的な存在感を放つ、選ばれた存在である姉。自信に満ち、うつむくことを知らず、姉は己が特別な人間であることを、きっと最初から自覚していた。

　姉は今は海外の大学へと留学してしまったが、卒業後もこの学校の伝説として鮮烈に残り続けている。たとえば、バレンタインに全女子生徒からチョコを渡されただとか、女子生徒をストーカーしていた男を上段蹴りで一発ＫＯしただとか、卒業式には九条華の制服のリボン争奪戦のせいで女子生徒たちが乱闘騒ぎを起こしただとか。とにかく派手な噂だけは、やたらと耳に入ってきた。

　そんな選ばれし存在と生まれた時から一緒に暮らし続ける者の無駄な気苦労が、赤の他人に解るはずはない。特に、生粋のアルファと暮らすベータの気持ちは。

　バース性という言葉を思い出すと、胸の奥底からひどくドロドロとした不快な感情がわき上がってくる。

　この世界には、性別のほかにバース性という三つの種別がある。

　選ばれし一部の特権階級である、優秀なアルファ。

　人類の大多数を占める、凡庸な人間であるベータ。

　アルファの子を孕むために存在する、か弱いオメガ。

　オメガは数ヶ月に一度発情期となり、身体からアルファを誘惑するフェロモンを発する。そして、アルファがオメガのうなじを噛むことによって番つがいとなり、オメガのフェロモンは番相手にしか感じられなくなる。

　これらはすべてバース検査が行われる第二次成長期の前、小学生の頃に教わったことだ。そしてバース検査の結果、凪はベータだった。

　自分がベータだという結果に、今は不満はない。むしろ、アルファだとかオメガだとか、しがらみで雁字搦がんじがらめになったバース性でなくて良かったと安堵するぐらいだ。

　だが、できすぎたアルファの姉と比べられるのは普通に不愉快だった。決して嫌いでもないし、特別仲が悪いわけでもないが、凪にとって姉は生まれた時から目の上のたんこぶのような存在だった。姉が輝けば輝くほど、自分は深く暗く沈んでいく。

　ぼんやりと頭の中で思い出を弄いじくっていると、隣から肩をぽんと叩かれた。顔を向けた瞬間に、凪はギョッと仰け反りそうになった。小林が至近距離で凪の顔を覗き込んでいる。

　凪の驚きに気付いた様子もなく、小林は口元に快活な笑みを浮かべた。

「それと、いい加減に髪をくくれよ。それじゃ的が見えないだろ」

　母親みたいなことを言って、小林がぽんぽんともう二回凪の肩を叩く。凪が、はぁ、と気の無い返事をしても、小林は気を悪くする様子もない。

　小林が再び弓構ゆがまえの姿勢を取る。そのまま、打起うちおこし、引分ひきわけ、会かいとなめらかな動作でポーズが移り変わっていく。

　限界まで引かれた弦が軋んでいるのが伝わってくる。小林の眼差しは、まっすぐ二十八メートル先の的へと向けられていた。眼光だけで射抜くような、鋭く、真摯な眼差しだ。

　張り詰めた空気の中、またあの桜の香りを強く感じた。噎せ返るような濃い匂いに、不意に目蓋の裏に舞い散る桜の花びらの映像が浮かび上がる。

　同時に、どうしてだかひどい飢餓感を覚えた。口の中に、唾液がじわりと滲み出して、柔らかく甘いものを一息に噛み千切ってやりたいような凶暴な衝動が噴き出しそうになる。

　奥歯をキツく食い締めた瞬間、ビィィンと弦が鳴る音が聞こえた。視線を向けると、放たれた矢が的の中心に突き刺さっているのが見えた。

「的中！」

　凪と同じ一年生の志摩しま真琴まことがはしゃいだ声をあげる。

　志摩は中学生っぽさを残した幼く可愛らしい顔立ちをしており、小柄で華奢な体格をしていた。志摩も弓道部員だが、力が弱いせいでまだまともに弓を引くことができず、今はマネージャーのようなことをしている。凪とは同じクラスメイトではあるが、お世辞にも仲は良くない。

　駆け寄ってきた志摩が小林へタオルを差し出す。

「コバ先輩、タオルですっ」

　ミーハー女子みたいな志摩の行動に、小林はすこし困ったような表情で笑った。

「志摩、先輩相手だからって、ここまでしなくてもいいんだぞ」

　たしなめるようなことを言いながら、小林が志摩の頭を軽く手のひらで叩く。小さい子をなだめるような小林の対応に、志摩はますます調子に乗ったように笑みを深めた。

「だって僕、コバ先輩のファンですもん！」

　志摩のいつもの口癖が出たと思った。もう耳にタコができていて、続く言葉は聞かなくても解る。

「運命の番を見つけたオメガなんて、オメガ全員の憧れですっ！」

　運命の番という一言に、ふと自分の両親の姿が頭をよぎった。

　五十を過ぎて白髪も増え、老いが見えてきたオメガの母に、黒々とした髪の毛を後ろに撫でつけ、三十代後半ながらも未だ二十代のような若々しさを保つアルファの父。

　どんな経緯いきさつで十歳以上も年の差がある同性の二人が結婚したのか、詳細は知らない。両親のなれそめなんて子供が聞きたくないものランキング第二位だろう。ちなみに第一位は夜の営みの頻度だ。

　だが、結婚して二十年近く経つというのに母にベタ惚れな父の姿を見ていると、父が押し切るような形で結婚したのだろうとは想像はつく。

「誠一さんは、俺の運命だから」

　何年か前、珍しく父が酔った夜にそう呟いたことがある。その時、母と父が運命の番だったことを初めて知った。

　世界中にいるアルファとオメガの中に、たった一人だけ、どうしようもなく魂から惹かれ合ってしまう存在がいる。それが運命の番だ。

　正直初めて聞いたときは、少女漫画に出てきそうな設定だなと思った記憶がある。正直どこかの夢見がちな奴がほざいた戯言たわごとなんだろうと思っていたが、まさか自分の両親がその運命の番だとは想像もしていなかった。

　父のうっとりとした声に、母は苦笑いを浮かべながら言った。

「その運命のせいで、俺は結構大変な目にあったけどな」

「大変な目？」

　凪が問い返すと、母は目元にじわりと深い皺を刻んで笑った。

「そうそう。ストーカーとか誘拐とかな」

「ストーカーとか誘拐って……普通に犯罪じゃん」

　ドン引きした声で凪が呟くと、即座に父が両手と額をべったりと机につけた。

「若気の至りでした。本当にごめんなさい」

　父が殊勝な声をあげて、頭を下げる。家の外では実業家として威厳のある父だが、家の中では母の尻に敷かれて、よく子供たちに情けない姿をさらしていた。父の土下座姿を見る度に、姉なんかはケラケラと声をあげて笑っていたものだ。

　母が頬杖をついて、笑いながら言う。

「若気の至りって言ってもなぁ。俺がもし離婚するとか言い出したら、同じことするだろう？」

「まさか。だって、誠一さんは離婚するなんて言わないだろう？」

「さぁ、どうだろうな」

　茶化すような母の返答に、父の目が一瞬で仄暗く据わるのが視界の端で見えた。妄執もうしゅうを滲ませて鈍く底光りする父の一重の眼差しは、暗闇から突然突き付けられたナイフの先端のように見えて、直視を躊躇うほど恐ろしいものに思えた。

　結局その場は、冗談だよ、という母の笑い声で和やかな空気に戻ったが、それでも父が見せたあの鋭く尖った眼差しは今でも忘れられない。あの日、凪は初めて『運命の番』というもののおぞましさを感じたのだ。

　皆は『運命の番』なんて理想的だとか、ロマンチックだとか言うが、それは同時に『切ろうとしても切れない鎖』なのだとも思う。繋がれた鎖からは決して逃れられない。そんなのは一歩間違えれば、ただの悪夢だ。

　はは、と小林の困ったような笑い声が聞こえて、頭の奥に沈んでいた意識が戻った。また、思考が記憶の中に潜り込んでいた。人とあまり話さないせいか、気が付いたらぼんやりと過去の記憶を掘り返してしまう。そのせいで余計に、何を考えているのか解らないと他人に気味悪がられるのだが。

　小林が志摩へと声を掛けている。

「何回も言ってるけど、あんまりオメガだとか人前で言わないようにな」

　俺はいいけど、他の人にはしないように。と付け加えるあたり、やっぱり小林は甘いと思う。バース性を公言されるのなんて、はっきり言って迷惑以外の何ものでもないだろうに。

　志摩がぺこりと頭を下げる。

「ごめんなさい、気を付けまぁす」

　口では謝りながらも、声音から反省の色は見えない。志摩は相変わらず憧憬を滲ませた眼差しで小林を見上げている。小林のファンを公言しているということは、おそらく志摩もオメガなのだろう。

　見た目からしてオメガだと何となく判断できる志摩に対して、小林は身長も百七十中頃と平均的で、体格も骨の上に筋肉が付いていてガッシリとしている。学力も学年上位をキープしており、弓道の腕は個人戦で全国一位を取るほどの実力だ。そんな人がオメガだなんて、誰が想像できる。

　バース性は繊細な話題だから、よっぽどの目立ちたがり屋でなければ、自分がアルファだとかオメガだなんて公言する人間はいない。それなのに、この学校の生徒全員が小林はオメガだと知っている。その理由は――

「大地だいち」

　張りのある爽やかな声が、弓道場の入口から聞こえてくる。壁にかけられた時計を見ると、ちょうど十八時だった。いつも通り、時間ピッタリのお迎えだ。

　振り返った小林が、途端にとろけるような笑顔を浮かべる。頬は淡く色付き、柔らかく緩んだ目元はかすかに潤んでいるようにも見えた。まるっきり白馬に乗った王子様を見つめるヒロインのような眼差しだ。

「蒼司そうじ」

　小林がどこか甘さを含んだ声で名前を呼ぶと、天宮あまみや蒼司そうじは相貌を更に柔らかく綻ほころばせた。

　天宮を初めて見た時の印象は、絵本から出てきた王子様だ。海外の血が混ざっているのか、サラサラの髪はミルクティーのような淡い色をしており、目も金がかった茶色だ。パッチリとした二重は柔らかな曲線を描いていて、唇には常に穏やかな笑みを浮かべている。

　成績は入学以来学年一位をキープし続け、運動神経も抜群で、そのうえ誰に対しても分け隔てなく優しい生徒会長だなんて、正直できすぎていて二次元キャラクターのようで気味が悪い。だが、そんなひねくれた感想を持つのは自分だけのようだった。

　アルファを絵に描いたような天宮は、全校生徒の憧れの的だ。そして、そのアルファの『運命の番』である小林も。

「もう帰れる？　まだ練習するなら、外で待ってるよ」

　気遣うような天宮の声に、小林は首を左右に振って答えた。

「大丈夫だ。すぐに着替えるから」

　嬉しさを隠しもしない声で答えて、小林が手早く帰り支度を整えていく。小林がスポーツバッグを肩にかけて駆け寄ると、天宮はポケットからハンカチを取り出した。優しい手付きで小林の額に滲む汗を拭いながら、天宮が囁く。

「大地、汗かいてる」

「いっ、いいよ、汚いから」

　小林が頬を更に赤くして、顔を背ける。だが、すぐさま天宮が小林の下顎を掴んで、自分の方へと向けた。

「大地のもので汚いものなんかあるわけないだろう？」

　その甘ったるい声に、キャアと歓声をあげたのは志摩だ。両手で口元を覆ったまま、志摩は恋愛映画のワンシーンでも見るかのような熱のこもった眼差しで二人を見つめている。

　小林が照れくさそうにうつむく。だが、その口元は幸せそうに綻ほころんでいた。

　部活終わりの恋人同士のやり取りも毎度のことだというのに、よくやる側も見る側も飽きもしないものだ。甘い台詞を吐きたいんなら家かホテルでやってもらえませんかね、といっそ嫌味でも吐いてやりたい。正直幸せの押し売りをされているようで、口からゲロゲロと砂糖を吐きそうになる。

　うんざりとした心地で眺めていると、ふと小林が肩越しに凪を振り返ってきた。向けられた眼差しに、一瞬心臓が跳ねる。

「九条」

　そう声を上げると、小林はスポーツバッグの中から取り出したペットボトルを放り投げてきた。片手でキャッチすると、それは未開封の清涼飲料水だった。

「ちゃんと水分補給な」

　やっぱりお節介な人だ。

「どうも」

　愛想のない凪の返答にも、小林は笑みを浮かべた。その瞬間、また桜の匂いがふっと鼻先を掠めた気がした。

　仲睦まじい様子で小林と天宮が去っていく。その姿を眺めていた志摩が、一際はしゃいだ声をあげた。

「本当に素敵だよねっ。子供の頃からの幼なじみが運命の相手だったなんて」

　その声に、志摩の隣にいた部員が答える。

「いいよなぁ。二人とも頭も良くて運動もできて、小林主将は旧家の息子で天宮先輩は財閥の跡取りだろう？　めちゃくちゃ恵まれてるよなぁ」

「高校を卒業したら、正式に番契約を結ぶんだって。もうっ、すっごくお似合いなカップルで羨ましいっ。僕も早く運命の相手に会いたいなぁ」

　キャアキャアと甲高い声をあげる志摩を横目に、凪は手元に残ったペットボトルを眺めていた。

　どうして、小林がわざわざペットボトルを投げてきたのか理由が解らない。可愛げのない後輩なんて放っておけばいいものを。それとも主将だからこそ、周りに馴染めない後輩を気にかけている振りをしなくてはいけないのか。

　またひねくれたことを考えている。他人の親切に対して邪推するのは良くない癖だ。

　ペットボトルの蓋をあけて一口飲んだ時、不意に志摩の刺々しい声が聞こえてきた。

「コバ先輩もあんな奴にかまう必要ないのに」

　あんな奴、というのが誰のことを指しているのかはすぐに解った。凪が視線をやると、志摩がギッと鋭い眼差しで睨み付けてきた。

「図体ばっかでかい陰キャってマジで最悪」

　可愛らしい見た目をしているのに、言うことは随分と毒がある。凪自身は特に志摩に何かした記憶はないから、もしかしたら図体のでかい陰キャに両親でも殺されたのかもしれない。

　吐き捨てるような志摩の言葉に反応を返さず、凪はペットボトルを置いて、再び弓を構えた。

　頭の中で、先ほどの小林の所作を思い返す。打起うちおこし、引分ひきわけ、会かい、そして離はなれ。ある一種機械的で、それでいて川の流れのようななめらかさを感じる、始めから終わりまでの一挙一動が規則的に定められた美しい動き。

　弦の音とともに手から離れた矢が、空気を切り裂いて飛んでいく。的に矢が突き刺さっても、的中と叫ぶ声は聞こえない。ただ、代わりのように露骨な舌打ちが響いた。

「ベータのくせに調子乗んな」

　もしかして両親だけでなく、一族郎党いちぞくろうとうをベータに皆殺しにされたのだろうか。

　志摩の悪態を右から左へ受け流しながら、次の矢を手に取る。ふと気が付くと、身体にまとわりついていた桜の匂いは消えていた。
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　家というのは、子供にとって安住の地のはずではないのか。

「誠一さん、どのケーキがいい？　好きなのをいくつでも選んで」

　胸焼けしそうなぐらい甘ったるい声をあげているのは、凪の父である九条くじょう瑞樹みずきだ。普段は凍り付いたような冷たい相貌を、今はチョコレートのようにデロデロにとろけさせている。

　その父が後ろから抱いているのは、キッチンで夕飯の食器を洗っている母・九条くじょう誠一せいいちだ。今日の夕食は父が作ったから、後片付けは母がしているようだった。はっきり言って、料理は父が作った方が断然美味しい。

　母はコアラのように背中に抱きついてくる父にちらりとも視線を向けず、リビングのソファに寝転がっている凪へと視線を向けた。

「凪、お父さんがケーキ買ってきてくれたって。先に好きなのを選びなさい」

　母の言葉を聞くと、途端に父は非難の声をあげた。

「誠一さんのために買ってきたのにさぁ」

「こういうのは子供が先だって何回も言ってるだろう」

　すげない返答をしながら、洗い物を終えた母が両手を払って水気を切る。

「凪が好きなそうなケーキは二つずつ買ってきたから大丈夫だよ。それより誠一さん、手貸して」

　濡れた母の手を後ろから父が掴んで、そっと丁寧にタオルで拭いているのが見えた。その光景に、おえっ、と反射的に声が漏れそうになる。両親の仲が良いことは決して悪いことではないが、高校生にもなった子供の前でイチャイチャするのはいい加減に勘弁して欲しい。一種の視覚の暴力だ。

　父に両手を拭われながら、母が続ける。

「凪は今食べるか？　食べるなら、ついでにココア入れるけど」

　ここでコーヒーではなくココアと言うあたり、母は凪の好みを熟知している。だが、棚を見ると、母はすこしだけ顔を顰めた。

「あぁ、ごめん。ココアのストック切らしてた」

　母が申し訳なさそうに言う。その声に、凪は壁の時計を見やった。時刻は八時をすこし回ったぐらいだ。

「別にいい。クックの散歩行くついでに自販機で買ってくる」

　凪がソファから起き上がると同時に、散歩という言葉を聞きつけたのか黄色い塊がのそのそと近寄ってきた。

「クック、散歩行くか？」

　そう声を掛けると、クックは嬉しそうに鼻をピスピスと鳴らした。

　クックは、今年で十六歳になる雄のゴールデンレトリバーだ。凪が生まれるのと同時に九条家へとやって来たが、凪を置いていつの間にかクックだけおじいちゃんになってしまった。歩きは遅くなったが、それでも毎日二回散歩に出かけるぐらいにはまだまだ元気だ。

　去年までは黒いラブラドールレトリバーのロビンも家にいたのだが、姉の華が「ロビンは一番私に懐いてるから」ということで海外へ一緒に連れて行ってしまった。ロビンがいなくなってから、しばらくクックは寂しそうだったが、一年以上経った今では以前と変わらず暢気な日々を過ごしている。

　クックの頭を両手でわしわしと撫でていると、キッチンの方から両親の声が聞こえてきた。

「あんまり遅くならないようにな」と母。

「防犯ブザーは持って行くように。何かあったらすぐに電話しなさい」と父。

　まるっきり小学生の息子に向けるような過保護な台詞に、無意識に大きなため息が零れた。










　夜の散歩はひどく静かで、心地がよい。昼間よりも冷えた空気がすぅっと肺に潜り込んできて、呼吸がしやすかった。

　クックの歩みはゆっくりだ。歩調を合わせて、のんびりといつもの散歩コースを歩く。両親はなるべく人通りの多い道を歩けと言ってくるが、凪は大体、人気ひとけのない道を選ぶようにしていた。

　暗闇は怖くない。自分にとって一番煩わしいのは他人の目だ。暗闇は、他人の目を隠してくれる。

　空を見上げると、時折月が分厚い雲から顔を覗かせて、淡い月明かりを漏らしていた。それでも街灯のない道は薄暗く、すれ違う人も少ない。

「クック、まだ行けるか？」

　時々うかがうようにクックへと声を掛ける。以前クックの体力の限界を見極め損ねて、疲れ果てたクックを抱きかかえて帰宅する羽目になったからだ。流石に三十キロを抱えて歩く羽目は避けたい。

　凪の声に、クックは「ん？」とばかりに振り返った。その楽しげな表情に、それほど疲労感は見えない。

「大丈夫か？　じゃあ、もうすこし行くか」

　そう声を掛けると、クックは嬉しそうに尻尾を振り回した。だが、不意にクックがピタリと立ち止まった。その顔は、バイパス道路の下に作られた小さな公園の方へと向けられている。

　水飲み場とブランコだけがお情けのように設置された小さな公園には、常夜灯がひとつだけ灯されていた。だが、頭上にあるバイパス道路の影のせいで、公園内はほとんど暗闇に沈んで見える。

　視線をやると、公園内にぼんやりと二つの人影が見えた。風に乗って、言い争っているらしき声が聞こえてくる。

「なぁっ……頼むから行かないでくれよ……！」

「僕がどこに行こうと勝手だろう」

「家で父さんも母さんも待ってるんだっ……頼むから、今日だけでいいから……っ」

「そんなことは僕に関係ない」

　追いすがるような男の声に対して、返される声はひどく冷たかった。情の欠片も感じられない、冷淡な声音だ。

「だけどっ……！」

「僕に近付くなって何回言えば解るんだ」

　切り捨てるような声と同時に、追いすがっていた男がドンッと突き飛ばされるのが見えた。突き飛ばされた男がバランスを崩して、地面に盛大に尻もちをつく。その様を見下ろして、突き飛ばした男が吐き捨てるように言った。

「臭いんだよ、お前」

　キツい一言に、突き飛ばされた男の身体が凍り付くのが遠目からも解った。その様子に目をくれることもなく、突き飛ばした男が公園から去っていく。薄暗い公園には、地面にへたり込んだままの男ひとりが残された。

　イヤなものを見てしまった。男同士の痴話喧嘩だろうか。

　立ち止まったまま凪が顔を顰めていると、不意にリードがグンッと引っ張られた。

「は？」

　声をあげた瞬間、掴んでいたリードが手からすっぽ抜けた。先ほどまでのたのたと歩いていたクックが、突然猛ダッシュで公園へと向かって走り出していた。老犬とは思えない、子犬時代を思わせる元気満タンな走りっぷりだ。

「クック、待て！」

　声をあげるものの、クックが足を緩める様子はない。公園へと一目散に走り込んだクックが、その勢いのまま地面にへたり込む男へと一気に飛びかかる。

「うわッ！」

　聞こえてくる悲鳴に、血の気が引いた。慌てて駆け寄ると、クックが男にのし掛かって、その顔を盛大に舐め回しているのが見えた。

「クック、やめろッ」

　声をあげながら、クックの胴体を掴んで男から引き剥がす。飼い主の緊迫した声もどこ吹く風で、クックは嬉しそうにふさふさの尻尾を振り回していた。

「すいません、うちの犬が……」

　しゃがみ込んで男の顔を覗き込んだ途端、凪はギョッと目を見開いた。クックの涎で濡れた顔には見覚えがある。

「……九条？」

　小林が呆然とした表情で、凪を見上げていた。涙で潤んだ小林の瞳は、暗闇に淡く浮かびあがるように輝いて見えた。

「先輩」

　ぽつりと呟いた後、次の言葉が出てこなかった。頭の中が真っ白で、何と声を掛ければいいのかサッパリ思い浮かばない。

　凪の狼狽ろうばいに気付いたのか、小林はゆっくりと立ち上がると困ったような表情で呟いた。

「犬の散歩してたのか？」

「はぁ、まぁ」

「犬の名前、クックって言うのか。なんか鳩みたいで可愛いな」

「あぁ、どうも……」

　場を和ませようとしているのか軽口を叩く小林に対して、気まずすぎて曖昧な相槌しか出てこない。思考がぐるぐると空回って、心臓がイヤな感じに跳ねていた。

　そのまま凪が黙り込んでいると、小林は緩く首を傾げて唇を開いた。

「見たか？」

「……まぁ、はい」

「悪いな。変なところを見せて」

「いえ、別に」

　愛想がないを通り越して語彙力のない凪に、小林が小さく笑うのが見えた。いつもの溌剌とした笑顔とは違う、今にも消え入りそうな弱々しい笑みだ。

　その笑顔に、考えたくなくても先ほどのことが脳裏を過ぎる。小林を突き飛ばした相手、その声にも聞き覚えがあった。昼間聞いた甘ったるい声音とはまったく違うが、あれは天宮の声だ。

　運命の番が、別れる間際の恋人同士みたいな殺伐としたやり取りをしていた事実に、胸の奥がひやりと一瞬凍えるような感覚を覚えた。世界にたった一人しかいない運命に対して、あんな冷酷な態度を取れるものなのかと。

　凪が押し黙っていると、小林がバツが悪そうな声を漏らした。

「勝手なお願いだけど、このことは他の人に言わないでくれると助かる」

「言わないですよ」

　それだけはハッキリと答えられた。そもそも自分には、こんなゴシップを話せるような相手すらいない。

　不遜にも聞こえる凪の返答に、小林はおかしそうに肩を揺らした。それでも、涙の滲んだ目尻は痛々しい赤色に染まっている。

「それじゃ、散歩中にごめんな。暗いから気を付けて」

　こんな時ですら気遣いの言葉を口にする小林が、どうしてだかひどく哀れに思えた。行儀良くお座りをしたまま尻尾を振るクックの頭を、小林が右手の甲でそっと撫でていく。

　その仕草に違和感を覚えて、去っていく小林をふと見つめる。同時に、暗がりの中でも、小林の右掌が派手に擦り剥けているのが視界に映った。先ほど尻もちをついた時に擦り剥いたのだろう。傷口から赤い血がぽつぽつと滴っている。

　それを見た瞬間、凪は無意識に声をあげていた。

「先輩」

　呼びかけるのと同時に、小林へと大股で近付いていく。そのまま、凪は小林の右手首を掴んだ。

「手、血が出てる」

　そう端的に呟いて、強引に公園の水飲み場まで小林を引っ張っていく。らしくもない凪の行動に、小林が目を丸くしているのが見える。だが、凪自身も自分の予想外の行動に驚いていた。なぜ自分は、単なる部活の先輩相手にこんなことをしているのか。

　水飲み場につくと、蛇口をひねって溢れ出してきた水の下に小林の右手を差し入れた。傷口に沁みたのか、小林がすこしだけ顔を顰める。

「左手も」

　促すと、小林が左手を差し出してきた。軽く手で払うと、土はついていたが左手は怪我をしていないようだった。

　こびり付いた土を洗い流すと、ポケットから取り出したハンカチを右手の傷口へと押し当てる。まだ血が止まっていないのか、ハンカチに赤い色が薄く染み込んだ。

「九条、汚れるよ」

「別にいいですよ」

　気恥ずかしさを誤魔化すように、わざとぶっきらぼうに答えた。ハンカチでぽんぽんと軽く押さえるようにして、手のひらを拭う。

「ごめん、ちゃんと洗って返すから」

「だから、そんなんどうでもいいですから」

　自分の傷よりも他人のハンカチのことを気にする小林に妙に腹が立って、思わず声が尖る。凪の苛立ちに気付いたのか、小林がしゅんと肩を落とすのが見えた。

　手首を掴んだまま今度はブランコの方へ小林を引っ張っていく。

「座ってください」

　そう言い放つと、小林は戸惑いながらも大人しくブランコに腰掛けた。

「ハンカチで傷口押さえててください」

　小林がハンカチを傷口に押し当てたのを見てから、ブランコの柵に犬のリードを繋ぐ。途端、クックは疲れたように大きく息を吐き出すと、そのまま地面に寝そべってしまった。

　散歩用の斜めがけのリュックから絆創膏を取り出すと、小林は意外そうに呟いた。

「ハンカチとか絆創膏とか、ちゃんと持ち歩いてるんだな」

「……母親が持ち歩けって言ってくるんで」

　言い訳のように返すと、小林は口元に淡く笑みを浮かべた。

「素敵なお母さんだな」

　なんて言うか、そういうことをよく照れもせず口にできるなと思った。思春期真っ盛りな男子高校生が、他人の母親を『素敵なお母さん』と言えるだなんて、なんだか人が出来すぎていて気味が悪いくらいだ。

　またひねくれた思考を巡らせながら、小林の前にしゃがみ込んで、その手のひらにベタベタとありったけの絆創膏を貼っていく。

　絆創膏だらけになった手のひらを眺めると、小林は肩を揺らして笑った。

「ははっ、大怪我みたいだ」

「……あんま器用じゃないんで」

　それでも、絆創膏を貼られた手のひらを眺める小林の表情は、どこか和らいでいた。何だかオモチャを詰め込んだ小さな箱でも眺めているような眼差しをしている。

「ありがとう」

　ぽつんと投げられた単純な言葉に、心臓がわずかに波打つのを感じた。また、あの桜の匂いがふわりと鼻先に漂ってくる。柔らかく、胸を満たすような穏やかな香りだ。どこかに花でも咲いているのかと左右を見渡すものの、殺風景な公園には花壇のひとつも見えない。

　凪が怪訝に顔を顰めた時、不意にポタリと水滴が落ちる音が聞こえた。音の方へ視線を向けたのと同時に、凪は目を剥いた。小林の目からぽろぽろと涙が零れ出していた。

「あ、ぁ？」

　驚愕のあまり、唇から間の抜けた声が漏れていた。唇を半開きにしたまま、唖然と小林の涙を眺める。

　絆創膏だらけの右手を見つめたまま、小林は声もなく涙を流している。透明な液体が静かに頬を伝っていく様を見て、凪は言葉を失った。

「悪い、こんなみっともない……」

　掠れた声を漏らして、小林が左手で目元を隠す。丸められた背中が小刻みに震えているのが見えて、胸が詰まった。

「本当にごめん……もう大丈夫だから、帰ってくれ……」

　この人は一体何を根拠に大丈夫だと言っているんだろうか。全然ちっとも大丈夫なように見えないのだが。

　今日の夕方までは頼りがいのある先輩だった小林が、今は小さな子供のように泣いている。その事実に、凪はひどく戸惑った。自分は、こんな時にかけられる気の利いた言葉など知らない。かけられる言葉がないのなら、小林が言うとおり帰った方がいいのかもしれない。もし自分だったら他人に泣き顔を見られたくはないし、こんな時は黙って立ち去って欲しいと思うはずだ。

　それなのに、どうしてだか足が動かない。なぜ、ここから立ち去りたくないと、この人を放っておきたくないと思ってしまうのか。

　自分らしくない思考に戸惑う。どうしようかとモタモタしていると、ふと指先がポケットの中の硬いものに触れた。取り出すと、先ほど散歩の途中に買ったココアの缶だった。もう夏だというのに、なぜかホットココアしか売られてなくて、家に帰ってから氷を入れて飲もうと思っていたのを思い出す。時間が経って、ココアの缶はもう大分ぬるくなっていた。

　どうしようかと悩みつつ、手の中でココアの缶を数度転がす。だが、結局腹をくくって再びしゃがみ込むと、凪は小林の手にココアの缶をそっと握らせた。小林が涙に濡れた目をあげて、手の中の缶を見つめる。

「……ココア？」

「それ、飲んでもらってもいいんで」

　素っ気ない口調になってしまう自分の不器用さが恨めしかった。

　小林は、視線を伏せる凪をしばらく見つめた後、ゆっくりと缶のプルタブへと手を伸ばした。だが、絆創膏だらけの手では開けにくいのか、爪が数度プルタブの上を滑る。

　仕方なく小林の手から缶を取り上げて、代わりにプルタブを開ける。途端、甘いココアの匂いがふわりと漂ってきた。

　プルタブのあいた缶を渡すと、小林は小さな声でお礼を言ってから、ココアを一口含んだ。

「……あまい」

　呟かれた声は、すこしだけほっとしたように聞こえた。

「なんか……意外だ。九条も、ココアとか飲むんだな。イメージ的に、ブラックコーヒーとか飲んでるのかと思ってた」

　気を紛らわそうとしているのか、小林がそんなことをぽつりと呟く。その言葉に、凪は軽く眉根を寄せた。

「俺、ブラックコーヒー飲めませんけど」

「飲めないのか？」

「甘党なんで」

　はっきりとした凪の返答に、小林が涙に濡れた目を大きく見開く。目の前の図体でかい男が甘党だなんて信じられないといった表情だ。

　だが次の瞬間、ぶはっ、と小林が大きく噴き出した。目からぽろぽろと涙を零しながら、それでも笑っている。

「にっ、似合わないなぁ」

「甘党に似合うも似合わないもあるんすか」

　ムッとして言い返すと、小林は、ごめんごめん、と謝罪の言葉を漏らした。

「可愛いなぁって思ってさ」

「男が可愛いって言われても嬉しくないんすけど」

「そうか？　俺は、可愛いって言われたら嬉しいけど……」

　言葉の語尾が弱くなって消えていく。ぼんやりと遠くを見つめる小林の目を見て、誰のことを思い出しているのかが解った。誰に可愛いと言われて、小林が喜んでいたのか。その相手はひとりしかいない。

　凪は緩く息を吐き出すと、小林の隣のブランコに腰を下ろした。ブランコの鎖がキィッと錆びた音を立てるのを聞きながら、ゆっくりと小林に声を掛ける。

「……なんか、話聞きましょうか？」

　ざっくりとした凪の問い掛けに、小林は目線を合わさぬまま笑った。

「聞いてくれるのか？」

「まぁ、散歩のついでなんで」

　言いたくないなら別に聞かないですけど。と続けると、はは、と小さな空笑いが聞こえてきた。うつむいたまま小林が呟く。

「俺、九条のそういうところ好きだな」

「は？」

「本当は良い奴なのに、自分を良い奴に見せようとしないところ」

　何だか恥ずかしいことを言われている気がする。わき上がってくる羞恥心を堪えるように唇をへの字に曲げると、小林はまたおかしそうに肩を震わせた。

「別に良い奴じゃないですよ」

　良い奴なわけがない。こんなのは、ただの気まぐれだ。頭の中でそう言い返すものの、小林の笑い声は止まらない。

「俺が勝手に良い奴って思ってるから、それが本当じゃなくてもいいんだ」

「本当じゃなくてもいい？」

「自分が信じてることが大切なんだよ」

　意味が解らず、凪が首を傾げると、小林は目を細めて転がるような笑い声を漏らした。

　だが、不意に笑い声を止めると、小林はぽつりと呟いた。

「あのさ、今日は蒼司の誕生日だったんだ」

　そう告げた瞬間、小林の左手がブランコの鎖を強く握り締めるのが見えた。

「毎年蒼司の誕生日はうちで祝ってたからさ、今日ぐらいは来てくれるだろうって思ってたんだけどダメだった」

　また空笑いが聞こえる。小林はちらと凪を見やって、力ない笑みを浮かべた。

「蒼司には、他に付き合ってる人がいるんだ」

「は、ぁ？」

　衝撃的な告白に、唇が唖然と開いた。ぽかんと口を開いた凪を見て、小林が緩く首を傾けて呟く。

「たぶん今頃、その人のところに行ってるんだと思う」

「何ですかそれ。だって、先輩と天宮さんは――」

「運命の番だよ」

　凪の言葉を遮って、小林が言う。

「俺たちは運命の番だった、はずなんだ」

　続けられた声は悲しげだった。何もかも諦めたようで、諦めきれないとしがみ付いているような、ひどく惨めな声だ。

「だったはず、って？」

　凪が問い掛けると、小林の咽喉がひくりと上下した。

「一年前までは、俺も蒼司もお互いを運命だって疑ってなかった。お互いから信じられないくらい良い匂いがしてたし、一緒にいるだけで胸の中が満たされて……本当に蒼司がいるだけで何もかもが幸せだった。あの頃は、蒼司も自分と同じ気持ちだって信じてたし、信じられた」

　ぽつぽつと語られる小林の言葉に、かすかに心臓が引き攣るような痺れを感じた。凪が黙ったまま聞いていると、小林が淡々とした口調で続ける。

「だけど、去年の春休みに蒼司が海外に一ヶ月ぐらい留学したんだ。留学から帰ってきたら、俺から妙な臭いがするって言われた」

「妙な臭い？」

「……獣の生皮、みたいな臭いだって……」

　言いにくそうに小林が呟く。それを天宮が言ったのかと思うと、腹の底から反吐へどじみた不快感が込み上げてきた。運命かどうかはさておいて、恋人に対して言うべき言葉じゃないことぐらいは凪にも解る。

　小林が小さく息を吐き出す。

「それから……もう何もかもが一気にダメになった。蒼司は俺が近寄るのをイヤがるようになったし、俺のことも最初から運命じゃなかったんだって言って、他の人のところに行くようになって……」

　声が掠れて消えていく。小林は涙を堪えるように、左手で目元を覆うとしゃがれた声で呟いた。

「自分が、情けない」

「情けないって、何でですか」

「俺だけが、まだ蒼司が運命だって信じてる」

　大馬鹿野郎だ、とうめくように漏らして、小林は小さく肩を震わせた。それを見て、解った。小林は未だに天宮が好きなのだ。あれだけ冷たい態度を取られても、行かないでと縋り付いて懇願してしまうほどに。

　震える肩をじっと見つめながら、凪は訊ねた。

「でも、学校じゃあんなに……らぶらぶ、だったじゃないっすか」

　ラブラブという言葉を口に出した瞬間、ぞわっと自分の背筋に悪寒が走った。こんな恥ずかしい言葉を、平気で口に出せる男子校生がこの世にいるだろうか。

　鳥肌が浮かんだ二の腕を擦っていると、小林は目元を覆ったまますこしだけ笑った。

「俺たちが運命の番だって、小学生の頃から周りに知れ渡ってたんだ。今更、運命の番じゃありませんでした、別れました、なんて言えないだろう？　しかも、俺と蒼司、二年のときの学祭で理想のカップル第一位に選ばれたんだぜ」

　自棄ヤケになったように、雑な口調で小林が吐き捨てる。まるで昔の自分を小馬鹿にするような言い方だと思った。

　小林は目元を覆っていた手のひらを外すと、どこかぼんやりとした眼差しで地面を見つめた。その目は赤いが、涙は流していない。

「普通のカップルなら別れたって言えるかもしれないけど、俺たちは運命の番だから別れたなんて簡単に言えない。だって、運命の相手は世界にたったひとりしかいないんだから」

　諦めたような小林の声を聞いた瞬間、呪いだ、と思った。世界にたった一人しかいない相手に嫌われても求め続けてしまうだなんて、そんなのは運命じゃなくてただの呪いだ。

「だから、高校卒業までは今までどおりに振る舞おう、って蒼司から言われたんだ。みんなが求める運命の番を演じようって」

　何だその新種の拷問は。嫌われている相手と恋人関係を演じなくてはならないなんて、ただの苦痛でしかないじゃないか。

　凪が顔を引き攣らせていると、小林は静かな声で続けた。

「蒼司は俺に近付くのもイヤかもしれないけど、俺は蒼司が触れてくれるのが嬉しい。それがただの演技でも、嘘だとしても、両手いっぱいの花束を貰った瞬間みたいに胸の中が幸せで満たされる。もう、この瞬間に死んでもいいって思えるくらい……」

　その言葉は嘘とは思えなかった。運命の相手と触れ合ったアルファやオメガは、死んでもいいほどの幸福感に満たされるのだろうと。だが、その感覚はベータの凪には、きっと一生解らない。

　そう思った瞬間、一瞬腹の底が焦げ付くような嫉妬を覚えた。だが、それが誰に対する嫉妬なのかは解らなかった。

　虚ろな眼差しを宙に浮かべながら、小林が掠れた声で呟く。

「なんで、こんなことになっちゃったんだろうな」

　それは凪への問い掛けというよりも、自分自身に対する問い掛けのように聞こえた。自責の念に満ちた声音で、小林が続ける。

「たぶん、俺が悪いんだ。俺が十八になっても、ヒートが来ないオメガだから」

　ヒートという一言に、凪は一瞬ギョッと仰け反りそうになった。

「ヒート、って……」

「ウケるだろ。俺、この歳になってもまだヒートが来てないんだ」

　笑い話にするように、小林が空笑い混じりに呟く。詳しくは覚えてないが、確か初めてのヒートは十八歳までぐらいには来るものだと噂で聞いたことがある。だから、特に小林が遅いということはないとは思うのだが。

「そんな遅いってほどでもないんじゃないですか」

「遅いよ。だから、蒼司にうなじを噛んでもらえなかった」

　そう吐き捨てた瞬間、小林の唇が神経質に戦慄くのが見えた。

「初めて会ったときからずっと、蒼司にうなじを噛んでほしかった。蒼司は、俺の運命だったのに……」

　手のひらから零れ落ちていった砂粒を拾い集めようとするような、ひどく切なく惨めな声だった。小林がじっと自身の右手を見つめている。だが、その手のひらに残っているのは、最愛の運命から与えられた拒絶だけだ。

　小林は一瞬奥歯をキツく噛み締めると、弱々しい笑みを浮かべて凪を見やった。

「ごめんな、こんな情けない話ばっか聞いてもらって」

「……俺が聞くって言ったんで、別にいいですよ」

　無理やり笑みを浮かべる小林を見ていると、妙に咽喉の奥が詰まった。何かを言いたいのに、何を言えばいいのか。どうすれば、小林がそんな悲しい笑顔を浮かべなくなるのかが解らない。

「俺……」

　ぽつりと自分の唇から言葉が零れた。一度咽喉を上下させてから、たどたどしい声を漏らす。

「俺には、よく解んねぇけど、たぶん先輩のせいじゃないですよ」

　口に出した瞬間、わずかに頬が熱くなるのを感じた。こんな曖昧な慰めの言葉なら、言わない方がマシだったとすら思った。

　小林は驚いたように目を見張った後、一瞬変な表情を浮かべた。怒っているような、拗ねているような、それでいて泣き出しそうな表情だ。その眼球にじわじわと涙の膜が張られていくのが見える。だが、涙を流すのを必死で堪えている。それを見て、不意にこの人は我慢ばっかりしているなと思った。

　小林は涙が滲んだ目を大きく開いたまま、掠れた声で囁いた。

「……ありがとう」

　語尾が震えていた。その声の心許なさに、また心臓がかすかに揺れる。

　小林はしばらく地面を見つめた後、手の甲でぐいっと目元を拭った。そのまま、ブランコから勢いをつけて立ち上がる。

「遅くまで、本当に悪かったな。もう帰るよ」

　また謝ってると思った。この人は自分が辛いときなのに、人に謝りっぱなしだ。

「送りますよ」

　反射的にそう声を掛けると、小林は肩を揺らして笑った。

「男なんだから、ひとりで大丈夫だよ」

「先輩は、ひとりで大丈夫じゃないですよ」

　咄嗟に口をついて出ていた。凪の言葉に、小林が意表を突かれたように立ち尽くす。小林はじっと凪を見つめた後、ひとりごとみたいに呟いた。

「でも、大丈夫にならないと」

　そう言い放つなり、小林はゆっくりと歩き出した。ブランコの柵にリードを繋がれたまま、くぅくぅと寝息を立てるクックに「おやすみ」と声を掛けて撫でていく。

「それじゃあ、また部活でな。ココアとハンカチもありがとう。今度何かお詫びするから」

　おやすみ、九条。と言い残して、小林がひらりと絆創膏だらけの右手を振る。

　去っていく小林の後ろ姿を眺めながら、運命のアルファを失ったオメガはどうなるのだろうと、凪はぼんやりと考えた。
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　結局クックの散歩を終えて家に戻ってからも、モヤモヤとした不完全燃焼な気持ちは残り続けた。

　運命の番が運命でなくなるなんてことが有り得るのか、と両親に訊ねてみたい衝動に駆られたが、「ほら誠一さん、あーんして」と母に手ずからケーキを食べさせている父のデレ付いた表情を見ていると、その気持ちも萎えた。

　その日は妙な苛立ちを抱えたまま、寝付きの悪い夜を過ごす羽目になった。

　そして翌日、もう昨夜の出来事はなかったものにしようと決めて登校したというのに、目の前の光景は一体何なのか。

　口角がひくりと引き攣るのを感じながら、昼休み中の中庭で繰り広げられている茶番劇を見つめる。

「大地、今度はどれが食べたい？」

　糖度百パーセントな声でそう囁いているのは、昨夜冷酷な声をあげていたはずの天宮だ。

「いいよ、自分で食べれるって」

　天宮の隣のベンチに座っている小林が、恥ずかしそうに身を捩りながら首を左右に振る。だが、天宮は柔らかな笑みをたたえたまま、弁当箱からだし巻き卵を箸で摘むと、小林の口元へと近付けた。

「利き手を怪我をしてるんだから無理しちゃダメだよ。ほら、あーん」

　天宮のたしなめる声に、小林が恥ずかしそうに頬を染めながらだし巻き卵を頬張る。食堂に続く一階の渡り廊下からその様子を眺めて、凪は思わず頭を抱えそうになった。

　何なんだ、あの光景は。昨夜の殺伐とした出来事は、自分の夢か幻だったのか？　というか、昼休憩中に食堂にジュースを買いに行こうとしただけなのに、なぜ二日連続で男同士のあーんを見なくてはならないのか。もしかして自分は、あーんをし合っていた恋人を無惨に嬲り殺したという前世の罪でも背負っているのか？

　そして一番悪夢なのは、天宮と小林のラブラブっぷりを多くの生徒がうっとりとした眼差しで眺めていることだ。この学校の生徒は、全員おとぎの国の住人なのか？

「あ～、いいな～。僕も早く運命の人とあ～んした～い」

　すぐ近くから、聞き覚えのある声が聞こえてきた。声の方へ視線をやると、渡り廊下の腰まである壁に両手をついた志摩が、ディズニープリンセスでも見るような眼差しで二人の姿を眺めていた。こいつは確実におとぎの国の住人だ。

　半目で見やっていると、凪の視線に気付いた志摩が威嚇する猫のように鼻梁に皺を寄せた。

「は？　陰キャがじろじろ見てくんじゃねぇよ」

　さっきまでの夢見る声から一転して、ドスのきいた声で吐き捨てられる。こうも声音や態度を一瞬で変えられる辺り、志摩は弓道部よりも演劇部の方が向いているんじゃないだろうか。

「じろじろは見てねぇし」

　肩を竦めて、短く言い返す。志摩は目を吊り上げてから、プイッと凪から視線を逸らした。その目が、再びうっとりと天宮と小林に釘付けになる。

　凪は大きくため息を吐き出すと、食堂へと向かってゆっくりと歩き出した。

　やっぱり昨夜の出来事は、綺麗サッパリ忘れてしまおう。小林のことを、いちいち凪が気にする必要なんか欠片もない。そんなことは小林だって望んでいないはずだ。あと一年、天宮と恋人同士のフリをし続けると決めたのは小林なのだから。

　そう思ったのに、遠くから「いたっ」と小さな声が聞こえてきた瞬間、反射的に振り返ってしまった。

　昨日派手に擦り剥いていた小林の右掌を、天宮が掴んでいるのが見えた。小林の右掌には、大きめの絆創膏が貼られている。

「可哀想に。部活もあるのに、うっかりこけて怪我するなんて不運だったね」

　哀れむような天宮の声に『いや、こけたんじゃなくて、あんたが突き飛ばしたんだろう』と全力でツッコミそうになった。いけしゃあしゃあと慰めの言葉を吐く天宮の面の皮の厚さに、いっそ尊敬すら覚える。

　二人の様子を唖然と眺めていると、ふと小林の顔色が悪くなっていることに気が付いた。

「あぁ……俺、うっかりしてて……」

　はは、と笑う声が聞こえるが、その声はひどく強張っている。

「大地は意外とおっちょこちょいだからなぁ」

　おっちょこちょいなんて単語を、少女漫画以外で使う奴がいることに驚く。それはさておき、小林の笑顔がやけに引き攣っているのが気になった。先ほどまで桃色だった頬が、今は白く褪さめている。

　その奇妙さに目を留めていると、ふと気が付いた。小林の右手を掴んでいる天宮の指先、その親指の爪が右掌の絆創膏に深く食い込んでいる。

　気付いた瞬間、自分の背筋にぞわりと悪寒が走るのを感じた。優しい笑顔を浮かべたまま、傷口にギリギリと爪を立てているだなんてサイコパスの所業だ。

　小林の右掌に爪を食い込ませながら、天宮が何とも切なげな声で囁く。

「本当に気を付けるんだよ。大地が怪我すると、僕も痛いんだから」

　こんなのは完全にホラーかサスペンスだ。言動と行動がまったく一致していない天宮に、おぞましさと紙一重の胸くそ悪さを覚える。

　周りの人間は気付いていないのかと辺りを見渡すも、皆、小林を心配する天宮の姿を眩しそうに眺めているばかりで、小林が静かに痛め付けられていることなどまったく気付く様子がない。

　だが、何よりも凪を不快にさせたのは小林の反応だ。小林は顔色を真っ白にしながらも、天宮に向かってぎこちなく笑顔を浮かべていた。

「……うん、ごめん。今度から気を付けるから」

　何を言ってんだ、あの人は。人前でいたぶられているくせに、へらへらと誤魔化すみたいに笑って、天宮に対して非難のひとつも口に出さない。あの人は、本当に馬鹿じゃないのか。

　不意に腹の底から噴き出してきた怒りが、凪の身体を突き動かした。大股で中庭の方へ歩いていく。横を通り過ぎる時、志摩が「はぁ？」とあからさまに訝しげな声をあげるのが聞こえた。

　ベンチに座る二人の前で立ち止まるなり、凪は小林へと声を掛けた。

「先輩」

　初めて凪の存在に気付いたように、小林が顔をあげる。同時に、天宮が怪訝そうに凪を見上げた。

「九条」

　小林がぽつりと声を漏らす。どこか途方に暮れた、迷子みたいな声だ。

「あぁ、きみ、大地の部活の後輩くんか。何か用？」

　人当たりの良い声をあげながらも、天宮は小林の右手を離そうとしない。小林の右手に食い込んだ天宮の指先を見て、不意に『ＤＶ束縛男』という言葉が頭の中に浮かんだ。

　凪は小林の顔だけを見つめて、軽く眉を顰めた。

「先輩、忘れたんすか？　大会に向けて、しばらく昼休憩も練習見てくれるっつう約束しましたよね？」

　凪がわざと不機嫌そうな声で言うと、小林は一瞬ぽかんと唇を開いた後、気の抜けた声を漏らした。

「あ、あぁ」

「時間勿体ねぇから、さっさと行きませんか」

　軽く顎を動かしてから、小林の右腕を掴む。掴んだ小林の右腕は体温が抜け切っていて、ひどく冷たかった。小林の右手を掴んでいた天宮の手がピクリと動く。

　天宮が笑みを浮かべたまま、凪を見上げる。だが、その目は笑っていない。仄暗く据えた眼差しが、じっと凪を見据えていた。

「今、大地と食事中なんだけど」

「俺との約束の方が先だったんですけど」

　言い合いながら、前髪の隙間から天宮を睨み付ける。天宮は笑顔を崩さないままに、小林へと視線を向けた。

「大地、どうなの？」

　優しく問い詰めるような天宮の声音に、小林はかすかに身体を強張らせた。天宮から必死に目を逸らしている姿は、完全にイジメられっこの怯え方だ。

「……そ、うなんだ。ごめん、俺が約束忘れてて」

　小林が斜め下の地面を見つめたまま、たどたどしい口調で呟く。その額に薄っすらと冷汗が滲んでいるのが見えた。

　天宮はしばらく小林を眺めた後、掴んでいた小林の右手を呆気なく離した。先ほどと同じ朗らかな笑みを浮かべて、天宮が言う。

「そっか。じゃあ、仕方ないね。しばらくご飯は別々になるってこと？」

「……うん」

「高校最後の大事な大会だもんね。頑張って大地、応援してるから」

　最後まで物分かりがよい恋人を演じる天宮の姿に、耐え切れず顔が歪みそうになった。応援している奴が、恋人の傷口を抉るような真似をするのか。

「蒼司、ごめ――」

「時間ないんで、それじゃ」

　天宮に謝ろうとする小林の声を遮って、適当な言葉だけ吐き捨てる。腕を掴んだまま歩き出すと、小林は軽くつんのめりながら凪についてきた。

　弓道場へと向かって、ずんずんと早足で歩いていく。

　直後、「はぁあ!?　何なのあいつッ!?」という志摩の叫び声が、背後から聞こえてきた。










　弓道部の部室に入るなり、小林をベンチの上に座らせて、凪は共有のロッカーを開いた。ロッカーの中に収められていた救急箱を手に取って、ベンチを跨またぐようにして腰を下ろす。

「手ぇ、出してください」

　促すと、小林はバツが悪そうな表情で右手をそろそろと差し出した。手のひらに貼られている絆創膏に薄っすらと赤色が滲んでいるのが見えて、無意識に舌打ちが漏れる。

「……ごめん、九条」

　凪の舌打ちを聞いた小林が、か細い声で呟く。視線を向けると、小林が泣き出しそうな表情でうつむいているのが見えた。

「なんで謝ってんすか」

　この人は謝ってばかりだと思うと、妙な苛立ちに顔が歪んだ。

「だって、昨日も迷惑かけたのに……」

「迷惑かけたのは、あんたのせいじゃないだろ」

　苛立ちのあまり、言い方が刺々しくなってしまう。小林がますます申し訳なさそうにうつむくのが見えて、慌てて凪は言葉を付け加えた。

「先輩が謝る必要はないって言ってんです」

　言いながら、なぜ自分はこうも小林に気を遣っているのだろうかと思った。別に小林が傷付こうがどうなろうが、凪には関係ないはずなのに。

　手のひらの大きな絆創膏をそっと剥ぐと、昨夜と同じ擦り傷が見えた。天宮の爪に抉られたせいで、開いた傷口からじわりと血が滲んでいる。

　凪は顔を顰めながら、数枚引き抜いたティッシュを傷口へと押し当てた。ティッシュに移っていく赤い色を眺めながら、ぽつりと呟く。

「先輩さぁ……生徒会長に、イジめられてんすか？」

　凪の率直な問い掛けに、小林はうつむいたまま口元に弱々しい笑みを滲ませた。

「イジメなんて、そんな大したものじゃないよ」

「血が出てんのに？」

　そう切り返すと、途端に小林は黙り込んだ。わずかな沈黙の後、小林の唇が一瞬だけ戦慄く。

「でも、俺の匂いさえ変わらなかったら、蒼司はあんなことするはずなかったんだから……」

　また『俺のせい』だ。どこまでも自罰的な小林の返答に、また腹立たしさが込み上げてくるのを感じた。どんな理由があっても、恋人に痛め付けられることが正当化されるはずがないだろうに。

「だから、それだって先輩のせいかなんて解んないだろうが。あっちの鼻がイカれてるせいかもしれねぇんだし。つか、さっきから先輩の言ってることって完全にＤＶ被害者みたいな台詞じゃん」

　無神経とも思える凪の言葉に、小林はくにゃりと眉尻を下げた。その目がじわりと潤んでいくのが見える。潤む瞳を隠すように、小林が更に深くうつむく。その様子を見て、凪は小さくため息を漏らした。

「自分を泣かすような奴を好きでいるのって不毛じゃないですか」

　そう言い放つと、小林はうつむいたまま小さく肩を揺らした。

「……好きだから、泣くんだ。好きじゃなかったら、涙なんか一滴も出てこないよ」

　意味が分からない。自分を泣かせる奴なんて好きになれるわけないだろうに。

「全然意味分かんねぇんですけど」

　思ったことをそのまま口に出すと、小林は鼻をずずっと啜ってから顔をあげた。

「九条は、好きな人はいるのか？」

　唐突な質問に、一瞬虚を突かれた。目を丸くしたまま答える。

「いませんけど」

「好きな人がいたことは？」

「あぁ、もう勘弁してくださいよ。なんで修学旅行の夜みたいな話をしなくちゃなんねぇんですか」

　凪が露骨にイヤそうな声を返すと、小林はおかしそうに笑った。

「きっと、九条に好きな人ができたら解るよ」

　反射的に、げぇっ、と舌を出しそうになった。好きな人ができたら解るだなんて、世界で一番嫌いな言葉だ。恋愛至上主義な人間たちがそうではない相手に対して、あなたは恋愛をしたことがないからこの気持ちが解らないんですね、と上から目線で吐く言葉だとも思う。

　だが、小林は偉ぶる様子も諭す様子もなく、ただティッシュに染み込んでいく赤い血をぼんやりと眺めているだけだ。その眼差しは、ただ悲しげで虚ろだった。

　ある程度血が止まったら、ティッシュを捨てて、救急箱の中に入っていた一番でかい絆創膏を手のひらに貼り付けた。

「二日連続で、九条に手当てしてもらうなんてな」

　ふふ、と小林が笑い声を漏らす。何がおかしいのか。笑えることなんて何一つとしてないだろうに。

　凪は唇をへの字にしたまま、新たな絆創膏が貼られた小林の手のひらを見つめた。

「本当に、ありがとう」

　お礼の声が聞こえる。視線を上げると、かすかに微笑んだ小林の顔が見えた。柔らかく細められた小林の目を見た瞬間、再びあの桜の匂いがふわりと漂った気がした。鼻先をくすぐる甘い香りに、心臓がドクンと大きく跳ねる。

　動悸が止まらず、小林の右掌を掴んだ手が小さく震えそうになった。指先の震えに気付かれたくなくて、小林の手をパッと離す。

　動揺を誤魔化すように、凪は雑な口調で言い放った。

「とにかく怪我が治るまでは、あいつには近付かない方がいいですよ」

　また傷を抉られる羽目になる、とばかりに呟くと、小林は一瞬黙り込んだ後、そうだな、と空気が抜けるような声で呟いた。

「俺の練習に付き合うって口実使ってくれてもいいんで」

「うん……何から何まで世話になって悪いな」

　眉尻を下げながらも、笑い混じりに小林が呟く。小林は凪を見やると、どこか懐かしむような声音で続けた。

「九条って、意外と律儀だよな」

「はい？」

「すごくマメっていうか、真面目っていうか」

「何なんすかそれ」

「部活だって一回もサボッたこともないし、決められたことはキチッと守るし、弓具きゅうぐだって丁寧に扱うだろ？」

「そんなの当たり前じゃないですか」

「当たり前かと思うけど、結構そういうことができる奴って少ないよ」

　小林が肩を竦めて笑う。それから、ふと思い出したように呟いた。

「それに、一年前の約束だって守ってくれたじゃないか」

　一年前の約束という言葉に、ふと去年の三月の記憶が脳裏を過ぎった。それと同時に、目の前の人がそれを覚えているということを意外に思った。一年前のことなんて、この人はきっと忘れているとばかり思っていたのに。

　あれは姉の卒業式の日だった。参列する両親とともに、どうせ来年入学するのだから見学しておきなさい、と凪まで卒業式に連れてこられたのだ。正直、あの日のことは今思い出しても楽しい記憶ではない。

　卒業式が終わるなり、手伝いに来ていた在校生たちに囲まれて、九条華の弟なら青田買いするしかないっ、とばかりに色んな部活に勧誘されたのだ。

「きみ、運動は得意!?　サッカーとか興味あるだろ？」

「華先輩の弟であれば頭脳も明晰なはずだ！　ここは千手先を読む将棋部に！」

　代わる代わる口説き文句を並べ立てられて、ずいずいと複数の生徒に迫られる恐怖といったらない。姉の門出を祝って啜り泣く父とそれをなだめる母をほったらかしにして、凪は生徒たちに追いかけられて、ひたすら校舎内を逃げ回る羽目になった

　結局一時間近く鬼ごっこをしてようやく在校生は撒まいたが、その時には学校の端までたどり着いていた。そして校舎の影で息をついていた時に、ふと道場らしき木造の建物からタンッと小気味の良い音が聞こえてきたのだ。

　興味本位で開いている窓を覗き込むと、そこは弓道場のようだった。そして休日練習に来ていたのか、弓を引いているひとりの生徒の姿が見えた。

　ピンと伸びた背筋に限界まで張り詰めた二の腕、対象を貫くような鋭い眼差し、奥歯が食い締められて強張った頬。それらすべてが春の陽光に照らされて輝いていた。

　弦が震える澄んだ音が聞こえる。凄まじい勢いで飛んでいった矢が的に突き刺さるのを見た瞬間、どうしてだか眼球の奥にパッと火花が散ったように感じた。何かとてつもなく美しく、清廉せいれんなものを見たような感覚だった。

　しばらくぼんやりと眺めていると、凪の姿に気付いたのか、弓道着の男が首を回してこちらを見た。

「あれ、迷子？」

　中学校の詰め襟を着ている凪を迷子だと思ったのか、弓道着の男が不思議そうな声で問い掛けてくる。

「迷子じゃ――」

　ないです、と言おうとして、実際今自分が校内のどのあたりにいるのか解らないことに気が付いた。口ごもる凪を見て、弓道着の男が目を細めて笑う。

「校内の見学に来たのか？　何なら案内しようか？」

「いえ、大丈夫です」

「きみ、弓道は好き？」

　弓を置きながら、随分と馴れ馴れしい口調で弓道着の男が訊ねてくる。その唐突さに軽く面食らいながらも、凪は淡々と答えた。

「好きでも嫌いでもないです。あんまり興味ないんで」

　凪の失礼な物言いに、弓道着の男は窓枠に両手をつきながら更に楽しげに笑った。よく笑う男だと思う。こんなに笑っていて、顔面が筋肉痛になったりしないのか。

「ふぅん、残念だな。弓道やってると姿勢が良くなるのに」

　弓道着の男が手を伸ばして、凪の背中を軽く叩く。暗に猫背を指摘されてムッとしつつも、その気安い仕草はどうしてだか不快には感じなかった。

「今年入学？」

「いえ、来年です」

「そっか。俺、二年の小林大地。今は弓道部の副主将だけど、来年には主将になると思う。きみは？」

　その砕けた口調には、揺るぎない自信が満ちていた。きっとこういう人は今まで挫折なんか一度も味わったことはないんだろうと、想像するぐらいには。

「……九条凪です」

　凪の名前を聞いた小林が、ん？　とばかりに首を傾げる。

「もしかして、九条先輩の弟？」

　訊ねられた瞬間、顔が歪みそうになった。また姉の話だ。

「……まぁ、そうです」

「へぇ。じゃあ、色んな部活から勧誘されただろ？」

　小林が世間話みたいな、何てことない口調で言う。その口調に、わずかに片眉が跳ねた。姉の話をして、まったく声のテンションが変わらない人は初めてだった。

「さっき追いかけ回されました」

　凪がそう答えると、小林は、ぶはっ、と大きく噴き出した。笑うと表情が懐っこそうに緩むのが、何だか犬っぽいなと思った。先ほど的を睨み付けていた鋭い顔立ちの面影もない。

「それでここまで来ちゃったのか。有名人の弟は大変だな」

「笑い事じゃないんですけど」

　顔を顰めて言い返すと、小林は両手を合わせて「ごめん、ごめん」とまた笑いながら言った。

「お詫びに、校門まで案内するからさ」

「自分で戻れます」

「いいから、いいから。この学校広いから、また迷子になるぞ」

　断りの言葉を聞き流して、小林がタオルを片手に掴んで弓道場から出てくる。タオルで額を拭いながら歩き出した小林の後ろを、凪はしぶしぶついて行った。

「まだ三月なのに、今日はすごく暑いなぁ。桜も散るのが早そうだ」

　学校の外周を沿うように植えられた桜を見上げながら、小林がのんびりとした声をあげる。満開の桜がはらはらと花びらを散らして、足下にピンク色の絨毯が敷かれているようだった。

　斜め後ろから見やると、桜を見上げる小林のうなじを玉のような汗がつぅっと伝っているのが見えた。一瞬、何かいけないものを見た気がして、凪は咄嗟に視線を逸らしてしまった。

　そのまま無言でいるのも気まずくて、桜をそぞろに眺めながら唇を開く。

「弓道って、面白いですか」

　凪の問い掛けに、小林は肩越しに振り返って、にやっと目を細めた。

「興味ないんじゃなかったのか？」

「興味持っちゃいけないんですか？」

　嫌味っぽく言い返すと、小林はまた声をあげて笑った。

「面白いよ。シンと静まりかえった試合中に、ど真ん中に的中した時なんか鳥肌が立って忘れらんないぐらい、すごくハマる」

「へぇ……」

「やってみたら解るよ」

　小林がくるりと振り返って立ち止まる。凪が驚いて足を止めると、左胸にトンと小林の人差し指が突き付けられた。

「心臓に突き刺さる感じがするから」

　随分とロマンチックな言い方をする人だと思った。普段の凪だったら鼻で笑っていただろう。それなのに、小林の指先が触れた左胸がドクンと大きく脈打つのを感じた。急激に激しくなった血流のせいで、全身が沸騰したように一気に熱くなる。

「じゃあ、入部します」

「え？」

「弓道部」

　頭で考えるよりも早く、口が勝手に動いていた。自分らしかぬ衝動的な言葉に、自分自身で驚く。数秒前までは弓道部に入ろうなんて一ミリも考えていなかったのに、なぜ自分は入部するなんて口に出しているのだろうか。

　だが、凪が否定するよりも早く、小林がパッと顔を明るくさせた。

「本当か？」

　いえ、嘘です。なんて答えられない空気だ。期待で輝く小林の瞳にウッと言葉に詰まりつつ、凪は仕方なく頷いた。

「やった、来年の部員ゲット！」

　毎年部員確保が大変なんだよ。と言いながら、小林が嬉しげに破顔している。その笑顔を眺めていると、不意に小林が手をずいっと突き出してきた。

「約束な」

　ピンと立てられた小指を見て、口から、うぇっ、とドン引きな声が漏れそうになった。小学生じゃあるまいし、流石に指切りげんまんはないだろう。

　だが、小林は澄み切った瞳で、凪を見つめている。拒絶されるなんて欠片も思ってなさそうな眼差しに根負けして、凪はのろのろと左手を差し出した。

　すんなりと小指が絡め取られる。その瞬間、指先にピリッと微電流が走ったような気がした。絡められた小指がじんわりと熱を持っているのを感じる。

「忘れるなよ」

　小林が軽く首を傾げて、悪戯っぽい口調で言う。その細められた眼差しを見た瞬間、目の奥がチカチカと瞬いて、火山が噴火するように全身に熱が巡るのを感じた。甘い桜の匂いが鼻先に漂ってくる。

「九条、すごく背が伸びてたから一瞬違う人かと思ったよ。ほら、初めて会った時は、俺より背が低かっただろ？」

　小林の声で、ハッと記憶の底から意識が戻ってくる。パチリと大きく瞬いて視線をやると、一年前とは違って自信なさそうにうつむく小林の顔が見えた。

「はぁ、中三で二十センチぐらい身長伸びたんで」

　何が起こったのかいきなり背が伸び始めて、中学最後の一年だというのに制服を買い直す羽目にまでなったのだ。だが買い直した制服も、すぐさまつるつるてんになってしまったが。

「すごいな。成長痛すごくなかったか？」

「毎晩ベッドで唸ってました」

　特に膝の痛みがすごくて、ベッドの中で脂汗を流す夜が続いた。全身を焼き尽くすような熱と痛みに、獣のように唸り声を漏らす凪を心配して、両親が深夜に痛み止めを持ってくる日もあったくらいだ。

　凪の返答を聞くと、小林は眉尻を下げながら「だよなぁ」と相槌を漏らした。

「俺も中学の時に成長期が来て、膝が爆発するかと思った。こんなに痛いなら、足がもげた方がマシだって思ったぐらいだ」

　おどけるような小林の口調に、わずかに口元が緩んだ。淡く笑みを浮かべる凪を見て、小林が嬉しそうに表情を綻ほころばせる。

「そういえば、九条は甘いものが好きなんだよな？」

　唐突な問い掛けに、凪は軽く瞬いた。

「はぁ、まぁ好きです」

「人が作ったものはキモい系？」

　首を傾げる小林を見て、凪は思わず笑ってしまった。

「キモい系って何すか」

「いや、だって人の作ったものは食べられないって人もいるだろ？」

「そんなん言ったら、世の中の食い物は全部誰かが作ったもんじゃないですか」

「確かに、そうだけど」

「俺は、キモい系じゃないです」

　そう答えると、小林の顔にほっとした表情が滲んだ。

「じゃあ、お礼に菓子作ってきてもいいか？」

「は、菓子？」

「俺、菓子作りが趣味だから」

　予想外な言葉に、目がかっぴらいた。凪がマジマジと凝視していると、小林は萎縮したように肩をすぼめた。

「やっぱキモい系か？」

「……いや、キモいっつうか……意外だったんで」

　どちらかというと男らしい見た目をしている小林が菓子作りが趣味だなんて想像もしていなかった。

　小林が軽く肩を揺らして、困ったように笑う。

「よく言われる。なんていうか、昔から親に嫁入り修行的なことさせられてたから、その時からの趣味で」

　嫁入り修行、という言葉に、また顔が歪みそうになった。どこへの嫁入りのつもりだったのか、考えなくても解る。

　わずかに顰められた九条の顔を見て、小林が取り繕うように早口で続ける。

「いや、ごめん。お礼に手作りとか変だよな。なんか美味いものでも買ってくる――」

「クッキー」

　反射的に、小林の声を遮って呟いていた。目を丸くする小林を見つめて、凪はぼそぼそとした声で続けた。

「クッキーが食いたいです」

　言いながら、ひどい羞恥が込み上げてきて顔面が火照った。だから、なぜ自分はこんなにも小林を傷付けないよう気を遣っているのか、自分でも理解できない。

　凪の言葉を聞くと、小林は安堵したように肩から力を抜いた。

「じゃあ明日持ってくるから、昼にここに集合な」

　弾んだ小林の声を聞くと、胸の奥が妙にむず痒くなって息が詰まった。
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「身体をまっすぐ。正面からブレるな」

　真後ろから聞こえてくる硬い声に、矢をつがえた体勢のまま凪は身体を強張らせた。声の直後、背後から肩と腰を掴まれる。

「九条は矢を離す直前に、身体が左に傾く癖があるな。肩が内に巻いてるんだ。腰に力を入れて、胸をもっと開いて」

　軽く肩を引かれると、胸筋がぐぐっと開くのが解った。だが、それよりも肩と腰に触れる手のひらの方に意識が向かってしまう。

　凪の体勢を整えると、小林は数歩後ずさってから軽く頷いた。

「射うて」

　その声に、つがえていた矢を離す。弦が震える音の直後、矢が的の中心にまっすぐ突き刺さるのが見えた。

「的中！」

　嬉しそうに跳ねる小林の声が聞こえる。振り返ると、まるで自分のことのように目元を綻ほころばせる小林の表情が見えた。

「すごいな九条、上達早すぎないか？」

　褒め上手な小林の言葉に、かすかに皮膚がむず痒くなる。

「そりゃ、毎日練習見てもらってるんで」

　上達しなきゃおかしいだろ、とばかりに天の邪鬼な台詞がついて出てくる。だが、小林は気を悪くする様子もなく、にこやかな笑みを浮かべた。

「いや、九条は覚えがいいよ。姿勢も本当なら何百回も射って矯正しないといけないのに、数回教えただけで直しちゃうし、なんていうか順応性がすごく高いんだな」

　褒められることに慣れていないから、あまりの照れくささにうつむきそうになる。うつむいたまま「どうも……」と小声で呟くと、いきなり背中をバシンッと手のひらで叩かれた。

「ねーこーぜー」

　言いながら、じっとりとした眼差しで見つめられる。仕方なく背筋を伸ばすと、小林は満足そうに頷いた。

「よしよし、猫背になる頻度も下がってきたなぁ」

　まるっきり犬にするみたいに、わしゃわしゃと頭を撫でられる。子供をなだめるような態度に最初は苛立っていたが、頭を撫でられた回数が片手を越えた辺りからどうでも良くなった。今更ながらに解ったが、小林はパーソナルスペースが狭くて、スキンシップが好きらしい。凪とは正反対のタイプだ。

　弓道場の壁にかけられた時計を見上げて、小林が呟く。

「あ、昼休憩も残り三十分だな。今日はメープルフィナンシェ作ってきたんだけど食べるか？」

「食べます」

　即答した。やや食い気味な凪の返答に、小林がおかしそうに肩を揺らす。道具を片付けてから、二人そろって早足で校舎裏に向かう。

　校舎裏に着くと、木の下に手作りらしきベンチがぽつんと置かれているのが見えた。流石に弓道場で飲食はできないし、部室も汗臭いからということで、小林に連れてこられたのがここだった。

「もともとクマさんっていう用務員の人が使ってたみたいなんだけど、先月から産休に入ったから今は誰も使ってないんだ」

　だから穴場なんだ。と内緒話でもするみたいに小声で言って、小林は楽しげに笑った。

　クマさんという名前には聞き覚えがあった。確か、姉が在校中に「優しいクマさん」「可愛いクマさん」「お姫様抱っこしたいクマさん」と何度も話題に出していた名前だ。そのクマさんが産休に入ったということは、姉の恋は実らなかったらしい。あの聡明な姉でも手に入らないものがあるのかと思うと、妙に感慨深かった。

　ベンチに座ると、小林は自分の弁当箱を開いた。凪も持ってきた弁当を開いて、二人して黙々と弁当をかき込む。ものの十分も経たずに弁当箱を空っぽにすると、小林が横から透明フィルムで綺麗にパッキングされたフィナンシェを差し出してきた。

　表面がキツネ色に焼けたフィナンシェは、角もピシッと直角に尖っていて、まるで売り物のような出来映えだ。

「相変わらず、すごいですね」

　凪がぽつりと呟くと、小林は頬を綻ほころばせて言った。

「食べてくれる人がいると作り甲斐があるからなぁ」

　小林がフィナンシェの包みを剥ぐ様子を横目で見て、凪も透明フィルムを剥いでいった。途端、バターとメープルの柔らかな匂いがふわりと鼻先をくすぐる。

　一口かじると、口の中いっぱいに甘い味が広がった。表面はカリカリなのに、中がもっちりと柔らかいのが堪らない。

「美味いです」

　毎度ながらのシンプルな感想を口に出すと、小林は嬉しそうに目を細めた。

「そっか」

　照れ隠し半分の短い返答に、また胸の奥がムズつく。

　こうやって小林の菓子を食べるのも、もう七回目になる。結局あれから、毎日のように小林と一緒に昼休憩を過ごしていた。天宮に啖呵を切った手前というのもあったが、それ以上に小林の手作り菓子の美味さにあらがえなかった。

　初日に小林が持ってきたクッキーは、チョコレート、抹茶、ストロベリーと多種多様な味だったが、そのどれもがプロの洋菓子店に並んでいてもおかしくない味だった。最初は二、三個食って適当に感想を言おうと思っていたのに、結局ひとつのコメントも述べる余裕もなく大量のクッキーをがっついてしまった。

　黙々とクッキーを胃袋に収める凪の姿に、小林は唖然としつつも「明日も何か持ってこようか？」と訊ねてきた。その言葉に、凪は即座に頷いた。

　それから昼休憩の前半は弓道場で練習をして、残りの時間を校舎裏のベンチで昼飯を食べる流れになった。

　何というか、正直この流れはまずいと思う。菓子はめちゃくちゃ美味いが、小林と一緒の時間を過ごすことは非常にまずい。

　小林と一緒にいる時間が、決してイヤなわけではない。天宮のことさえ絡まなければ、小林はひたすら穏やかで親切な先輩だったし、スキンシップが多くても、決して凪がイヤがる距離までは近付いてはこなかった。凪が不愉快にならず、それでいて親しみを感じられるギリギリの距離を、小林はきちんと見極めているのだ。そういうところが大人というか、主将である所以ゆえんなのだろうかとも思う。

　だからこそ、小林との時間は非常に居心地が良い。二人でぼんやりと空を眺めていても、不思議と癒される。時々、小林が雲を眺めて「あの雲、犬みたいな形だなぁ」だとかアホっぽいことを言うのも可愛い――いや待て、可愛くない。可愛いとは思ってはいけない。小林を可愛いなんて思い出したら、自分がドツボにハマってしまう気がする。自ら大蛇の穴に飛び込むようなものだ。

　こうやって一緒に時間を過ごすことに意味はない。ただの時間稼ぎか、一時的な避難のようなものだ。この時間に意味を持たせてはいけない。

　それでなくとも、小林と共にいることによって、すでに凪の周りで問題は起こっているのだから。

「そういえば、志摩から何か言われてないか？」

　唐突な小林の問い掛けに、凪は反射的に口の中のフィナンシェを噴き出しそうになった。咽喉をぎこちなく動かして、フィナンシェを飲み込む。

「何ですか、いきなり」

「いや、別に……何となく」

　問い返すと、はぐらかすように小林が視線を逸らした。その横顔をじいっと凝視していると、根負けしたように小林が唇を開いた。

「昨日、志摩から言われたんだよ。何か九条に弱味でも握られてるのか、って……」

　気まずそうな小林の言葉に、凪は、あぁ、と小さく相槌を漏らした。やっぱりと言おうか、予想通りの志摩の行動だ。

「まぁ、言われてますけど、そんな大したことじゃないです」

　気の抜けた声で返す。

　実際、小林の言うとおり、志摩からは事あるごとに嫌味を吐かれていた。小林を天宮のもとから連れ出した翌日なんかは、朝一に「陰キャが何のつもりなんだよ」とドスのきいた声で問い詰められたほどだ。

「ベータが運命の番の邪魔してんじゃねぇよ」

「自分がコバ先輩に選ばれるとでも思ってんのか？」

「コバ先輩の優しさにつけ込むな、陰険根暗野郎」

　バリエーション豊かなようで、ひどくシンプルな罵倒の数々に、凪はただただ感心した。よくもまぁ口がなめらかに動くものだ。その滑舌の良さを、半分くらい分けて欲しいとすら思う。

　他にも色々とギャアギャア言っていたが、凪はそれらすべてを右から左に流して、ただ一言だけ返した。

「お前には関係ないだろうが」

　たぶんこういう突き放すような言い方が、余計に他人を怒らせるのだと自覚はしている。だが、詳しく説明すれば小林と天宮の関係性まで暴露することになるし、上手い具合に誤魔化すには凪は口下手過ぎた。結果、周りをシャットアウトするのが一番早いという結論に至るのだ。それが自分の悪癖だという自覚はあったが。

　志摩に何か言われているという凪の返答を聞くと、小林は泣き出しそうに顔を歪めた。

「ごめん、俺のせいで。志摩にはきちんと説明しておくから」

　小林の言葉に、凪はギョッと目を剥いた。

「説明するって、何を」

「九条は俺を助けてくれたんだって」

「そんなこと言ったら、生徒会長とのことがバレるんじゃないすか」

「バレてもいい。俺たちのことに関係ない九条に迷惑かける方が、ずっとイヤだ」

　関係ない、という一言を聞いた瞬間、針が刺さったように心臓が痛んだ。だが、それは間違いではない。元々凪は、小林と天宮との関わりには何の関係もない。

　覚悟を決めた小林の声音に、凪は慌てて上擦った声を返した。

「いやいや、俺は別にそんなに迷惑かかってないですから」

　元々志摩からは親の仇のごとく嫌われていたし、クラスではボッチだったのだから特段大きなダメージは負っていない。

「つか、志摩なんかにバレたらすぐに学校中に噂が広まるし、先輩だって生徒会長に何されるか解んねぇでしょう」

　運命だった二人が別れたなんて話が暴露されれば、小林が心ない噂話に晒されるのは間違いないだろう。何よりも周囲に気を遣わなくてもよくなる分、天宮の小林に対する態度がより酷薄になることは目に見えていた。

　そこまで考えて、また自分は小林のことを気遣っていると思って、胸の奥がもやもやした。なぜ、ただの部活の先輩でしかない小林のことを、こんなにも考えているのか。小林が天宮との関係をバラしたところで、凪には何の損もないはずなのに。

　胸のもやつきに凪が唇をつぐんだ瞬間、小林がふっと笑みを浮かべた。

「いっそバレちゃいたいのかもな」

　ぽつりと漏らされた言葉に、凪は大きく目を見開いた。諦念じみた笑みを浮かべたまま、小林が呟く。

「周りに迷惑かけるような関係なら、さっさとバレて終わらせた方がいい」

　そう呟く声音に、凪はごくりと唾を呑んだ。

「ヤケになんない方がいいと思いますよ」

　なだめるように声を掛けながら、そっと手を小林の肩へと伸ばす。だが、指先が肩に触れかけた瞬間、ハッと我に返った。なぜ自分は小林の肩を抱こうとしているのか。恋人でもあるまいし。

　慌てて手を引っ込めながら、凪は早口で続けた。

「俺は毎日美味い菓子を食えて、それで十分もとは取れてるんで」

　手元に残ったフィナンシェを口に放り込んで、何も気にしていないような口調で言う。その凪の様子に、小林は口元に弱々しい笑みを浮かべた。

「ごめんな、ありがとう九条」

　謝罪とお礼を言われて、また胸にもやっとした感覚が広がった。小林に謝罪もお礼も言って欲しくなかった。凪の行動を、家族から与えられる愛情のように当たり前のものとして受け取って欲しかった。その気持ちに、どう名前を付ければいいのかも解らず、もやもやばかりがいつまでも残り続ける。

　自身の手元に残ったフィナンシェを見つめながら、小林が呟く。

「菓子もさ、美味いって言ってくれて毎回すごく嬉しいんだ」

「……生徒会長は、美味いって言ってくれなかったんですか」

　胸のもやもやに任せて、思わず聞くべきではないことまで口に出ていた。凪の問い掛けに、うつむいたまま小林が空笑いを漏らす。

「一年前までは美味しいって言ってくれてたよ。だから、ずっと気付かなかった」

「気付かなかった？」

「蒼司が甘いものが嫌いだって」

　その言葉に、凪は目を丸くした。小林が笑みを浮かべたまま続ける。

「馬鹿だよな。こうなるまで何も考えずに、ずっと蒼司の嫌いなものを作り続けてたんだ。何でも美味しいって言って食べてくれるから、蒼司の好き嫌いなんて一度も考えたことがなかった。蒼司が何をして喜ぶだとか、何が嫌いだとか、そんなこと一度も考えなかった。俺が何を作っても、何をしても、蒼司は全部喜んでくれるって思い込んでた。結局、運命ってことに甘えてたんだ」

　雨のしずくが滴るような、ぽつぽつとした小林の独白を聞いて、凪は眉尻を曖昧に下げた。

　何となく運命に甘えていたのは天宮も一緒なのではないかと思った。甘いものが嫌いなのに、運命の相手が作るものだからすべて美味しいと答えていた。自分の好き嫌いすら教えなかった。それでは、運命というリングが外れた瞬間に駄目になるのも当然のように思う。

　小林はしばらく押し黙っていたが、不意に首を左右にぶんぶんと大きく振ると明るい声をあげた。

「ごめんな、またネガティブなこと言って。良くないな、こういうのは」

　小林は部活で見る時のような、溌剌とした表情を浮かべていた。

「志摩にも九条に何もしないように、上手い具合に説明しておくから。それに手もほとんど治ったし、来週には夏休みに入るからもう大丈夫。本当に色々ありがとうな」

　小林が右手をひらりと掲げる。その手のひらにはまだ薄っすらとカサブタが残っているが、傷口は完全に塞がっているようだった。

　わざとらしいぐらい明るい声を聞いた瞬間、小林が凪との繋がりを断ち切ろうとしていることに気付いた。自分の面倒ごととは関係がなかった頃の、ただの後輩の一人に戻そうとしているのだと。

　そう思った瞬間、不意に身体の奥底から怒りにも似た衝動が込み上げてきた。体内から噴き上がってきた衝動のままに、凪は小林の右腕を掴んでいた。

「九条？」

　右腕を掴まれた小林が、驚いたように目を丸くしている。その瞳をまっすぐ見据えたまま、凪は唇を開いた。

「――俺の好きなものは、甘いものです」

　唐突な凪の言葉に、小林がパチリと大きく目を瞬かせる。

「う、うん」

「嫌いなのは、苦い食べ物です。ブラックコーヒーとか、ピーマンとか」

　ピーマンと言った瞬間、小林がおかしそうに笑うのが見えた。問うようにじっと見つめていると、小林が、あぁ、と呟いて唇を開いた。

「俺は酸っぱいものが嫌いかな。酢豚に入ってるパイナップルとか結構苦手」

　小林が笑ったまま言う。その緩んだ表情を見て、ますます口が勝手に動いた。

「好きな色は、青です。青って言っても、スカイブルーみたいな鮮やかな色じゃなくて、藍色みたいな落ち着いた青で。それから、好きな映画は『インターステラー』っていうＳＦ映画で、もう十回ぐらい観てます」

　聞かれてもいないのに、自分は一体何をベラベラと喋っているのだろう。羞恥のあまり、手にじわりと汗が滲んで、目の焦点がぼやける。

　恥ずかしさで頭が爆発しそうになりながらも、唇が止まらない。今ここで喋るのを止めたら、小林が目の前から消えてしまう気がした。そうなれば、こうやって小林と会えることも二度となくなってしまう。

　だが、小林は凪の奇妙な言動を気にした様子もなく、ニコニコと朗らかに笑っている。

「あ、俺もその映画観たよ。ラストのシーンとかすげぇ泣いたなぁ」

　思い出すように小林が視線を宙に浮かべて、小さく頷く。その柔らかな表情を見つめたまま、凪はぽつりと呟いた。

「――それから、好きな花は桜です」

　唇から、無意識にそんな言葉が零れ落ちていた。顔をあげると、小林がふわりと柔らかく微笑んでいた。

「俺も好き」

　そう聞こえた瞬間、目の前がチカチカと火花でも散らしたみたいに瞬くのを感じた。心臓の鼓動が早くなって、全身が燃えるように熱くなる。桜の匂いがする。柔らかく全身を包み込む、甘い匂いが。

　駄目だ。絶対に駄目だ。これ以上、踏み込んではいけない。そう自分に言い聞かせる声が、頭の内側から聞こえる。

　小林は、オメガだ。たとえ天宮と別れたとしても、いつか別のアルファの番となる存在だ。ベータである自分とは、何があろうと一生結び付くことはない。

　目蓋の裏に、煌々と輝く赤信号が見える。これ以上は、進むな。立ち止まれ。絶対に何一つとして口に出すんじゃない、と。

　それなのに脳味噌の指令に逆らって、唇が勝手に動く。

「先輩、夏休みにヒマな日とかあったりしますか？」

「え、あぁ、うん」

「弓掛け買いに行くの付き合ってくれません？」








第二章　この人が欲しい




　古今東西、弟にとって姉というものは、ひどくお節介で容赦のない存在だ。これに関して異論は認めるが、反論は認めない。

「凪、その服はないわ」

　凪の部屋のベッドに腰掛けたまま、暴君の姉こと九条くじょう華はなが厳しい口調で言う。冷酷なダメ出しの言葉に、凪はグッと息を呑みつつ、鈍い声を漏らした。

「何が――」

「まず、そのダボダボのジーンズ。せっかく足が長いのに、全然足の形が出てなくてクソダサい。それから、そのＴシャツ。襟がだるだるに伸びてて清潔感がなくて最悪。最後にその腰に巻いてるチェックのシャツなに？　遠足に行く小学生のコスプレのつもり？」

　完全に言葉の暴力だ。大乱闘スマッシュブラザーズなら、一方的に叩きのめされた挙げ句に、場外に飛ばされてＫＯされるレベルのフルボッコだ。

　おごっ、うぐっ、とうめき声を漏らしそうになるのを堪えながら、凪はじっとりとした眼差しで華を見つめた。

「姉ちゃん、ちょっとは言葉選べよ……」

「選べったって仕方ないじゃない。あんたの私服ダサすぎ。まさか、まだお母さんに服買ってきてもらってるんじゃないでしょうね」

　また、グッとうめき声が漏れそうになった。その凪の反応を見て、華が呆れたように天を仰ぐ。

「もう高校生になったんだから、いい加減自分の服ぐらい自分で買いなさいよ」

「いちいち買いに行くのが面倒くさいんだよ……」

　身長も馬鹿みたいに伸びたから、自分のサイズに合う服を探すのも一苦労だった。服にこだわりもないのだから、母が量販店で買ってきてくれた３Ｌサイズのよく解らない柄のＴシャツで十分だ。

　不貞腐れたようにそっぽを向く凪を見て、華が力の抜けた声で呟く。

「お母さんが買った服を着てデートに行く奴がいる？」

「だから、デートじゃねぇし。部活の先輩と、出かけるだけだって」

　そもそもデートでもないのに、なぜこんなファッションチェックを受ける羽目になっているのかが理解できない。

　夏休みに入った華が、愛犬のロビンと一緒に留学先から帰国してきたのが昨日のことだ。久々に家族全員がそろった夕食時に、うっかり母に「明日出かけるから昼飯いらない」と口に出してしまったのが、そもそもの間違いだった。

　直後、華から「どこに？」「何をしに？」「誰と？」と矢継ぎ早に質問を浴びせられて、その結果小林と一緒に出かけることまでゲロさせられたのだ。

　そして、謎の使命感に駆られた華によって朝の七時に起こされ、こうやって容赦のない駄目出しを受けている。

　凪が否定を返すと、華はじっとりとした眼差しで見つめてきた。

「あんた、今まで家族以外の誰かと二人で出かけたことある？」

「……ねぇけど」

「凪から誘ったんでしょ？」

「そうだけど……」

「じゃあ、デートよ」

　どういうフローチャートを辿れば、そういう結論が出てくるのか。姉の脳味噌の摩訶不思議さに唇を半開きにしつつ、凪は半ば投げやりな口調で呟いた。

「つか、その人はオメガだし」

「だから？」

「いや、だから、俺はベータで――」

「だから何なの。そんなん関係ないじゃん」

　どこか怒ったような口調で華が言い放つ。その口調に凪が呆気に取られていると、華は眉を顰めたまま続けた。

「自分がこの人を世界で一番幸せにできるって思うなら進めばいい。それが自分じゃないって思うのなら引けばいい。それだけよ」

　オメガとかベータとか関係ない。そう言い聞かすように繰り返される言葉に、凪は曖昧に眉尻を下げた。

　ついでに言えば、そのオメガの彼には運命の番がいると言ったら、姉は何と言うのだろうか。それでも「そんなの関係ない」と言うのだろうか。

　凪が押し黙っていると、突然華は勢いをつけてベッドから立ち上がった。そのまま凪を押しのけて、華がクローゼットをごそごそと漁り出す。

「凪は元はいいんだから、服装はシンプルでいいのよ。オーバーサイズの白Ｔに、黒のスキニージーンズ。鞄は私のを貸してあげるから」

　クローゼットのどこから見つけてきたのか、見覚えのない白い半袖Ｔシャツと黒の細身のジーンズがぽいぽいと放り出される。それらを凪に着るように命じた後、華は一旦部屋から出ていった。

　凪が服を着替え終わるのと同時に、華が部屋に戻ってきた。すこし光沢のある素材のユニセックスな黒いメッセンジャーバッグを片手に持っている。

「はい、これ使って」

「……どうも」

　とりあえず逆らわずに、バッグを受け取る。鞄を斜めがけにして鏡の前に立つと、確かに最初の服装よりも断然あか抜けて見えた。

　鏡に映る凪を眺めて、華が軽く頷きつつも唇を開く。

「あとは髪ね」

「髪？」

　訝しげに繰り返すと、華がまた目を吊り上げた。

「まさか、そのボサボサ頭で行くつもりじゃないでしょうね」

　脅しかけるような華の口調にたじろぎつつ、凪は反射的に首を左右に振った。今ここで「その通りです」なんて答えたら、また言葉でタコ殴りにされるのが目に見えている。

　机の前にあったキャスター付きの椅子を移動させつつ、華が言い放つ。

「はい、座って」

　言われるがままに凪が腰を下ろすと、即座に髪の毛に手を差し込まれた。長ったらしい前髪を左右に分けられつつ、耳上の髪の毛をハーフアップにするように後頭部側へと引っ張られる。

「本気になったあんたに勝てる奴なんかいないんだから、全力で落としてきなさい」

　城攻めをする戦国武将のようなことを言う華に、凪は唖然としつつ小さな声で呟いた。

「だから、デートじゃねぇって……」
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　今日は、やたらと人に見られている気がする。

　待ち合わせ場所である駅構内に立ち尽くしたまま、全身に突き刺さってくる視線から逃れるように凪はうつむいた。イヤホンの音量をあげて、ヒソヒソと聞こえてくるかすかな声から意識を逸らす。

　スマホ画面に表示された時刻を見て、思わず舌打ちが漏れそうになる。小林との待ち合わせ時間まで、あと三十分以上ある。華に散々ファッションチェックをされた上に、軽く化粧まで施されそうになって、一時間も早く家を飛び出してしまったせいだ。

　昼時のせいか人通りも多く、駅構内には蒸し暑い空気が満ちていた。壁に背をもたれたまま、額に滲んだ汗を拭おうと顔を上げると、こちらを見ていた女性二人組と視線が合った。二人とも似たような茶髪の巻き髪をしていて、色違いの膝丈ワンピースを着ている。

　凪と視線が合うと、イヤホン越しにも女性二人のキャアッという甲高い悲鳴が聞こえてきた。その声に、慌てて視線を伏せる。

　殺人ビームを出しているわけじゃあるまいし、何も目が合ったぐらいで悲鳴をあげなくてもいいじゃないか。そんなに自分の顔からは、陰気を通り越して変質者っぽさでも滲み出ているのか？　だから、髪型なんて変えるべきじゃなかったんだ。そもそも、なぜ部活の先輩に会うだけなのに、自分はこんな張り切った格好をしてしまったのか。

　ぐずぐずと後悔ばかりがわき上がってくる。ハーフアップにした髪の毛を崩そうと片手を伸ばした時、うつむいていた視線の端に、茶色い革靴が映った。

　小林かと思って顔を上げるが、目の前に立っていたのはスーツ姿の見知らぬ男性だった。三十代後半ぐらいで、テカテカとした髪の毛を後ろに撫で付けている。若作りな見た目や色黒な肌といい、すこし歳のいったホストといった印象だった。

「こんにちは。待ち合わせ中かな？」

　イヤホンを突き抜けて、張りのある声が聞こえてくる。凪は片耳からイヤホンを引き抜きながら、顔を顰めて訊ねた。

「はい？　何ですか？」

「待ち合わせ中？」

「そうですけど……」

「彼女と？」

「はぁ？」

　何なんだこいつは、と怪訝な眼差しを向けると、男は軽く両手をあげて首を左右に振った。

「怪しい者じゃないよ。こういう者です」

　男が胸ポケットから名刺入れを取り出して、一枚差し出してくる。受け取らず、視線だけを名刺に落とす。名刺には、見知らぬ会社名と部長という役職が書いてあった。

「うち以外からも声が掛かってると思うけど、もうどこかの事務所に所属してる？　まだ雑誌では顔見たことがないんだけど」

「は？　事務所？　雑誌？」

　まったく話が掴めず、凪は訝しげな声を返した。盛大に眉根を寄せる凪を見ると、男は一瞬目を丸くした後、その顔面に喜色を浮かべた。

「もしかして、まだどこにも所属してない？　あぁ、うちの事務所なんだけど、木崎麗未とか谷オルカって知ってる？　あの子たちが所属してる事務所で、男性モデルも今募集しててね」

　ほとんどテレビを見ない凪でも、木崎麗未や谷オルカという名前は知っていた。最近売り出し中のアイドルや女優のはずだ。だが、有名人の名前が出てきた驚きよりも、男性モデルという一言に唇がぽかんと半開きになった。

「は？　モデル？」

「そうそう。きみ身長何センチあるの？　これだけ高かったら、ブランドモデルもいけそうだな。骨格もしっかりしてるし、手足も長くて理想的な体格だ。いいね、いいね」

　凪を置いてきぼりにして、男が浮き立ったように弾んだ声をあげる。凪が唖然と突っ立っていると、ふと男が好奇心に満ちた声で訊ねてきた。

「もしかして、きみはアルファなのかな？」

　アルファと言われた瞬間、不意に皮膚がひやりと凍えるような感覚を覚えた。わずかに奥歯を噛み締めて、凪は唸るような声を漏らした。

「そんなん他人に教えるバカがいますか」

　バース性なんてプライベートなことを初対面の相手に教えるわけがないだろう、とばかりに言い放つ。凪の怒りに気付いたのか、男はなだめるように猫撫で声を漏らした。

「ごめんごめん。とにかく、もし良ければきみの連絡先を教えて欲しくてね」

「急いでるんで失礼します」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　投げやりに言い捨てて立ち去ろうとした時、男に右腕をグッと掴まれた。その感触に、一瞬脳天に血が昇りそうになる。まるで熱気のように苛立ちが毛穴から噴き出してくる感覚に、目尻が鋭く吊り上がった。

　キツく睨み付けた瞬間、男が息を呑むのが見えた。男の手を一息に振り払おうとするが、それよりも早く、凪の左肩を柔らかく掴む手のひらを感じた。

「九条、ごめん。お待たせ」

　視線を向けると、すこし息を切らした小林の姿が視界に映った。シンプルなネイビーのＴシャツに、淡めの色のジーンズを履いている。そういえば、小林の私服を見るのは初めてだ。

　小林の姿を見た途端、身体の奥で渦巻いていた苛立ちが、音を立てて抜けていくのを感じた。

「先輩」

「待たせて悪かったな。お詫びに何かおごるから。ほら、早く行こう」

　まるで恋人のように、小林が凪の左腕をぐいぐいと引っ張ってくる。凪がつられて歩き出すのと同時に、小林が男へと向かって軽く頭を下げているのが視界の端に見えた。見知らぬ人にも、フォローというか気遣いができている人だなと改めて思う。途端、諦めたように男の手が凪の右腕から離れていった。

　人通りの多い駅構内から出るなり、小林が、ふわーっ、と大きく息を吐き出した。

「九条すごいなー。あれスカウトじゃん」

　ビックリしたような口調で、小林が言う。その言葉に、凪の方が目を丸くした。

「は？　あ、スカウトなんすか？」

「え、スカウトだろ？　モデルとか言ってたし」

　違うのか？　とばかりに小林が首を緩く傾げる。凪が呆然と突っ立っていると、小林はまじまじと凪の姿を見て、小さく笑った。

「今日の九条、なんかすごいシュッとしてるなぁ」

　単純な褒め言葉に、顔面が熱くなるのを感じた。やたらと張り切った自分を見透かされているようで、堪らなくなる。

　だが、羞恥心に悶える凪に気付く様子もなく、小林は楽しげに言葉を続けた。

「髪型もいつもと違うし、服もシンプルなのにセンスいいなぁ。普段制服か弓道着しか見てないから、なんか新鮮な気がする」

　重ねられる言葉に、ますます体内に熱が溜まっていく。小林の顔を直視することもできずうつむいたままでいると、不意に小林が焦った声を漏らした。

「というか、困ってそうだから声かけちゃったけど良かったか？　モデルの話聞かなくて大丈夫だった？」

　申し訳なさそうに眉尻を下げる小林を見て、凪は慌てて声を返した。

「いや、モデルとか興味ないですし……つか、あれもドッキリ的なやつじゃないんですか」

　今まで陰キャの名を欲しいままにしてきた自分が、髪型と服装を変えたぐらいでモデル扱いされるだなんて信じられるわけがない。眼鏡を外した瞬間に美少女になるなんて漫画設定じゃあるまいし。

　顔を顰める凪を見て、小林はふっと口元を綻ほころばせた。

「九条って、変なところで弱気だよな。もっと自分に自信を持てばいいのに」

「……自信、ですか」

「そう、自信」

　どこか不可解そうに首を傾げた凪の反応を見て、小林がプッと小さく噴き出す。だが、その直後、小林にバシッと背中を叩かれた。その衝撃で、いつの間にか丸まっていた背中がまっすぐ伸びた。

「ねーこーぜー」

　いつもと同じ言い方だ。その口調に凪が強張っていた口元を緩ませると、小林も楽しげに笑った。

「九条はすごい奴なんだからさ、自信を持ったら最強だよ」

「最強ですか」

「うん、最強」

　何でそんなことが小林に解るのかとツッコミたい気持ちがありつつも、二人して小学生みたいなことを言い合ってるなと思うと、妙におかしくて笑えた。凪が小さく笑い声を漏らすと、小林も嬉しそうに目を細める。

　微笑む小林を見ていると、パッと目の奥に光が散ったような気がした。何かとても綺麗で柔らかで温かいものを胸に抱いているような、そんな幸福感が全身に満ちていく。

　だが、その感覚をどう表現すればいいのか解らず、凪は茶化すように言った。

「先輩って、たまに怪しい占い師みたいなこと言いますよね」

「そういうお前は一言多いなぁ」

　小林が凪の肘を軽く小突いてくる。だが、その仕草すら親しみが篭もっているようで、胸の奥が喜びに跳ねた。

　その後は、小林の行きつけだというスポーツ用品店へと向かった。店内には、所狭しとスポーツ用具が並べられており、乾いた革のような匂いが漂っている。

　優しげな老年男性の店主に「大ちゃんが蒼くん以外と来るのは珍しいねぇ」と声を掛けられて、小林は「蒼司も最近忙しいから」と曖昧に笑って誤魔化していた。

　店主に親指の長さをメジャーで測られている凪を見て、小林は「本当に九条の手でかいな。俺の手の一回りぐらいあるんじゃないか」と言いながら、軽率に手にベタベタと触ってきたりした。その度に、凪は言いようのない激しい動悸と眩暈に襲われて、天井を仰ぐ羽目になった。

　結局いくつか試着をしたが、凪の手が大きすぎて店にある弓掛けではサイズが合わないという結論に至り、一番大きいものを取り寄せてもらうことになった。

　一通り用具を見てから店を出ると、小林が何気ない口調で訊ねてきた。

「買い物は終わったけど、九条は他にどこか行きたいところとかあるか？　それとも用事があるなら、もう帰る？」

　小林の問い掛けに、凪はグッと言葉に詰まった。だが、このまま小林と別れてしまうのは、あまりにも勿体ない――勿体ない？

　そう考えてしまったことに、凪はひどく動揺した。自分が一秒でも長く小林と一緒にいたいと考えていることが妙に後ろめたかった。彼氏のいる彼女を連れ回しているような罪悪感もある。小林と天宮は完全に別れているわけでもないのだから、その罪悪感もあながち間違いではないのかもしれない。だが、このまま小林と離れたくはなかった。

「……先輩、腹減ってないすか」

　ぽつりと問い掛けると、小林は大きく瞬いた後に、ニカッと笑顔を浮かべた。

「なんか飯食いに行くか」

　小林がそう言い出してくれたことに、どうしてだか無性にほっとしてしまった。

　結局その後、駅前のビル二階にあるカフェに入った。珍しく全席個室になっているカフェなのか、窓に面した小さな部屋に通される。

「個室になってるって珍しいすね」

「あぁ、うん。二人きりの方がいいかと思って」

　妙に思わせぶりな台詞に、凪は軽く咽喉を上下させた。だが、小林は平然とした様子でメニュー表を開きながら続けた。

「九条、あんまり人から見られるの好きじゃないだろ」

　その言葉に、ガッカリとしたようなほっとしたような心地が同時に込み上げてきた。何だ、二人きりになりたいという意味ではなかったのか。というか、相変わらず小林はさりげなく人を気遣うのが上手い。

「俺が人から見られるの嫌いって解るんですか」

「そりゃ解るよ。だって、女の子にキャアキャア騒がれてる時、マリアナ海溝レベルで眉間に皺ができてたし」

　小林が誇張するように自身の眉間を人差し指をグリグリと押さえる。その冗談めかすような仕草を眺めながら、ここに来るまでの間の騒ぎを思い出して、また眉間に深く皺が浮かび上がった。

　表通りを歩いている間に、スカウトマンには二度引っかかり、逆ナンパは三回された。その度に不機嫌そうに黙り込む凪の代わりに、小林が適当な言い訳を言ってくれたおかげで逃げられたのだ。

　だが、直接声を掛けてくるならまだマシで、無許可で写真を撮る奴まで現れる始末だった。流石に腹が立って「おいっ」と声を掛けると、途端「キャアアァ！」と甲高い声で叫ばれたのだ。結局その時は小林が「個人情報だから写真は消してなー」と声を掛けて足早に立ち去ったのだが、勝手に見世物にされたような不快感は中々消えなかった。

　歩いたのはたかだか三十分程度だというのに、一日中歩き続けたような疲労感がある。

　うんざりとした表情を浮かべる凪をちらと眺めてから、小林がメニュー表を差し出してくる。

「俺オムライス頼むけど九条は？」

　その声に、凪は差し出されたメニュー表へと視線を落とした。

「俺はハンバーグで。飯は大盛りで」

「デザートは？　ここチーズケーキが美味いんだ」

「つけます」

　即答した凪に、小林はおかしそうに声をあげて笑った。そのまま席に備え付けられたピンポンを鳴らして、やってきた店員へとテキパキと注文する。

　店員が去ると、小林は窓から道路を行き交う人の姿を眺めたまま呟いた。

「どうして、人から見られるのがイヤなんだ？」

　何てことない口調で訊ねられた一言に、凪は軽く目を瞬かせた。その言葉を聞いた瞬間、不意に過去の忌々しい記憶が這い上がってきて、ぞわりと臓腑が戦慄くような感覚を覚える。

「他人に勝手に期待されて、勝手に失望されるのがイヤだからです」

　そんな言葉が唇から勝手に零れ落ちていた。窓から眼下を見下ろしていた小林がちらりと凪へと視線を投げる。

「勝手に期待されて、勝手に失望されたのか？」

「まぁ……」

「誰に？」

　深く切り込んでくる小林の問い掛けに、凪はかすかに咽喉を上下させた。それでも、まっすぐこちらを見つめてくる小林の眼差しを見ていると、曖昧に誤魔化すことはできなかった。

「……想像できないかもしれないですけど、俺、小学生の頃はめちゃくちゃ明るかったんですよ」

　その凪の切り出しに、小林が目をパチパチと大きく瞬かせる。

「うん、それは想像できないな」

「正直すぎないですか」

「ごめん」

　軽いやり取りに、強張っていた肩からわずかに力が抜けた。そのまま、あえて淡々とした口調で続ける。

「学年で一番足も速かったし、頭も良かったし、ぶっちゃけクラスで一番の人気者でした」

　ぶっちゃけすぎな凪の言葉に、小林が肩を揺らして笑う。その様子を眺めながら、凪は言葉を続けた。

「それに俺の姉は『生きた伝説』みたいな九条華でしたから。姉がアルファだっていうのは、ほとんど公然の事実でしたし、きっと弟の俺もアルファなんだろうって思われてたんだと思います」

　言い終わった瞬間、小林の笑いがピタリと止まった。小林が真剣な眼差しで、凪を見据えている。その目を見つめたまま、凪は唇を開いた。

「だから、俺がベータだと解った瞬間に、ほとんどの奴が離れていった」

　はぁ、と小さく息が漏れる。

「それまで散々周りからアルファだろうってもてはやされてたから、バース検査の報告書にベータって書かれてるのを見て、一気に血の気が下がりました。なんつうか、ベータなのがショックだったっていうよりも、アルファじゃなかったのがショックだったって感じです」

　小学六年生の二学期のことだった。その時、自分の頭の中でぐるぐると回っていたのは『どうしよう』というたった一言だ。

「検査の結果なんて他人に言う必要もないから黙っておこうと思ったんですけど、それまで俺をヒイキしまくってた担任の教師が言いやがったんですよ。『お前はお姉さんと違ってベータだったが、負けないように頑張ろうなっ』って、クラスメイト全員の前で。その瞬間に、一斉にクラス中の視線が俺に集まったんです。ぽかんとした表情が、すぐに同情と嘲笑混じりのニタニタした顔に変わって」

　三日月型をした何十個もの目を向けられて、自分の身体が一気に硬直したことを思い出す。

『えー、凪くん、ベータだったんだぁ。お姉ちゃんと違うんだねー』

　半笑いで言い放たれたその言葉が、今でも耳にこびり付いている。あの瞬間の、今までいた世界が一瞬で見知らぬ世界に変わるような気味の悪さは、何年経っても忘れられない。

「で、運悪くクラスにアルファだって判定を受けた奴がいて、クラスの人気者の座は一瞬でそいつのもんになりました。しかも、そいつが俺のことを『アルファもどき』なんて呼び出したから、俺をからかうのが一時期クラスのブームみたいになった時があって……」

　今思うと、あれはイジメの類だったのだろうか。少なくとも自分はひどく不愉快だったし、泣きたいくらいイヤだった。『アルファもどき』なんて呼ばれる度に、別にアルファになりたかった訳じゃない！　と喚き返してやりたかった。勝手に期待して、勝手に裏切ったのはお前たちの方じゃないかと。

　小学校卒業までの半年の間、凪は自宅ではいつもと変わらないように振る舞った。だが、母だけは凪の変化に気付いたのか「ひとりで無理に耐えなくてもいい」と声を掛けてくれた。それに対して、凪は「別に何でもない」とだけ答えた。こんなの人生のうちたった一瞬の我慢なのだから、と。それでも、その半年間の出来事は、凪の人格を大きく歪ませた。

　髪の毛を伸ばして顔を隠すようになったのは、そこからだ。運動も勉強もほどほどに、決して目立たないように、他人に期待されないように振る舞うようになっていった。

「だから、人から見られるのは嫌いっつーか……まぁ、くだらない話ですけど」

　そう投げやりに締め括るのは、こんな記憶にいつまでも縛られている方がくだらないと自分自身で解っているからだ。

　湿っぽい話をしてしまった気まずさに、視線を窓の方へと向ける。その直後、目の前から声が聞こえてきた。

「本当にくだらないな」

　顔を正面へと向けると、不機嫌そうに眉を寄せた小林が見えた。その表情に、ひやりと皮膚が凍える。つまらない話をしてしまったと後悔にうつむきそうになった時、小林が再び唇を開いた。

「アルファとかベータとか、そんなので態度を変える奴らはくだらないよ」

　怒りが滲んだ小林の台詞に、凪は大きく目を瞬かせた。

「九条は、俺を助けてくれた。優しくて、強くて、格好良い奴だよ。九条の中身を見ずに、バース性だけで判断するなんてバカだ」

　珍しく攻撃的な口調で、小林が言い放つ。その口調に目を見張りながらも、凪は咄嗟に問い掛けていた。

「先輩は、俺のこと格好良いって思ってくれてるんですか？」

　口に出してから、自分でも間抜け丸出しな台詞だと思った。凪のために怒ってくれている小林に対して、あまりにも欲望に忠実というか一直線すぎる質問だ。

　小林はパチリと大きく瞬いてから、不意に大きく噴き出した。

「はっ、ははっ！　今それ聞くかぁ？」

　楽しげな小林の笑い声に、一瞬で顔面に熱が溜まっていく。あまりの居たたまれなさに凪がうつむいた瞬間、柔らかな声が聞こえてきた。

「九条は格好良いよ」

　顔をあげると、ふわりと微笑む小林の表情が見えた。柔らかく垂れ下がった眉と、かすかに上がった口角、すこし茶色がかった瞳に光が射し込んでキラキラと輝いていた。その表情に、凪は一瞬息を呑んだ。

　小林が笑みを浮かべたまま、のんびりとした口調で続ける。

「それに期待されるのだって、考え方を変えれば悪いものでもない。だって、期待は『あなたを信じてる』ってことなんだから」

「信じてる？」

「そう。信じるのは悪いことじゃない。悪いのは、バース性で人を判断することだ」

　その言葉に、胸の奥で長年くすぶっていたものが静かに霧散していくような感覚を覚えた。ずっと前髪で覆い隠してきた視界が、パァッと明るく開けたような気がして、凪はパチパチと数度大きく瞬いた。

「先輩って……なんかすごいっすね」

「なんかすごいって、何だよ」

「なんか……とにかくすごいです」

　上手く気持ちを言葉にすることができず、安直な褒め言葉を繰り返す凪に、小林がおかしそうに笑い声をあげる。

　その時、個室のドアを開いて、店員が料理を運んできた。

「あぁ、美味しそうだな」

　湯気を立てるオムライスを見て、小林が弾んだ声で言う。両手を合わせて「いただきます」と言う小林の姿から、どうしてだか凪は目が逸らせなかった。










　取り留めもなく話をしている内に、いつの間にかチーズケーキまでしっかりと平らげていた。店のお代は散々押し問答した挙げ句に、小林が強行で支払ってしまった。

「九条にはたくさん助けてもらってるんだから、これぐらいは奢らせて欲しいんだよ。というか俺の方が先輩なんだから、たまには格好良いところ見させてくれよ」

　冗談めかすように小林は言うが、何だか妙に悔しかった。店を出ながら、ぼそっと小さな声で呟く。

「……今度は、俺に払わせてください」

「今度？」

　不思議そうな小林の声に、自分の言った台詞を思い返して一気に頬が熱くなった。『今度』だなんて、また小林と遊びに行くのを期待しているような台詞だ。

「もしっ、また出掛ける機会があれば」

　羞恥のあまり、声が裏返ってしまう。素っ頓狂な凪の声を聞いて、小林は軽く瞬いた後、ニカッと笑みを浮かべた。

「そうだな、次は映画とか観に行こうぜ。俺、来週公開の新作で観たいやつあってさ」

　ビルを出たところで立ち止まって、小林が尻ポケットからスマホを取り出す。

「これ面白そうじゃないか？」

　そう言って、小林がスマホを差し出してくる。ビルの壁際に寄って、来週公開だという映画のページを眺める。

「これ俺も観たかったやつです」

「本当か？　この監督の作品、やたらと爆発が多くて好きなんだよな」

「爆発系が好きなんすか？」

「うん。なんか爆発するのってスカッとするじゃん」

　同級生に対するような、砕けた小林の口調が嬉しかった。何だか以前よりも心を許してくれている気がする。

　奇妙な心臓のむずがゆさに口元を緩めていると、ふと小林のスマホにつけられたストラップが視界に入った。今時ストラップを付けているなんて珍しいな、と思って眺めた瞬間、思わず凪は声をあげていた。

「そのストラップ」

　そう口に出してしまったのは、そのストラップに見覚えがあったからだ。

　朱色の根付紐からぶら下がっているのは、直径二センチ程度の黄色い犬の粘土細工だった。色付けにもムラがあるし、絵の具で描かれた顔はどこかブチャッとへちゃむくれている。愛嬌があるといえば聞こえはいいが、明らかに子供の手作り感が満載なものだ。

　小林がストラップを手に取って嬉しそうに笑う。

「あ、これ覚えてるのか？」

　そのストラップのことは覚えている。小学生の頃、家族旅行の際に手作り工房に参加して、飼い犬であるクックを模して作ったストラップだ。全然納得のいく出来ではなかったが、記念なんだからと姉に無理やり携帯電話につけられたことを思い出す。

　いつの間にか無くなっているなとは思っていたが、なぜそのストラップを小林が持っているのか。

　凪がまじまじとストラップを見ていると、小林が弾んだ声で続けた。

「この間気付いたけど、これクック君だったんだな」

　ずっとクマかなって思ってた、などと失礼なことを言いながら、小林が粘土細工を指先でつつく。その仕草を眺めながら、凪は軽く首を傾げた。

「なんで、それを先輩が持ってるんすか？」

　訊ねると、小林は驚いたように目を大きく開いた。

「初めて会った時に九条がくれたんじゃん」

「俺が？」

「そうだよ」

「なんか、あんま覚えてないです」

　初めて会った時ということは、おそらく姉の卒業式の日だろう。だが、いくら思い返してもストラップを小林に渡したという記憶は思い出せなかった。

　凪が困惑気味に答えると、小林は首を傾げながら唇を開いた。

「俺がそろそろ試合が近くて勝てるか不安だっていう話をしてたら、九条が『お守りだ』って言って渡してくれたんだよ。『肌身離さず持ってたら守ってくれるから』って。最初渡された時は、ストラップがお守り？　って思ったけど、実際試合には勝てたから効力あったのかもな」

　はは、と小林が笑い声をあげる。だが、ふと笑い声を止めると不安げな声で訊ねてきた。

「もしかして、返した方がいいか？」

「いや、邪魔じゃないなら先輩が持っててください」

　凪の言葉に、小林がほっとしたように顔を緩める。

「良かったー。これ持ってるとなんか安心するんだよなぁ」

　本当に効力あるのかも、と長閑のどかな口調で言いながら、小林が指先でストラップを撫でる。その仕草が何とも幼く見えて、凪の口元まで緩んだ。

　不意に、小林が「あ」と思い出したように呟いた。

「なぁ、もうすこし時間あるか？」

「はい、大丈夫ですけど」

「じゃあ、ちょっとスニーカー見るの付き合ってくれないか？　今のがボロボロになってきたから新しいのが欲しいんだよ」

　九条、センス良さそうだし。と小林が笑いながら続ける。今日のファッションすら姉に選んでもらっているような自分にセンスがあるかは不安なところだが、小林と一緒にいれる時間が延びるのは素直に嬉しかった。

　凪が頷くのを見て、小林が目の前の大型複合ビルを指さす。

「じゃあ、最初はあそこに――」

　視線をビルの方へと向けた瞬間、小林の身体が凍り付くのが見えた。唇を半開きにしたまま、小林がまっすぐ何かを凝視している。その視線の方を見やった途端、凪の身体も強張った。

　ビルの前に設置された噴水の縁に腰掛けて、寄り添う男女の姿が見える。

　女性の方は、ストレートの黒髪を背中まで伸ばしており、ぱっちりとした大きな二重をしていた。いかにも清楚そうなノースリーブの白いワンピースを着て、男の二の腕にぎゅうっと細い両腕を絡ませている。

　男性の方は、見覚えがあった。変装のつもりなのか、サングラスをかけて髪の毛も遊ばせているが、あれは天宮だ。

　天宮と女性は、一つのカフェオレを仲睦まじそうに互いに飲ませ合ったりしている。あの女性が、以前小林が言っていた『天宮と付き合っている人』なのだろうか。

　それにしても、運命の番がいると学校で公言しているにも関わらず、こんな人通りの多い場所でよく堂々とイチャ付けるものだ。たとえ誰かに見られたとしてもシラを切れる自信があるのか。それとも、天宮自身ももう誰にバレてもいいと思っているのか。

　真横へと視線を向けると、小林は瞬きもせずに天宮と女性の姿を見つめていた。

「……先輩」

　小声で呼びかけると、小林は錆び付いた機械のような動きで凪を見やった。その口元に、ぎこちない笑みが滲む。

「あ……悪い、大丈夫だ」

　また『大丈夫』だ。この人は大丈夫じゃない時に、いつも大丈夫と言っている。

　小林は恐ろしいものでも見たかのように、視線を足元へと素早く落とすと、空笑い混じりの声で呟いた。

「なんか、変な感じになってごめんな。別のところから先に見ようか」

　小林がビルを指さしていた手をゆっくりと下ろす。だが、その指先が小刻みに震えているのが見えて、不意に堪らなくなった。目の奥が熱くなって、呼吸ができなくなる。

　気が付いたら、小林の手をキツく握り締めていた。小林が驚いた表情で凪を見上げている。

「なんで、何も言わないんですか」

　吐き出した言葉に、小林が痛みを堪えるように目を細めるのが見えた。氷みたいに冷え切った手のひらを握ったまま続ける。

「辛いなら辛いって言えばいいし、泣きたいなら泣けばいいじゃないですか。あいつを殴りたいなら、いっそ一発ぶん殴っちまえばいい。なんで先輩は、大丈夫じゃないのにいつも大丈夫って言って誤魔化そうとするんですか」

　腹の奥は怒りで煮え滾っているのに、どうしてだか自分の口調は懇願しているようにも聞こえた。

　小林に辛いと言って欲しい。泣いて欲しい。もっと自分を頼って欲しい。そうすれば――そうすれば？

　わき上がってきた欲求に、ふと疑問符が浮かぶ。

　小林は目を大きく見開いた後、泣き出す直前のように唇を小さく震わせた。

「九条には、解らないよ……」

「どうしてですか」

「泣いたり喚いたりしても、もう好きな人の気持ちが自分には戻ってこないって、解ってるんだ……それどころか、余計に鬱陶しがられて、嫌われるだけだって……」

　掠れた声でそう漏らした後、小林は深くうつむいた。地面を見つめたまま、小林がか細い声で呟く。

「俺は……これ以上、蒼司に嫌われたくない……」

　その声が聞こえた瞬間、杭で刺されたかのように心臓が痛んだ。奥歯をキツく噛み締めて、込み上げてくる怒りと虚しさに耐える。

　あれだけひどい言葉を浴びせられて、痛め付けられて、それでも小林はまだ天宮のことが好きなのかと思うと、悔しくて堪らなかった。それだけ運命は強いということなのか。

「――俺じゃダメですか」

　唇から勝手に言葉が零れていた。唐突な言葉に、小林が目を丸くしているのが見える。だが、凪自身も自分自身が吐き出した言葉の意味を掴みかねていた。だが数秒後、その言葉の意味を理解した瞬間に、ようやく自分の心が解った。

　自分はこの人に惹かれていると。運命の番がいるオメガを、自分のものにしたいと願っていると。

　強いくせにひどく脆くて、他人のことを気にして謝ってばかりいるこの人を守ってあげたかった。辛い思いをしていたら、大丈夫だと抱き締めたかった。ただの後輩ではなく、大切な人として。

「俺の方が、先輩を――」

　幸せにできる。そう口に出そうとした途端、唇が凍り付いたように動かなくなった。

　バース性は関係ないとどれだけ口で言っても、小林はオメガで自分はベータだ。ベータでは、オメガの発情期に対応することができない。番であるアルファがいてこそ、オメガは安定した幸福な生活を送ることができるのだ。自分では、小林を幸せにすることができない。

　突然黙り込んだ凪を、小林が不思議そうに見上げている。その顔を見つめていると、愛おしさとやるせなさが同時に込み上げてきた。自分の方が大事にできると解っているのに、ただベータだというだけで目の前の人を抱き締める資格すらないのか。

　無意識に小林の手のひらを掴んでいた手に力が篭もる。途端、小林の指先がピクリと小さく跳ねた。

「……え？」

　小林が戸惑った声を漏らすのと同時に、その頬がぶわっと赤く染まるのが見えた。冷たかった小林の指先が一気に熱くなって、その目がとろけるように潤んでいく。

「な……なんで……」

　小林が掠れた声を漏らす。

「先輩？」

　声を掛けた瞬間、小林がバッと凪の顔を見つめた。何か恐ろしいものでも見たかのような、ひどく怯えた表情だ。

　その直後、掴んでいた手を強引にふりほどかれた。小林がぶるぶると震える手で額を押さえながら、ゆっくりと後ずさる。

「ご、ごめん……俺、帰る……」

　上擦った声で言い残すと、小林は即座に踵きびすを返して足早に歩き出した。だが、その足取りもどこか覚束なく、ふらふらと左右にぶれている。

「先輩、どうしたんですか」

　小走りで追い掛けて、背後から二の腕を掴む。途端、小林が泣き出しそうな表情で振り返った。その顔は茹だったように真っ赤に染まっている。

「お、おれ、おかしい」

「体調悪いんですか？」

「ちがう……ちがう……」

　混乱した子供のように同じ言葉を繰り返して、小林が首を左右に打ち振る。その潤んだ瞳と目が合った瞬間、不意にぶわっと鼻腔に噎せ返るような桜の匂いが潜り込んできた。以前嗅いだ時とは比べものにならないくらい濃い、脳味噌まで沁み込んでくる甘く惑わせる香りだ。

　その匂いを感じた瞬間、凪は呟いていた。

「……ヒート？」

　凪の言葉に、小林が更に顔を赤くした。耳朶にまで燃えるような真紅色が滲んでいる。

　掴んだ二の腕から、小林の皮膚がしっとりと柔らかく湿っているのを感じる。その湿り気を感じて、咽喉が無意識に上下するのを感じた。まるで自分が腹を空かせた肉食獣になったような気分だ。目の前には、真っ赤な血を滴らせた肉が捧げられている。

　いつの間にかカラカラに乾いていた唇を動かして、凪はぎこちない声を漏らした。

「先輩、抑制剤は？」

「財布に……」

　小林が尻ポケットから財布を取り出す。だが、震える指先で財布の中を探っていた小林は、すぐさま愕然とした声を漏らした。

「なっ、なんで……ない……」

　信じられないように、小林が財布を執拗に探る。だが、薬が見つかる気配はない。

「どっかドラッグストアとかで売ってないんですか。俺、買ってきます」

　急いた声で訊ねると、小林はうつむきがちに首を左右に振った。その額に、じわりと脂汗が滲んでいるのが見える。

「じゃあ、すぐタクシー呼んでくるんで、待って――」

　そこまで言った時、不意に小林の膝がガクリと折れた。両腕を垂れ下げたまま、ぺたりと地面に座り込んでいる。

　慌てて片膝を落として、小林の顔を覗き込む。

「だ、大丈夫ですか」

　問い掛けると、小林は熱に浮かされたような眼差しで凪を見やった。その溶けた眼差しに、鼓動が大きく跳ね上がる。片手で自身の胸倉を鷲掴んで凪がよこしまな考えを抑えていると、小林が荒い息混じりに呟いた。

「シェルター、に……」

「シェルター？」

「近くに、オメガ用の、緊急、シェルターあるから……連れて行って、ほしい……」

　地面にへたり込んだまま、小林がひどく鈍い動作でスマホを操作する。そうしてアプリで地図を示すと、そのまま無防備にスマホを凪に手渡してきた。地図を見ると、歩いて十分ぐらいの距離の場所だった。

「先輩、歩けますか？」

　手を差し出すと、小林が静かに手のひらを乗せてきた。指先まで真っ赤に染まっており、皮膚の内側で火がともっているように熱い。

　手のひらを握り締めて、ゆっくりと引っ張る。小林は立ち上がろうとするものの、膝に力が入らないのか中々立ち上がれないようだった。

「ぅ……ヴぅ……」

　立ち上がれないのが自分でももどかしいのか、小林がうつむいたままぐずる子供のような声を漏らす。

　ふと顔を上げると、何事かとばかりに立ち止まってこちらを眺める人影が見えた。大半は心配そうだったり好奇心からの視線だが、その中に食い入るように小林を凝視している目があった。二人組の男が、へたり込む小林を上から下へと舐め回すように見つめている。アルファがオメガを品定めする眼差しだ。

　それに気付いた瞬間、怒りで背筋がぶわりと波打つのを感じた。奥歯を砕きそうなほど強く噛み締めて、その視線へと向けて睨み返す。途端、慌てたように二人組の男は立ち去っていった。

　男たちが立ち去るのを見てから、小林へと声を掛ける。

「先輩、おぶるんで背中に乗ってください」

「……おれ……おもたい……」

「こういう時のために、俺は無駄にでかい図体してるんすよ」

　冗談めかすように言うと、小林は荒い息を吐き出しながら小さく肩を震わせた。すこしだけ笑ったらしい。

　凪は小林に背を向けて、促すように軽く肩を上下させた。

「ほら、早く」

　凪の声に、小林がのろのろと動く。背中に預けられた身体は、まるで溶けた熱の塊のようだった。ずっしりとした重みと一緒に、密着した背中に小林の汗と温度が染み込んでくる。

　近付いたことによって、より桜の匂いがキツくなった。もしかして、これが小林のフェロモンの匂いなのだろうか。だが、なぜ小林の匂いをベータである自分が感じ取れるのか。

　理解できない現象に困惑しつつも、両足に力を込めてゆっくりと立ち上がる。なるべく大股で、だが身体を揺らさないように気を付けて歩く。時々スマホで位置を確認しつつ、できる限り人の少ない道を進んでいくと、不意に耳元で掠れた声が聞こえた。

「ごめん……九条……」

「また謝るんですか」

「ごめん……」

　涙声で何度も謝られる。小林の顔が押し付けられた肩がかすかに濡れているのを感じる。嗚咽を押し殺すように震えている身体を感じると、どうしようもなく胸が苦しくなった。

「謝らないでください。俺にはもう謝らなくてもいいですから」

　そう言い聞かせるように呟くと、ようやく謝罪の声が止まった。その代わりに、小さくしゃくりあげる声が聞こえてきた。

　そのまま黙々と歩き続けると、地図の場所へとたどり着いた。そこは端から見ると、小さなビジネスホテルといった印象の三階建てビルだった。ビル内は無人で、一階に扉が三つ並んでいるのが見える。

「扉のとこ……パスいれたら、あくから……」

　肩越しに小林がスマホのアプリ画面を指さす。アプリ画面には数桁の数字が並んでいた。緑色のランプがついている扉のテンキーにパスコードを打ち込むと、カチャッと鍵が外れる音が聞こえる。

　室内にはベッドとサイドテーブルが置かれていた。壁に備え付けられた電話機のすぐ側には、『緊急時はご連絡ください』と緊急連絡先が記載された貼紙も見える。

　オートロック式なのか、部屋に入ると自動的に扉の鍵が閉まる音が背後から響いた。ベッドに小林を下ろして、スマホを手渡す。

「家の人とか呼ばなくていいですか？」

　問い掛けると、小林はベッドに横たわったまま首を左右に振った。まるで命綱みたいにスマホを両手で握り締めて、小林がか細い声を漏らす。

「薬……どこか、あるから……」

　室内を見渡すと、小さなキッチンに薬箱と備え付けの冷蔵庫が置かれているのが見えた。冷蔵庫から取り出したペットボトルと薬箱をベッドまで持ってきて、中に入っている薬をひとつずつ小林に差し出す。

「どれが抑制剤ですか？」

　ぼんやりとした表情の小林の前に、次々と薬をかざしていく。青色のシートの錠剤を見せると、小林が小さく頷いた。錠剤を手に出して、小林の口元へと近付ける。

「飲めます？」

　問い掛けると、小林が唇を薄く開いた。一瞬躊躇いつつも、唇の隙間へとそっと錠剤を摘んだ指を差し込む。指先に触れた小林の唇は、熱く湿っていた。

　錠剤を舌の上に置いて、今度はペットボトルを唇へと寄せると、小林は何も言わずに一口水を含んだ。唇の端から水を零しつつも、その咽喉がこくりと上下する。

「……ありが、と……」

　掠れた声でお礼を言われて、すこしだけほっと息が漏れた。

「薬って、どれくらいで効くんですか」

「たぶん……いちじかん、くらい……」

　そう答えながら、小林が荒い呼吸に胸を上下させている。額からは依然として脂汗が滲んでいた。この状態が後一時間も続くのかと思うと、こちらの方まで不安になる。

　小林は意識が朦朧としているのか、目を閉じたまま赤ん坊のように身体を丸めてベッドに横たわっていた。せめて汗だけでも拭おうかと、サイドテーブルに置いてあったタオルを手に取る。額から首筋へとそっとタオルを滑らせた瞬間、小林がか細い声を漏らした。

「ッ、ぁ……」

　明らかに艶を含んだ声に、咄嗟にビクッと手が跳ねた。同時に、小林の手からスマホが床へと滑り落ちる。慌てて小林のスマホを拾い上げようとした瞬間、凪の身体は凍り付いた。

　スマホのロック画面に映っていたのは、天宮と小林のツーショット写真だ。おそらく仲違いする前なのだろう。ぴったりと身体を寄せ合っており、天宮の唇は小林のコメカミへと押し当てられていた。小林は、心底幸せそうに微笑んでいる。

　その写真を見た途端、全身の血の気が一気に下がっていくのを感じた。今ここにいるべきなのは自分ではない。小林は凪を求めているのではない。ヒートになったオメガに必要なのは、番のアルファだけだ。

　そう解った瞬間、凪は立ち上がっていた。

「先輩、待っててください」

　小林が虚ろな眼差しで、凪を見上げてくる。その眼差しを見返して、凪は淡々と声を漏らした。

「大丈夫です。すぐに生徒会長呼んできますから」

　そう言い放つなり、凪は小林の返事も聞かずに部屋を飛び出した。元来た道を一心不乱に駆けていく。

　頭の中がめちゃくちゃだった。天宮なんか呼びたくもない。どうして、好きな人を他の男に差し出すような真似をしなくてはいけないのか。自分の方が絶対に大事にできる。優しくできる。そう解っているのに――それでも、今の小林に必要なのは自分ではなく天宮だと解るから、どうしようもなかった。

　人を好きになったはずなのに、何も楽しくない。ただ惨めで、虚しくて、悔しいだけだ。こんなひどい初恋があるものか。何も運命の番がいるオメガを好きになることはなかっただろうに。

　情けなくも目が潤みそうになるのを、必死で堪える。その時、初めて理解できた。小林が『好きだから、泣くんだ』と言っていた意味が。好きなのに、泣きたくなる。好きだからこそ、泣きたくなる。

　先ほどのビルの前へと戻ってくると、天宮の姿はまだ噴水前にあった。その腕にへばりついている黒髪の女性も勿論一緒だ。

　噴水の縁から立ち上がろうとする天宮を見て、凪はその目の前に立ちはだかった。

「生徒会長」

　凪の声に、一瞬だけ天宮の身体が強張る。だが、すぐさま天宮は立ち上がると、にっこりと朗らかな笑みを浮かべた。

「人違いじゃないか？」

「人違いじゃないです。天宮蒼司さん」

　シラをきろうとする姿に苛立って、わざとフルネームを呼ぶ。途端、天宮の柔らかかったまなじりが、ナイフの切っ先のように鋭く尖った。それでも、口元には笑みが貼り付いたままだ。そのちぐはぐな表情に、背筋にぞわりと悪寒が走るのを感じた。

　黒髪の女性は、天宮の腕に抱きついたまま、きょとんと目を瞬かせている。

「誰かな？」

「弓道部一年の九条です」

　凪の返答に、天宮は緩く首を傾げた。まじまじと凪を凝視した後、あぁ、と小さく声を漏らす。

「大地の部活の後輩か。随分感じが違うから解らなかったよ」

　ほら、学校では前髪垂らしてただろう？　と自身の前髪を弄いじりながら天宮が言う。その世間話じみた気安い口調にかすかな腹立たしさを感じていると、天宮が不思議そうに続けた。

「それで、何か用？」

　穏やかな口調だが、その声音には明らかに威圧が滲んでいた。その声に怯みそうになりながらも、凪は奥歯を噛み締めて言葉を吐き出した。

「すぐに来てください。先輩――小林先輩がヒートを起こしました」

　一言口に出すごとに、舌を噛み千切りたくなる衝動にかられた。目の前の男には教えたくない。あの人を渡したくない。

　己の惨めさを堪えながらようやく口に出したというのに、天宮は何てことないように肩を竦めた。

「そうなのか。それで？」

「それで、って……あんた、小林先輩の運命の番だろうが。番がヒートを起こして苦しんでるのに――」

「悪いけど、僕は大地の番じゃない。番契約は一度も結んでいないし、今後も結ぶことはないからね」

　凪の言葉を遮って言い放つ天宮は、どこか皮肉げな笑みを浮かべていた。天宮の腕にしがみ付いていた黒髪の女性が、不意に高い声をあげる。

「蒼そうくんの番になるのはミサだもんねっ」

　その言葉からすると、おそらく黒髪の女性はミサという名前なのだろう。

　媚びと甘えをたっぷり含んだ声に、天宮はちらっと横目でミサを見やった。口元に淡い笑みを浮かべて、天宮がミサの頭を撫でている。まるで猫のように天宮の手に擦り寄りながら、ミサが意気込んだ声で続ける。

「ていうか、元カレが蒼くんの邪魔しないで欲しいんだけど。しかも大地って、あのムッサい男オメガでしょう？　そんなのが蒼くんの番って名乗ってるとか、すっごく迷惑なんですけど」

　清楚そうな見た目に反して、ミサの口調はひどく攻撃的だった。小林を悪し様に罵る言葉に、無意識に眉間に皺が寄る。しかもミサの言葉に対して怒るわけでもなく、ニコニコと笑っている天宮の姿が余計に腹立たしかった。

　下唇を噛み締めて、唸るように問いかける。

「あんた、小林先輩が苦しんでるのに何とも思わないのか」

　一年前までは、幼い頃から番になると決めていた相手だったはずだ。何年も一緒に過ごしてきた存在を、こんなにも簡単に見捨てられるものなのか。

　凪の問い掛けに、天宮は駄々をこねる子供を見つめるような眼差しを浮かべた。その直後、ふと思い出したように自身の財布の中を探る。そうして、小さなシートを凪へと投げてきた。

　足元に落ちた錠剤シートを眺めて、一瞬凪は身体を強張らせた。

「探してただろう？　それ飲ませてやりなよ」

　天宮の言葉が、頭を素通りする。

　足元に落ちた錠剤シートは、先ほど凪が小林に飲ませた発情抑制剤だ。

　そういえば、小林は自分の財布に入れていた薬が見つからないと言っていた。なぜ、その薬を天宮が持っているのか。

「……あんた、薬を抜き取ったのか……」

　驚愕に上擦った凪の声に、天宮は何も答えなかった。ただ、薄く笑って、和やかな声で訊ねてきた。

「きみ、アルファ？」

　天宮の質問に、凪はほとんど無意識に首を左右に振った。天宮が残念そうに息を吐き出すのが見える。

「じゃあ、ベータか。残念だな」

「……残念？」

　凪の掠れた声に、天宮はニヤッと口角を歪めるようにして笑った。先ほどまでの貼り付いた笑みとは違う、明らかな悪意が滲んだ笑みだ。

「そこら辺の適当なアルファに輪まわされたらいいと思ってたのに」

　人一人を放り捨てるような天宮の口調に、不意に背筋が隆起するのを感じた。目蓋の裏が真っ赤に染まって、指先が氷のように冷たくなっていく。

　自分の運命の番に対して輪姦されればいいなどと平然と言える悪意に、息が止まりそうな憎悪を覚える。憎悪が身体の内側で沸騰しているのに、頭の中はおぞましいほどに冷め切っていた。

　自身の内側で渦巻く冷気に突き動かされるようにして、凪は冷め切った声を吐き出した。

「じゃあ、あんたはいらないんだな」

　凪の問い掛けに、天宮が緩く首を傾げる。その口元は未だにおかしそうに笑みを浮かべたままだ。

　その笑みを見据えたまま続ける。

「俺が、あの人を貰ってもいいんだな」

　自分がひどく傲慢なことを言っている自覚はあった。だが、それでも目の前の男に宣言してやりたかった。もうあの人はお前のものではないと。無意味に嬲なぶり、弄もてあそべる玩具ではないのだと。

「ベータが、オメガを貰う？」

　荒唐無稽な凪の発言に、天宮が明らかな嘲笑を滲ませる。天宮の隣に立つミサですら、くすくすと小馬鹿にするような笑い声を漏らしていた。

「ムサい男オメガをベータがもらうとか気持ちわるーい」

　ミサの言葉に同調するように、天宮がミサの肩を抱き寄せる。その姿は、端から見れば理想とされる美男美女のアルファとオメガの形なのだろう。だが、凪の目からすると、その二人の姿は醜い泥の塊が寄り合っているように見えた。

　向けられる蔑みの空気を感じながらも、凪ははっきりとした声を返した。

「俺の方が、あんたよりも先輩を幸せにできる」

　もう迷いはなかった。先ほどまではオメガにはアルファでなければと考えていたが、天宮を見て考えを改めた。天宮と一緒にいても、小林は絶対に幸せにはなれない。ただ悪戯に傷付けられ、貶められるだけだ。

　そう宣言した直後、天宮の口角がヒクリと戦慄くのが見えた。だが、その笑みは崩れない。どこか挑発するような天宮の眼差しを見据えて、凪は静かに呟いた。

「二度と先輩を傷付けるな。もうあんたにその権利はない」

　口に出すなり、凪は踵きびすを返した。天宮とミサを置き去りにして、小林の元へと向かって走る。

　ビルに戻り、再びパスコードを入力して扉を開くと、途端室内から甘い匂いがぶわっと溢れ出してきた。桜の匂いが充満した部屋に入ると、ベッドの上でシーツを頭から被って震えている塊が見えた。

「蒼、司……？」

　心細そうな声とともに、小林がシーツの隙間から顔を覗かせる。その顔は真っ赤に火照っており、目は涙でぐずぐずにとろけていた。

　小林は凪を見ると、パチリと一度だけ大きく瞬いた。だが、すぐさますべてを悟ったように淡く微笑む。

「生徒会長は……」

　凪が強張った声を漏らすと、小林は首を小さく左右に振った。

「いい、んだ……」

　小林の声は、苦しくなるくらい穏やかだった。絶望を諦念で優しく包み込んだような、そんな痛々しさがある。

「よくないですよ」

　咄嗟にそう返すと、小林は、ふ、ふ、と掠れた笑い声を漏らした。どこか滑稽さすら感じさせる、空虚な笑い声だ。

「もう、いいんだ」

「何が」

　問い掛けても、小林は答えようとはしない。ただ虚しい笑いを漏らすばかりだ。

　その笑いを見た直後、不意に怒りにも焦燥にも似た衝動が込み上げてきた。大股で小林に近付いて、その肩を鷲掴む。

「何が、もういいんですか」

　執拗に問い掛けると、小林は気怠そうな眼差しでじっと凪を見上げてきた。その唇が淡く開かれる。

「おれは、バカだ……ほんのすこしでも……蒼司が、来てくれるって……そう信じてた……」

　ぽつりと呟かれた言葉は、ひどく自嘲的だった。

「おれは……蒼司の運命じゃ、なかった……」

　大切に抱き締めていたプレゼントの箱が空っぽだと気付いてしまったような、そんな切ない声だった。今この瞬間に、小林はずっと信じてきた何かを失ってしまったのだと思った。

　小林がぎゅっと一度強く両目をつむる。途端、両目からぽろりと透明な液体が頬を伝っていった。涙を隠すように顔をシーツに押し付けて、小林が掠れた声で囁く。

「さみしい……」

　一度弱音を口に出した途端、決壊したように言葉が零れ落ちる。

「こんな、みじめな……なさけない……おれっ……おれが、もっと……ちゃんと……できて、たら……」

　もうその言葉は意味をなしていなかった。老人の繰り言のように意味もなく繰り返される言葉は、ただただ自責と後悔に満ちていた。小林は両手で頭を抱えて、小さな子供のようにしゃくりあげている。

「……置いて、いかないで……」

　そううめく声が聞こえた瞬間、凪は思わずシーツ越しに小林の身体をキツく抱き締めていた。

「俺がいます」

　震える身体を抱いたまま、唸るように言う。

「俺がずっとそばにいます」

　そう繰り返すと、小林が涙で濡れた顔をあげた。熱のせいで意識が朦朧としているのか、その表情はどこかぼんやりとしている。

「そばに……？」

　ぽつりと問い掛けてくる声に、凪は大きく頷いた。物を知らぬ子供のように緩く首を傾げた後、小林が小さな声で呟く。

「……噛ん、で」

「え？」

「そばにいて、くれるんだろ……」

　譫言のように呟いて、小林が両手で凪の胸元を掴んでくる。

「うなじ、噛んでほしい……」

「あの……でも、俺はベータで」

「噛んで、くれないのか……？　……おれじゃ、だめ、なのか……」

　悲しげに呟くと、小林は両目からぽろぽろと涙を零した。声も出さずに涙を流す小林の姿を見て、慌てて凪は声をあげた。

「ダメなわけじゃないです」

「じゃあ……噛んで、くれる……？」

　心細そうに問い掛けられた言葉に、グッと言葉に詰まる。また悲しげに歪んでいく小林の表情を見ていると、噛まないなんて答えられなかった。躊躇いながらも凪が頷くと、小林は涙を流しながらも、嬉しそうに微笑んだ。

「……うれしい」

　嬉しさを滲ませた声音に、一瞬心臓が鈍く痛むのを感じた。

　きっと小林は、凪に噛まれたいわけではない。熱で正常な判断ができず、ただ本能に従って動いているだけなのだ。今この瞬間の寂しさを埋めてくれるのなら、きっと凪じゃなくても誰に噛まれたって良いのだろう。

　それでも、小林の寂しさがほんのすこしでも和らぐのなら何でもしてあげたかった。ベータの自分がオメガのうなじを噛むことに、何の意味もないとしても。

　小林の身体を背後から抱き寄せて、そのうなじへと唇を寄せる。汗ばんだ首筋からは、甘い桜の匂いが立ち上っていた。匂いを嗅いでいるだけで、脳味噌の芯がとろけていくような感覚を覚える。

　うなじへと唇を押し当てると、小林が大きく息を吐き出すのを感じた。その呼吸に合わせて、凪は小林のうなじにそっと歯を立てた。皮膚に歯を押し当てて、ゆっくりと力を込めていく。

「もっ、と……強く……」

　ねだる声に、腹の奥がぢんと痺れる。熱く火照った小林の身体を両腕でキツく抱いたまま、凪は小林のうなじにじわじわと歯を沈めていった。

「はぁ、ぁ……」

　満ちていくように小林が掠れた声を漏らして、両足の踵かかとでシーツに皺を作っていく。その身悶える様子を見て、体内が燃えるように熱くなっていくのを感じた。うなじを噛んでいるだけなのに、小林の体内に己を突き立てているような感覚すら覚えて加減ができなくなる。

　気が付いたら、ベッドにうつ伏せに倒れた小林にのし掛かるような体勢になっていた。自分の両手がまるで捕らえるように、小林の両手首を押さえつけている。今の自分は、まるで獲物を食い千切ろうとしている肉食獣のようだと思った。

　おかしい、思考が働かない。頭が朦朧としている。ただ、頭蓋骨の内側が本能で埋まっていく。目の前のオメガを食い散らかしたい。頭のてっぺんから爪先まで、余すところなく自分のものにしたいと本能が叫んでいる。

　小林のうなじに噛み付いた自分の唇から、フー、フー、と餓えた獣のような息遣いが漏れていた。

「もっと……ひどく、して……」

　そう囁く声が聞こえた瞬間、全身の血が沸騰するのを感じた。堪え切れず、小林のうなじを噛む歯にグッと力が篭もった。犬歯がプツリと皮膚を破って、肉に食い込む。咥内に淡く血の味が広がった。

「あ、あぁッ！」

　小林の咽喉が反り返って、甲高い声が漏れ出る。そのまま、小林の身体がビクビクと激しく痙攣するのが見えた。暴れる身体を押さえ込むように、凪は小林の背中に全体重をかけた。まるっきり断末魔をあげる獲物にトドメをさすような格好だ。

　小林の痙攣は長かった。激しい痙攣が収まっても、数分近く陸に打ち上げられた魚のようにピクピクと戦慄いている。ようやく痙攣が止まった頃には、口の中が錆びっぽい血の味でいっぱいになっていた。

　ゆっくりと歯を外すと、小林のうなじにはクッキリと凪の歯形がついていた。傷口からは真っ赤な血が痛々しく滲み出ている。それなのに、打ち震える小林を哀れとは思えなかった。行うべきことを行ったという充足感だけが全身に満ちている。

「先輩……」

　血がこびり付いた唇で呼びながら、小林の肩を掴んで仰向けにする。途端、真っ赤に火照った小林の顔が見えた。口角からは赤ん坊のようにだらりと涎を垂らしていて、熱に浮かされたような眼差しで天井を見上げている。

「ぁ……ぁ、おれ……」

　呆然と呟きながら、小林がまさぐるように自身の下腹部へと右手を這わせる。その手をジーンズの中へと強引に潜り込ませて、引き抜く。小林の右手の指の間に糸を張るように粘着質な白濁がこびり付いているのを見て、凪は軽く咽喉を上下させた。

「は、はっ……イッて、る……」

　うなじを噛まれただけで達してしまった自分自身のはしたなさを、小林が滑稽がるように笑う。その崩れた笑みを見て、堪らず凪は小林の右手を掴んでいた。

　指先から伝う白濁へと、ねっとりと舌を這わせる。青臭い液体のはずなのに、舌先に触れる白濁はどうしてだか甘露のように甘く感じた。

　指先を舐めていると、小林がぼんやりとした表情で凪を見上げてきた。

「……おれも……ほし、い……」

　囁きながら、小林が両腕を伸ばしてくる。首裏に絡まってくる腕の感触に、これ以上あがることはないだろうと思っていた体温がまた上がっていく。

　求めるように淡く開かれた小林の唇を見た瞬間、凪は無我夢中でその唇に噛み付いていた。白濁がまとわりついた舌を小林の咥内に遠慮なく差し込んで、キツく舌を絡め取っていく。熱い舌同士がぬるぬると擦れ合う感触に、際限なく興奮した。

「ん、んっ……」

　小林が両腕を凪の背中に回したまま、鼻がかった声を漏らして唾液を飲み込んでいる。無意識だろうが、仰向けになったまま腰を浮かせて下半身を擦り付けてくる姿が何とも歯痒そうで、可愛かった。その健気な姿を見ていると、腹の奥がずくんと重たく疼くのを感じた。

　衝動のままに、小林の身体を両手でまさぐる。強引に下着と一緒にジーンズを引っ張り下ろしても、小林は拒絶しなかった。拒絶するだけの思考が働いていないのかもしれない。

　だが、羞恥だけは残っているのか、凪が小林の両膝を掴んで左右に広げた瞬間、泣き出しそうな声を漏らした。

「……み、るな、ぁ……」

　開かれた足の中心で、小林の反り返った陰茎は白濁と先走りにまみれて、てらてらと濡れ光っていた。陰嚢は丸々と膨れており、更に尻の狭間の後孔も止め処もなく愛液を溢れさせながら、期待するように小刻みにヒク付いている。

　その様を見て、無意識に唇から言葉が零れていた。

「先輩、可愛い……」

　凪の言葉に、小林の顔がくしゃりと歪む。真っ赤になった顔を両手で覆って、小林はうめくような声で呟いた。

「かわいい、わけない……」

「いや、先輩は可愛いです。世界一、誰よりも」

　自分がこんな頭の悪い台詞を言う時が来るとは思わなかった。小学生向けの少女漫画のヒーロー役だって、もっとまともな口説き文句を言うだろうに。

「うそ、だ……」

　信じられないように小林が首を小さく左右に振る。その頬を両手で包んで、凪は小林の目蓋や額に唇を何度も落とした。

「信じられないなら、毎日だって言います。先輩は可愛い」

　何だか自分のＩＱが３ぐらいまで下がった気がする。それでも、胸の奥はただただ小林への恋情で満ち溢れていた。小林が可愛くて、愛おしくて堪らない。

　凪が熱烈にキスを落としていると、小林が恐る恐る目を開いて見上げてきた。

「おれを……えらんで、くれる……？」

　怯えたような問い掛けに、心臓が絞られるような痛みを覚えた。両腕で小林の身体を抱き締めて、そのコメカミに唇を押し当てて告げる。

「俺はもう先輩を選んでます」

　そうだ。もう自分は選んだ。目の前の人を大事にする。幸せにするという選択を。

「運命じゃなくても、俺が先輩を幸せにします」

　そう口に出した瞬間、腹は決まった。

　小林の身体を抱く両腕に力を込めると、はぁっ、と小林の唇から深い吐息が漏れた。凪の首筋に鼻先を擦り寄せて、小林が甘い声を漏らす。

「なら、おまえの、ものにして……」

　そう望む声に、頭の芯が焼き切れていくのを感じた。本能が全身を突き動かしていく。

　再び唇を重ねると、今度は小林から舌を絡めてきた。お互いの唾液を混ぜ合わせながら、口付けを深めていく。

　そのまま、両手をまさぐるように小林の身体に這わせた。Ｔシャツをたくし上げると、口付けを解いて、その左胸の尖りへと唇を寄せる。舌で先端を舐め上げると、途端小林の身体がビクンと大きく跳ねた。

「ふ、ぁ……っ」

　悶えるように、小林の両足の踵かかとがベッドの上を滑る。左手で小林の左足首を掴んで胸に付くぐらい折り曲げると、そのまま右手で小林の陰茎を掴んだ。精液でどろどろに濡れた陰茎を右手で上下に扱くと、小林の背筋が大きく反り返った。

「ぁあ、ぁッ！」

　左胸の尖りを唇で吸い上げながら、脈動する陰茎を手のひらに包んで扱き上げる。手のひらと陰茎の間で、くちゅくちゅと粘着質な水音が上がるのが何とも卑猥だった。

「ゃ、あぁ、だ、めっ……だめっ……！」

　小林が頭を左右に打ち振って叫ぶ。だが、更なる快感を求めるように、その腰は浮かび上がっていた。凪の手の動きに合わせるように、小林の腰が前後に動いている。

　その卑猥な動きにますます熱を煽られながら、凪は唇に含んだ尖りへとキツく歯を立てた。上と下の歯でギリギリと締め付けるように、歯へと力を込める。

　途端、小林が甲高い嬌声を漏らした。

「アぁあぁ、ァッ！」

　嬌声とともに、小林の身体がビクビクと痙攣する。同時に、掴んでいた陰茎の先端から白濁が噴き出た。数回に分けて吐き出された白濁が、小林の腹を汚していく。両足をしどけなく開いたまま、快感の余韻に浸るように小林はヒクッヒクッと断続的に身体を震わせていた。

　その扇状的な姿に、ズボンの内側で陰茎が更に膨らむのを感じた。ズボンの生地で圧迫されているせいか、ギリギリと締め付けられているような痛みすらある。

　痛みに耐えかねてズボンをくつろげると、下腹に付きそうなぐらい勃起した自身の陰茎が見えた。先端は痛々しいくらい赤黒く膨らみ、開き切った鈴口からはだらだらと涎のように白く濁った先走りが溢れている。鬼の金棒のような、グロテスクで凶悪な形をしていた。そして、その根本がひどく奇妙な形状をしていた。

「なんだ、これ……」

　自分の唇から唖然とした声が零れる。

　陰茎の根本を囲うように、コブみたいなものができていた。ボコッと膨らんでいて、触れると木の根のように硬い。

　恐る恐る根本のコブに触れていると、不意にうっとりとしたため息が聞こえた。上半身を軽く起こした小林がぼんやりとした眼差しで、ガチガチに勃ち上がった凪の陰茎を見つめている。

「あぁ……すごく、おっきい……」

　たぶんそれは男がセックス最中に言われたい言葉トップスリーに入る台詞だろう。だが、困惑している時に言われても素直に喜べなかった。

　凪が戸惑っていると、小林が両手を伸ばして凪の陰茎を掴んできた。そのまま先走りを塗り広げるように、ぬるぬると上下に扱かれる。その直接的な刺激に、一気に下半身が強張るのを感じた。

「ちょ、せんぱっ――」

「はやく、おれのなか、に……」

　急くような声で囁いて、膨らんだ先端を潤んだ後孔へと誘導される。ヒク付く後孔に先端がむちゅっと押し当てられた瞬間、思わず射精しそうになった。下腹に力を込めながら射精を堪えつつ、先端をむちゅむちゅと柔らかく食はんでくる後孔の感触に、凪は上擦った声を漏らした。

「挿いっ、れたら、先輩、妊娠するかもしれないから」

　ベータがオメガを孕ませられるかは知らないが、ヒート中のオメガの妊娠率は異常なほど高いはずだ。避妊具なしに性行為して、万が一にでも小林が妊娠したら高校を辞めなくてはいけなくなるかもしれない。

「いい、からっ……」

　掠れた声で訴えて、小林が更に腰を押し付けてくる。途端、亀頭の半分程度が後孔の中に潜り込んで、その体内の熱さに腰が震えた。火照った粘膜が甘く亀頭に吸い付いて、奥へ奥へと誘い込んでくる。

　腰を一気に押し進めたくなる衝動を、千切れかけの理性で必死で押しとどめる。力を入れ過ぎたせいで、自身のコメカミに血管が浮かび上がっているのを感じた。

「ダメ、です」

「なんで……？　おれのこと、えらんで、くれたのに……」

　また悲しそうに小林の顔が歪む。その顔を見つめたまま、名残惜しさを感じながらも凪は腰を引いた。後孔と先端が糸を引いているのが見えて、その光景に未練がましく咽喉が上下する。

「俺は先輩を選びました。だけど、先輩は俺を選んでくれたわけじゃない」

　そう口に出した瞬間、自分の言葉に自分で傷付くのが解って、すこし笑えた。

　そうだ。小林は凪を選んだわけじゃない。ただ、ヒートになった時に、凪が目の前にいたから縋っているだけだ。正気ではなく、本能のままに孕みたいと願っている。

「だから、先輩が本当に俺を選んでくれたら、その時にちゃんとさせてください」

　いつか、そんな時が来るのだろうか。運命の番に裏切られたオメガが、ベータを選ぶような日が訪れるのか。それは確証もない、ひどく儚く浅はかな希望のように思えた。

　凪の言葉に、小林はどこか不思議そうな表情を浮かべている。きっと言葉の意味を理解できていないのだろう。あどけなさを滲ませた表情が可愛くて片手で頭をよしよしと撫でると、小林は安堵したようにふにゃりと表情を緩めた。

「もっと、撫でて……」

　幼くねだる声に更に頭を撫でていると、凪の陰茎を掴んだままだった小林の両手がゆっくりと上下に動き始めた。その優しくなだめるような愛撫に、咽喉がかすかに強張る。

「せ、んぱい」

「だって、痛そう……」

　確かに限界まで張り詰めた陰茎には、鈍く痺れるような痛みがあった。だが、小林に触られると余計に収まりが付かなくなる。

　止めようと片手を伸ばしかけた時、不意に小林がとろけるような笑みを浮かべた。

「おれが、よしよし、してあげるから」

　これは一種の幼児プレイか何かなのだろうか。精神的に幼児返りしているのは小林の方なのに、よしよしされるのは凪の方という奇妙さに、萎えるどころか陰茎が妙な興奮でグンッと膨らむのを感じた。

　鈴口から溢れ出す先走りで凪の興奮を悟ったのか、陰茎を掴む小林の手に力が篭もった。幹に浮かんだ裏筋に親指を当てて、ゴシゴシとキツめに擦られる。その精液を下から上へと押し上げるような扱き方に、下腹部が大きく震えた。

「っ、う……！」

　視線を落とすと、どこか恍惚とした表情で凪の陰茎を扱く小林の姿が見えた。小林の指の隙間で、ぷちゅぷちゅと音を立てながら先走りが小さく泡立っている。好きな人と抱き合うのも初めてなのに、童貞には刺激が強すぎる光景だ。

　たくしあげられたＴシャツの下では、ピンク色に濡れ光る小林の乳首も見える。それを見た瞬間、凪は無意識に小林の乳首にキツく吸い付いていた。陰茎を扱かれたまま、赤ん坊のように乳首を吸い上げる。

「ん、ぁっ」

　小林が高い声をあげて胸を反らす。コリコリとした感触の乳首を舌先と歯で弄もてあそびながら、小林の後孔へと片手を伸ばす。ヒク付く後孔へと中指を突き立てると、左右に開かれた小林の両足が電流でも受けたように宙を蹴り飛ばした。

「っひ、ぃぁ、ぁッ！」

　後孔へと差し込んだ中指を前後に動かして、中を探っていく。探すまでもなく、前立腺はぷっくりと膨れ上がっていた。前立腺を中指の腹で擦り上げると、小林は駄々をこねる子供みたいに首を左右に打ち振った。

「ゃ、あぁあ、あ、んぅぅんッ！」

　先ほどよりも切迫した嬌声に、脳味噌が興奮で焼かれる。中指に沿うように二本目の指を差し込んで、二本の指を抜き差しする。途端、愛液がぐちゅぐちゅと泡立つ音が聞こえた。

「あっ、あアァッ！」

　与えられる快感でめいっぱいになっているのか、凪の陰茎を掴んでいる小林の手が止まっている。ぎゅうっと手のひらの中で陰茎が締め付けられる感覚にうめきつつ、凪は小さな声で小林へと囁いた。

「先輩、そのまま、握ってて」

　そう伝えると、小林は無我夢中といった様子でコクコクと数回頷いた。

　小林の後孔を二本の指で嬲りながら、凪はゆっくりと自身の腰を前後に動かした。小林の手をオナホールにして自慰をしている感覚だった。快感のせいか、時折小林の両手の力に強弱がつくのも堪らない。

「は、ぁ、きもちい……」

　唇から率直すぎる感想が零れる。普通にセックスするよりも恥ずかしい行為をしていることは気にならなかった。それよりも、今は小林と一緒に骨の髄まで快感を味わいたい。

　再び胸の尖りに吸い付いて、歯を立てる。途端、小林の腰がガクガクと上下に跳ねた。

「もっ、あ、ぁ、アァ、イくっ、イく……ぅッ！」

　そう叫んだ直後、後孔に突き入れた二本の指がキツく絞り上げられた。締め付けるというよりも、奥へと向かって搾られる感覚だ。

　小林の陰茎から再び白濁が吐き出されるのを見た瞬間、凪の限界も訪れた。まるで挿入した時のように、腰を前へと数回強く突き上げる。子宮へと着床するように、目の前のオメガを確実に孕ませるように。

　そして、パックリと開いた鈴口から大量の精液が迸った。自分でも信じられない量の精液が小林の下腹から股間を汚していく。

「ぁ、あ……止まんね……」

　自分でも怖くなるくらい、長い射精だった。ドクドクと脈打つ陰茎からポンプみたいに精液が噴き出てくる。尿道を通っていく精液の感触まで生々しくて、射精の快感がなかなか終わらない。小林の上に突っ伏したまま、凪は背筋を震わせながら荒い呼吸を繰り返した。

　ようやく射精が終わって見下ろすと、ほとんど惨状のような光景が真下に広がっていた。小林はとうとう意識を手放したのか、目を閉じたままぐったりと仰向けになっている。その股間から胸までかけて、凪の精液で塗り潰すようにどろどろになっていた。

「先輩？」

　呼び掛けても、小林が目を覚ます様子はない。意識はなくても快感の余韻は残っているのか、左右に開かれたままの小林の内腿が、ピクピクと断続的に痙攣しているのがひどく卑猥だった。

　慌てて起き上がって、自身のズボンを引っ張り上げる。射精をしたおかげか、いつの間にか陰茎の根本に浮かび上がっていたコブは消えていた。

　部屋に置かれていたタオルを手に取って、何度も水で洗いながら小林の身体を清めていく。こういう事態も想定されているのか、部屋の隅には小型の洗濯機も用意されていた。小林の身体をそうっと動かして、汚れたシーツとタオルを洗濯機の中に突っ込む。

　ある程度片付いてから、小林のうなじに刻まれた痛々しい歯形を眺める。我ながら一ミリの理性も感じられない、独占欲の塊のような所有痕だと思った。薄っすらと血を滲ませる傷痕を消毒して、大きめの絆創膏を貼り付ける。

　傷口を消毒している最中も、小林が起きる気配はなかった。まだ熱が冷めないのか、額に薄っすらと汗を滲ませる小林の額を何度も新しいタオルで拭う。

　すこしでも離れると、無意識なのだろうが凪の手を求めるように小林の両手がシーツの上を彷徨うのが愛おしい。

「そばにいます」

　小林の手を握り締めて、ぽつりと呟く。だが、それも自己満足な台詞なのだろうな、と思うと、胸が苦しくなった。










　時刻が十九時を過ぎた時、ようやく小林の目が薄っすらと開いた。まだ寝惚けているのか、とろんと溶けた眼差しが宙に浮かんでいる。

「先輩、水飲みますか？」

「……ん、ん」

　質問に対しても不明瞭な相槌が返ってくる。

　凪が水のペットボトルを持って傍らにしゃがみ込むと、小林は一瞬「どうして九条がいるんだ？」と言いたげな怪訝な眼差しで凪を見やった。パチパチと数度緩慢に瞬いた後、不意に小林がガバッと起き上がる。

「ぇ、え、あ、ぁ？」

　奇妙なうめき声を漏らしながら、小林は記憶を掘り返すように両手で頭を抱えた。その顔色が、赤と青を交互に行き来している。

「先輩、水」

　とりあえずペットボトルを差し出したが、小林はペットボトルを無視して床へと転がり下りた。そのまま、床に額を押し付けて、引き攣った声を上げる。

「ごめん、九条！　本当に、すまない！」

　予想通りの小林の反応に、凪は呆れるを通り越して感心した。床で土下座する小林の身体は、ぶるぶると小刻みに震えている。

「顔をあげてもらえますか」

「ごめ、ごめん……おっ、俺のヒートに巻き込んで、お前に、何てことを……」

　パニック状態になっているのか、小林の声はひどくもつれて聞き取りにくかった。凪は軽くため息を漏らしてから、小林の肩をぽんと軽く叩いた。途端、小林の身体がビクッと大きく跳ねる。

「まず顔をあげてください」

　小さな子供に言い聞かせるように言うと、小林は恐る恐る顔をあげた。その顔は青褪めていて、目は泣き出しそうに潤んでいた。

「飲んでください」

　もう一度ペットボトルを差し出す。小林はペットボトルを受け取ると、震える指先でペットボトルの蓋を回そうとしていた。だが、指が震えているせいで、なかなか蓋が回らない。

　凪は小林の手の上からペットボトルを掴むと、蓋を緩めてやった。蓋が取れると、小林が一口ペットボトルの水を口に含む。

「もうすこし飲んで」

　そう促すと、小林はもう数口水を飲んだ。水を飲んでいくうちに、小林の震えがすこしずつ収まっていく。震えが完全に止まると、小林は自責の念に満ちた眼差しで凪を見上げた。

「本当に、申し訳ない。お前に、どう謝ったらいいか……」

「謝る必要ないです。今から、ごめん、すまない、申し訳ない、って言葉は発言禁止で」

　ピシャリと言い放つと、小林は飼い主に叱られた犬みたいにしょぼくれた表情を浮かべた。正座をしたまま肩を落として、まるで沙汰を待つ罪人のような様子で凪を見つめている。

「つか、謝るのは俺の方です。先輩がヒートになったのをいいことに、好き勝手したのは俺なんで」

「でも、それは――」

「それは、先輩のためだけじゃないです」

　小林の言葉を遮って言い切る。唇を半開きにした小林を見つめたまま、凪ははっきりとした声で告げた。

「俺は先輩が好きです」

　生まれて初めての告白には、甘さや柔らかさの欠片もなかった。むしろ覚悟や決意が滲んでいて、どこか一騎打ちを申し出ているような剣呑さすら感じる。

　凪の告白に、小林はどこか呆然とした表情を浮かべていた。その唇がひくりと動く。

「俺は……よくない……」

「よくない？」

「俺は、オメガだし、これからもヒートを起こして迷惑をかける。それに運命の番にも捨てられたような奴だ……きっと九条だって、俺のことがイヤになる……俺を好きなんて言うのは、よくない……」

　小さく掠れた声で小林が呟く。その言葉に、凪は眉間に深く皺を寄せた。

「何なんすかそれ。バース性で判断するような奴はバカだって、さっき先輩が言ったんじゃないすか。それに、俺の気持ちを勝手に決めないでください。なんで生徒会長が先輩を捨てたからって、俺も同じだって決めつけられなきゃなんないんですか。それって俺に対してめちゃくちゃ失礼じゃないすか」

　畳み掛けるように言い返すと、小林は泣き出しそうな表情を浮かべた。不安げで、どこか苦しげな眼差しで凪を見つめている。

　その眼差しを見返したまま、凪は強い口調で言った。

「解ってもらえないなら何回でも言います。先輩、好きです。俺はベータだし、運命の番じゃないけど、先輩を誰よりも大事にします。だから、俺を選んでください」

　自分は今最悪に卑怯なことをしているのだと思った。好きな人が弱っているところにつけ込んで、その心に潜り込もうとしている。だが、どれだけ卑劣だと罵られても、今この瞬間に言わなくてはならないのだと思った。

　凪の熱烈な告白に、小林はますます途方に暮れたように唇を震わせた。緩くうつむいたまま黙り込んでしまった小林に、そっと問い掛ける。

「先輩は、俺が嫌いですか」

　これも姑息な聞き方だ。小林が嫌いだなんて答えられないと解っていて訊ねている。

　小林は数秒押し黙った後、首を小さく左右に振った。

「嫌い、とかじゃなくて……」

「じゃなくて？」

「どうしたらいいか……わからない……」

　迷子の子供みたいに呟いて、小林は片手で自身の目元を覆った。苦悩に満ちた小林の様子を見つめたまま、ゆっくりと唇を開く。

「今すぐ答えを出してくれとは言わないです。ただ、覚悟だけしてください」

「……覚悟？」

「俺は、これから毎日先輩に迫ります」

　凪の露骨な台詞に、小林がぽかんとした表情を浮かべる。小林の両手をギュッと掴んで、凪は意気込んだ声で続けた。

「毎日先輩に好きだって言います。毎日先輩を可愛いって言います。だから、俺から全力で口説かれるのを覚悟しておいてください」

　そう言い切った瞬間、青褪めていた小林の頬に朱色が滲んだ。透明な水面に絵の具を落としたように、赤い色がじわりじわりと染み込むように範囲を広げていく。小林の眉尻はくにゃりと下がっているが、その顔は耳まで真っ赤になっていた。

「お前……それ、性格変わりすぎじゃないか……？」

　つい先日までは、恋愛の「れ」の字すら興味なさそうだったのに、打って変わって熱烈な男に変わってしまった後輩に心底戸惑っている声だった。その率直な感想に、凪は軽く口元を緩めた。

「自分でも意外です。自分みたいな奴は、絶対に恋愛脳にはならないって思ってたんで」

　正直に言えば、今まで恋愛至上主義な人間を小馬鹿にしていたぐらいだ。恋愛ごときで泣いたり笑ったり、落ち込んだり舞い上がったりするのは馬鹿馬鹿しいとさえ思っていた。

　それなのに、今は小林のことしか考えられなかった。目の前の彼を手に入れるためなら何でもする。どんな恥ずかしいことでも、惨めなことでも耐えられる。ただ、この世界で彼だけが欲しかった。

　じりじりと顔を寄せてくる凪を見て、小林は更にボッと顔を赤らめた。すこしでも凪から離れようと、へっぴり腰になっている。逃さないように、小林の両手を掴む手のひらに力を込めながら、凪は続けた。

「先輩、俺に期待してください」

　期待されるのなんてまっぴら御免だと思っていたのに、今は真逆のことを口に出していると思った。

　小林が唖然としたような口調で呟く。

「期待って」

「俺を信じて欲しいんです」

　凪の奇妙な言葉に、小林が困ったように眉尻を下げる。その瞳をまっすぐ見据えたまま、凪は確信に満ちた声音で言った。

「俺は、必ず先輩を幸せにします」

　そう、期待して欲しかった。凪なら小林を幸せにできると、目の前の彼に信じて欲しかった。

　凪がそう告げた途端、小林の顔がクシャリと崩れるのが見えた。だが、その顔は赤く火照ったままだ。

　顔色が悪くなっていないことに凪がほっとしていると、小林が上擦った声で呟いた。

「じ、時間が、ほしい。今は、頭ん中がめちゃくちゃで、考える余裕がない」

　小林のぎこちない言葉に、凪は緩く頷いた。

「先輩の気持ちがはっきりするまで、何十年でも待つんで大丈夫です」

「何十年、って……」

　途方もない期間を出されたことに、小林がぽかんと口を開いている。その呆然とした表情に顔を寄せて、凪は熱っぽい声で訊ねた。

「先輩、大地さんって呼んでもいいですか？」

　矢継ぎ早に繰り出された凪の申し出に、小林が目を丸くする。

「大地さんって、呼びたいんですけど」

「そっ、それは、ダメだっ」

「ダメなんですか？」

　どうして？　とばかりに首を傾げると、小林は真っ赤になったまま唇を震わせた。

「は……恥ずかしい……」

　生娘のような小林の初々しい反応に、ぐぅっ、と凪は唸りそうになった。胸にドスンと重たい一撃を食らったような気分だ。

　可愛いは攻撃力だと思いつつ凝視していると、小林が居心地悪そうに深くうつむいた。だが、その直後、小さな声で小林がうめいた。

「いたッ」

　凪の手の中から片手を抜いて、小林がうなじを押さえる。その仕草を見て、凪は慌てて声を掛けた。

「すいません、俺がすげぇ噛んだから」

　血が滲むほど噛んだのだ。首を動かすだけで、傷口が引き攣るように痛むだろう。

　小林は痛みに顔を顰めつつも、緩く手を左右に振った。

「九条が謝る必要はないよ。俺が、噛んでくれ、って言ったの覚えてるから……」

　気まずそうに視線を逸らしつつ、小林が言う。小林は、口元に苦笑いを滲ませたまま続けた。

「ごめんな、気持ち悪いことさせちゃって」

　その言葉に、凪は露骨に眉を顰めながら答えた。

「だから、ごめんは禁止だって言ったじゃないすか。つか、気持ち悪くもねぇし。好きな人に触るのが気持ち悪い奴なんかいますか？」

　わざと雑な口調で言い放つと、また小林の目元がかすかに赤く染まった。小林は恥ずかしそうにうつむいたまま、片手でうなじを押さえている。

　だが、ふと気付いたように壁掛け時計を見ると、小林はサァッと顔色を悪くした。凪も肩越しに振り返って時計を見やる。時刻は二十時を回ろうとしていた。

「もっ、もうこんな時間だ。ご、ご家族が心配してるんじゃないか？」

　訊ねられて、凪は自身のスマホを手に取った。ロック画面を見た瞬間に、着信とメッセージが数件ずつ入っていることに気付く。

「あぁ、連絡入ってますね」

「送っていくから、早く帰ろうっ」

　わたわたと小林が立ち上がる。だが、まだ下半身に力が入らないのか、立ち上がったところですぐにガクリと膝が折れた。

「うわっ！」

　声を上げて前のめりになる小林を、凪は反射的に両腕で抱き留めた。ガチンと硬直してしまった小林の身体をベッドの上に戻しながら、凪は落ち着かせるように声を掛けた。

「俺が先輩を送っていきます。というか、できれば首の傷のことも、先輩の家族に説明したいんですけど……」

　凪の申し出に、小林はうなじの傷にも構わず、ブンブンと首を大きく左右に振った。

「かっ、家族には、適当に誤魔化しておくから」

「誤魔化せるもんですか？」

「な、何とかする……」

　思い詰めたように言う小林の姿を見ていると、無理に押し通すこともできなかった。仕方なく凪が頷くと、小林はほっとしたように息を吐き出した。

　薬箱から抑制剤の薬剤シートを取り出して、ペットボトルと一緒に小林へと差し出す。

「まだ完全に収まってないと思うんで、飲んでおいてください」

　促すと、小林はどこか不安げな様子で、薬とペットボトルを受け取った。薬を一粒飲み込んでから、小林が呟く。

「……九条」

「はい」

「助けてくれて、ありがとう……」

　お礼を言う小林の姿に、どうしてだか笑いが込み上げた。律儀で真面目で、何だかいたいけな人だなと思う。

「先輩、やっぱり可愛いですね」

　そう告げた途端、小林が照れ隠しみたいにベッドの枕を投げてきた。








第三章　逃がしたくない




　想像はしていたが、これは予想以上に強敵だ。

　自室のベッドに寝転がってスマホを見つめたまま、凪は眉間に深く皺を寄せた。開かれたメッセージアプリの画面の上には、小林大地とメッセージ先の相手の名前が表示されている。問題は、凪と小林とのやり取りの内容だ。

『この前話してた映画、月曜辺りに観に行きませんか？』

『悪い、家の用事が入ったからちょっと難しい』

『暇な日があったら、出かけませんか？』

『本当にごめん。しばらく忙しくて無理』

　全世界の皆様、どうかこの惨憺さんたんたる結果を見てくれ。まさになしの礫つぶてとはこのことだ。恋愛上級者な女子に見せたら、「こりゃ完全に気がないね。つぅか空気読んで、さっさと諦めろよ」と確実に諭される内容だろう。

　小林から最後に送られてきた、柴犬が『ごめんね』と両手をあわせているスタンプを眺めて、凪は深いため息を漏らした。

　これじゃ完全にストーカーだ。小林も冷静になって、ヒートになった隙に良いように身体に触れてきた相手に対して、流石に嫌悪が湧いてきたのかもしれない。好きでもない男に延々と付きまとわれている小林は、良い迷惑だろう。

　そこまで考えて、鉛でも飲み込んだようにズッシリと身体が重たくなった。ひどく情けなく、憂鬱な気持ちだ。追い打ちをかけるように、夏休みも後一週間で終わる。

　枕に顔を押し付けて死体になりきっていると、不意に部屋のドアがガン、ガンと強く叩かれた。こんなドアのヒットポイントを削るような叩き方をするのは、我が家では一人しかいない。

「凪、今いい？」

　凪が返事をする前にドアが開かれて、華が顔を覗かせた。中学時代の体操服だった赤色のハーフパンツに、胸元に『侍』と達筆で書かれた謎のＴシャツに着ており、前髪はちょんまげのように一括りにしている。生活感溢れる今の華の姿を見たら、あまりのギャップにファンの女の子が泣き出しそうだなと思った。そういう凪自身も、上下灰色のスウェットなのだから華の格好をとやかくは言えないが。

　枕に埋めていた顔を横向きにして、凪はうめくように呟いた。

「……いいって言う前に開くなよ」

「うんうん、ごめんね」

　ちっともごめんと思ってなさそうな口調で言う。華は遠慮ない足取りで部屋に入ってくると、勉強机の椅子に勝手に腰掛けた。そのまま手に持っていたポテトチップスの袋を開けて、パリパリと音を立てて食べ始める。

「食べる？」

「……何味」

「コンソメパンチ」

「……食う」

　のっそりと起き上がって、差し出されたポテチの袋に手を突っ込む。二、三枚指に挟んで、そのまま口へと放り込んだ。コンソメの濃い味が、傷心な身体に染み渡る。

　しばらく無言でポテチを食っていると、華がぽつりと呟いた。

「最近どう？」

　何のこと、と聞かなくても、その言葉の意図は解る。凪は眉を顰めたまま、鈍い声で返した。

「敗戦濃厚」

　華は、長い足を組んで首を傾げた。

「諦めるの？」

「まさか」

　そこだけは即答できた。こんな簡単に諦められるぐらいなら、最初から好きになってなんかいない。

　凪の返答に、華が口角を吊り上げる。

「だと思った。あんたってそういう奴だもん」

「何だよそれ」

　解ったような口調で言われることが悔しくて言い返すと、華は軽く肩を竦めた。

「子供の頃に、和巳かずみおじさんがお土産に犬のぬいぐるみ持ってきた時のこと覚えてる？」

　和巳おじさんという名前に、父の兄である九条和巳を思い出す。和巳おじさんは世界的に名を知られている華道家ではあるが、華や凪にとっては会いに来る度にやたらとお土産を持ってきてくれる優しい伯父さんだ。子供の頃はそれこそ週一のレベルで、何かしらオモチャを買って貰っていた記憶がある。そのせいで伯父は母親からしょっちゅう「子供にねだられるままに物を買い与えないでくださいっ！」と怒られていたが。

　その伯父から五歳の時に貰った犬のぬいぐるみのことは覚えている。覚えているというよりも、現在進行形で凪の勉強机の上に飾られている。

　すこし毛並みがボサボサになったゴールデンレトリバーのぬいぐるみへと凪が視線を向けると、華は小さく頷いた。

「あの時、和巳おじさんは凪には車のラジコンを持ってきてたのに、私へのお土産だった犬のぬいぐるみを凪が欲しがっちゃってさ」

　そうだ。差し出された赤いスポーツカーのラジコンには一切目もくれず、自分は誰にも取られまいと犬のぬいぐるみを抱き締めていた。一目見た時から、つぶらな目をした犬のぬいぐるみは自分のものだと決めていたのだ。そんな凪の姿を、和巳おじさんが困り果てたように見下ろしていたのを覚えている。

「結局、私が根負けしてぬいぐるみとラジコンを交換することになったけどさ。あの時の凪の目すごかったもん」

「目？」

「死んでも渡さないって目」

　そう言い切ると、華は、あはは、と声をあげて笑った。だが、凪は笑えなかった。幼い頃から根付いている己の執着心の強さを思い出させられたような気分だった。

　笑い声を止めて、華が軽く視線を宙に浮かべて呟く。

「何ていうか、あの時の凪――」

　だが、そこでピタリと言葉を止めてしまう。促すように凪が見つめると、華はすこしバツが悪そうな表情で言った。

「ちょっとだけ、お父さんに似てた」

「父さんに？」

「お母さんを見るお父さんの目」

　その言葉で思い出したのは、以前見た父の目だ。母に冗談めかして離婚をほのめかされた父が浮かべた、ナイフのように鋭く、妄執もうしゅうを滲ませた眼差し。あの目を、自分も受け継いでいるのか。

「詳しく聞いたことはないけど、お父さんはお母さんをひどい方法で手に入れたみたいだから、そんなことはしないのよ」

　凪は大丈夫だとは思うけど。と付け加えてくれる辺り、華は弟のことを気遣っているのだろう。だが、同時に不安にも思っている。気に入ったものに対して、強い執着心と独占欲を見せる弟が何かひどいことをしでかさないかと。

　姉の心配に、凪は曖昧な表情を返した。

「俺は……優しくしたいと思ってるよ」

　それは嘘ではない。傷付いた小林を、真綿で包むように大事にしたい。小林を害するすべてのものから守ってあげたい。その気持ちに偽りはない。だが、どうして腹の奥でモヤモヤするものを感じるのだろう。

　凪の返答に、華はほっとしたように表情を緩めた。暗くなった空気を変えるように、ポテチをわざと大きな音を立てて咀嚼しながら華が言う。

「そういえば、私、明後日に向こうに戻るからさ、それまでに髪の毛の結び方教えたげる」

「あ、髪の毛？」

　凪が訝しげな声をあげた途端、華の目がギッと鋭く尖った。

「は？　まさかデートの時以外は、そのボサボサ頭で過ごすつもり？　好きな人の前で、身なりに気を使わずに？」

　かろうじて語尾に疑問符は付いているが、明らかに責め立てる口調だった。凪は早々に降伏を決めて、まさかそんな訳がありません、とばかりに首を左右にブンブンと振った。

　凪の反応を見て、華がゆっくりと頷く。

「見た目だって大事よ。好きな人の隣に立って恥ずかしくない格好をしなきゃ」

　それを中学時代の体操服を家着にしている華に言われるのは何だか癪しゃくだったが、その言葉は間違いではないと思った。

　鏡の前に座るように促されて、言われるがままに床に腰を下ろす。華はポテチの袋を机に置くと、そのまま凪の髪の毛に指を差し込もうとしてきた。その様子に、凪は慌てて声を張り上げた。

「おいっ！　ポテチ食った手で、人の髪の毛触んなよ！」

「はぁ？　どうせお風呂入るんだから、細かいこと気にすんなよ。ケツの穴が小せぇ奴だな」

　ヤンキーみたいな口調で言い返されて、ポテチの粉がついた指を無造作に髪に突っ込まれる。その光景に凪は、あー、とうめき声を漏らした。

「ほら、ちゃんと鏡見て覚えて」

　その声に、しぶしぶ鏡を見つめる。細い指が髪の毛をするするとまとめていく様を眺めていると、ふと華が呟いた。

「実らなかった初恋は後を引くからね。頑張んなさい」

　その言葉に、ふと『クマさん』のことを思い出した。おそらく姉が好きだった相手。姉ではない、他の誰かを選んだ人。姉の実らなかった初恋。

「姉ちゃんは、恋人いないのか」

　凪がそう訊ねると、華を軽く首を左右に振った。

「いない」

「好きな人は」

「何それ、修学旅行の夜かよ」

　華がフッと笑って呟く。凪が以前小林にしたのと同じツッコミ方をしていると思うと、すこし笑えた。

「そういえば、あのツインテールの子はどうなんだ？」

　凪が続けて問い掛けると、華は困ったように首を傾げた。

　ツインテールの子というのは、長年華の追っかけをしている子のことだ。華より一つ年下で、見た目は非常に可愛らしいのだが、中身はなかなか思い込みの激しい強烈な性格をしている。なにせ華が中学生の時に、参観日に行った両親に対して「お義父さん、お義母さん！　将来娘になりますので、よろしくお願いします！」と校舎中に響き渡るほどの大声で叫んだというのだから凄まじい。

　華の卒業式の日、女子生徒たちの争奪戦になった華の制服リボンを最終的にプロレス技で勝ち取ったという武勇伝を聞いた時は、家族全員で大笑いしたほどだ。

「あぁ、ナナオね。あの子も、面白い子なんだけどねぇ」

　どうやらツインテールの子は、ナナオという名前らしい。華らしくない、どこか煮え切らない口調だ。

「今も姉ちゃんの追っかけしてんのか？」

「まぁね」

　高校卒業後、ナナオが華を追い掛けて海外留学したという話も聞いている。正直行動自体はヤバいストーカーだが、華もそんなナナオの行動を笑って眺めていたりするので、それほど真剣に嫌っていないのだろう。

「いい加減、私じゃなくて他に良い人を探しなさいって何回も言ってるんだけどね」

「フッたのか？」

「もう何百回も」

　何百回もフラれているのに、追っかけ続けるとは中々根性がある。むしろありすぎて怖いくらいだ。

「いっそ一回付き合ってみればいいんじゃね？」

「簡単に言わないでよ」

　すこし怒ったような口調で言い返されて、凪は黙り込んだ。華は凪の髪を結びながら、ため息混じりに呟いた。

「好きでもないのに付き合うなんて、そんな残酷なことできないわよ」

　そうはっきりと口に出す辺り、姉は誰よりも誠実だと思う。ポテチまみれの手で人の髪に触るような無神経なところはあるが。

　華の憂いるような口調に、ふと思うことがあって凪は訊ねた。

「あの子って、オメガなのか？」

　華が首を小さく左右に振る。

「ううん、ベータ」

　その返答に、すこしだけ咽喉の奥で何かがつっかえるような感覚を覚えた。

　アルファに恋するベータ。オメガに恋するベータ。その恋の結末は悲劇でしかないのだろうか。ただ普通に誰かを好きになっただけなのに、バース性に振り回されて心が進むべき道を見失う。

　髪の毛をまとめ終わると、華は鏡越しに凪の頭を見て、小さく頷いた。

「覚えた？　今度から自分でできる？」

　訊ねてくる声に、凪は首肯を返した。凪の肩を両手でぽんと叩くと、華が続けて言う。

「あと、デート用にいくつか服の組み合わせも作っておくから、出かける時は参考にしなさい」

　まるで母親みたいな口調だ。その言葉に、凪は視線を逸らしたままボソッと呟いた。

「ありがと、姉ちゃん」

　凪のお礼の言葉に、華は冗談めかすように肩を竦めた。その口角がニヤッと吊り上がっている。

「頑張んなさいね」

　古今東西、弟にとって姉というものは、ひどくお節介で容赦のない存在だ。だが、味方になればこれほど心強い相手もいない。これに関しては異論は認めるが、反論は認めない。
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　全身にまとわりつく視線が鬱陶しい。

「九条くん、イメチェンしたんだぁ。その髪型、すごく似合ってる～」

「なぁ、今日の放課後とかあいてる？　暇だったら、一緒にカラオケ行こうぜ」

　四方八方から浴びせられる馴れ馴れしい言葉の数々に、うんざりとした気持ちが込み上げてくる。視線を上げると、夏休み前までは凪を空気としてしか見ていなかったクラスメイトたちが、机の周りを取り囲んでいるのが見えた。

　教室に入った瞬間にザワつかれた時から嫌な予感がしていたが、担任に「九条？　九条ぉ!?」とわざとらしく二度呼びされ、更に別の授業では担当教諭に「ずいぶん雰囲気が変わったな～」とわざわざ声を掛けられ、そして昼休憩になった途端にクラスメイトからは質問責めにあっている。

　たかだか髪型を変えたぐらいで、中身は何も変わっていないのに、何だか自分が珍獣にでもなった気分だった。夏休み明けの登校初日だというのに、今すぐ冬休みに入って欲しいぐらい疲労が溜まっている。

「髪型変えただけだし、カラオケは行かないねぇし、目の前にハシビロコウが現れたみたいに人をじろじろと眺めるんじゃねぇ」

　早口でまくし立てるように言うと、途端うるさかった周りの喋り声がピタリと止まった。だが、その直後、ドッと笑い声が弾けた。

「ハシビロコウってあれだろ？　あの目つき悪い鳥」

「あー、確かに九条と雰囲気似てるよなぁ」

「というか、九条くんって喋ると案外面白いんだね。今まで石像みたいに黙ってたから全然気付かなかったぁ」

　ここぞとばかりに好き放題に言われている気がしてならない。

　クラスメイトたちがケラケラと声を上げて笑っている。だが、その笑い声は嘲りではなく、凪に対する親愛を滲ませているように聞こえた。

　だが突然、笑い声を遮るように机に片手が叩き付けられた。笑い声が止まって、シンと静寂が流れる。

「ちょっと来て欲しいんだけど？」

　机に片手を置いたまま、跳ね上がり気味な語尾で訊ねてきたのは志摩だ。あかさらまに挑発的な志摩の態度に、凪は眉を顰めつつも、すこしだけ感心もしていた。凪の見た目が変わっても、志摩の態度は以前と一ミリも変わらない。ある意味、ブレない奴だ。

「何で？」

「話があるから」

「俺はねぇけど」

　突き放すように言い放つと、志摩は憎々しげな眼差しで凪を睨み付けてきた。可愛らしい顔立ちが般若のように歪んでいる。

　志摩は一度舌打ちを漏らすと、ゆっくりと凪へと顔を寄せてきた。そのまま小声で囁く。

「コバ先輩のことで話がある」

　志摩の口から出てきた小林の名前に、ピクリと肩が戦慄きそうになった。

　小林とは、結局あれから一度も二人きりで会えていない。休み中の部活練習に出た時に小林の姿は見たが、凪が近付こうとすると「あー、備品整理しないとなぁ」だとか「そういえば、先生に呼ばれてたんだったー」などと明らかに嘘であろう言い訳を言いながら、足早に立ち去っていくのだ。その小林のすげない態度には、流石に凪も心が折れそうになった。更に夏休み中にはうなじの噛み傷が消えなかったのか、暑い中ハイネックを着ている小林を見るのも罪悪感があおられた。

　凪が軽く視線を上げると、志摩は促すように下顎を動かした。緩くため息を漏らして、立ち上がる。そのまま物言いたげなクラスメイトたちの視線を後に、凪は志摩に続いて教室を出て行った。

　志摩が向かったのは、校舎二階にある理科準備室だった。昼休憩時には使う生徒もおらず、中はがらんと無人になっている。ほのかにホルマリンじみた薬品の匂いが漂う薄暗い教室に入るなり、志摩は仁王立ちになって言い放った。

「ふッざけんなよ、陰キャ野郎」

「はァ？」

　開口一番に暴言を吐かれて、思わず脳天に血が昇りそうになる。凪が苛立ちに目尻を尖らせると、志摩はそれ以上に顔を歪めて続けた。

「ちょっと見た目が変わったぐらいで、調子に乗ってんじゃねぇよ」

「調子乗ってねぇし。つか、テメェこそいきなり喧嘩売ってきてんじゃねぇよ」

　言い返すと、志摩は大股で一歩近付いてきて、そのまま細い腕で凪の胸倉を掴んできた。シャツが引っ張られるのを感じながら、怒りで歪んだ志摩の顔を見下ろす。

「お前、二度とコバ先輩に近付くな」

「あぁ？　お前に何の関係があんだよ」

　突然の言葉に、苛立ちが噴き上がってくる。凪が胸倉を掴む手を払いのけると、志摩は低い声で吐き捨てた。

「見てたんだからな」

「はぁ？」

「夏休みに、お前がコバ先輩とシェルターから出てくるところ」

　その言葉に、一瞬ギクリと身体が跳ねそうになった。夏休み中にヒートになった小林と緊急用シェルターを使っていたところを、志摩に見られていたのか。

「コバ先輩に何しやがった」

　問い詰めてくる声に、凪は奥歯をキツく噛み締めて唸るような声を漏らした。

「だから、お前に関係ねぇって言ってんだろうが」

　繰り返すと、志摩は凪を見据えたまま怒りを滲ませた声をあげた。

「お前、コバ先輩を脅してんだろう。じゃなきゃ、先輩がお前なんかと一緒にいるわけない」

　決め付ける志摩の言葉に、目の奥が憤怒で熱くなるのを感じた。だが、志摩の言葉を完全に否定できない自分もいた。

　もしもあの夜、天宮に突き飛ばされる小林の姿を偶然見かけなければ、小林が凪と二人で過ごすことはなかったはずだ。そう自覚しているからこそ、余計に志摩の言葉が腹立たしかった。

「脅すわけねぇだろうが。つか、お前の方こそ何様だよ。勝手に先輩の保護者面してんじゃねぇよ」

　真上から志摩の顔を覗き込むようにして睨み付ける。途端、志摩がわずかに怯えたように視線を揺らすのが見えた。だが、それでも志摩は下唇を噛み締めて声をあげた。

「僕は……コバ先輩に幸せになって欲しいんだよ」

　志摩がぽつりと呟く。その言葉に、凪は怪訝に眉を顰めた。志摩がキッと目尻を吊り上げて、意気込んだ声で続ける。

「コバ先輩は、前に僕を助けてくれたんだ。お前みたいな図体ばっかりでかいベータに襲われてるところを」

　その言葉で、ようやく志摩が凪を異様に嫌う理由が解った気がした。だからこそ、余計に不快感が込み上げた。

　両腕を組んで、志摩を見下ろす。

「俺は図体でかいベータだけど、お前を襲った奴じゃない」

　噛んで含めるように言い放つと、一瞬だけ志摩がバツが悪そうに視線を逸らした。

「……解ってるよ」

「解ってねぇから、俺に八つ当たりしてんだろうが」

　志摩にとって、高身長のベータというのがトラウマになっているのかもしれない。だからこそ、凪に対して過剰なまでに攻撃的になっていたのだろう。そう理解はしても、今まで散々言われた嫌味をそうそう許せるわけがなかった。

　ありありと怒りを滲ませた凪の声に、志摩は一度視線を伏せつつも、首を大きく左右にブンッと振った。

「そう、かもしれないけどっ、今はそういうことを言ってるんじゃなくて、お前にコバ先輩に近付くなって言ってんだよっ！」

　自棄やけっぱちになったように、志摩が大きな声をあげる。その声に凪が不機嫌に顔を歪めていると、志摩が甲高い声で続けた。

「ベータが運命の番の邪魔をするなよ！　お前なんかがコバ先輩の幸せを壊すなッ！」

　幸せを壊すな、という一言に、一瞬張り裂けるような憎悪を覚えた。身体の内側から噴き出してきた怒りのままに、凪は志摩の胸倉を片手で鷲掴んでいた。途端、志摩が短い悲鳴を漏らして身体を硬くする。

　眼球の奥が怒りで鈍く痛むのを感じながら、凪は志摩を見据えたまま、殊更ゆっくりと声を漏らした。

「運命じゃなきゃ、先輩を幸せにできねぇのか」

「……は、何？」

「その運命の相手が、先輩を不幸にする奴だったらどうするんだ」

　凪の問い掛けに、志摩は何を言ってるんだ？　とばかりに訝しげな表情を浮かべていた。そんなこと有り得るわけないだろう、とその表情が言っている。

「運命よりも、俺の方が先輩を幸せにできる」

　そう断言する凪の言葉に、志摩が鼻で笑うようにかすかに片頬を歪める。志摩の嘲りの表情を見据えたまま、凪は突き放すような口調で言った。

「お前は黙って見てろ」

　言い放つなり、凪は掴んでいた志摩の胸倉を離した。志摩の横をすり抜けて、教室から出て行く。

「待てよっ！」

　呼び止める志摩の声が背後から聞こえたが、凪は立ち止まらなかった。廊下をずかずかと大股で歩いていく。

　腹の奥でモヤモヤと苛立ちが渦を巻いて暴れ狂っていた。『運命』という言葉が、何度も何度も頭の中で繰り返される。

「運命じゃなかったら、好きになったらいけねぇのかよ」

　無意識に自分の唇から愚痴るような言葉が零れていた。自分の声がかすかに悔しげにも泣きそうにも聞こえて、それが余計に惨めだった。

　運命という言葉の強さを、凪が誰よりも一番解っていた。

　この世界にたった一人しかいない、魂から惹かれ合う存在。自分のためだけに生まれてきた誰か。欠けたピースの片割れ。傍にいるだけで、今死んでもいいと思えるくらい体中を幸福な気持ちで満たしてくれる運命の人。

　そこまで考えた瞬間、どうしようもない遣る瀬無さに壁に頭を打ち付けそうになった。どうして自分はアルファではなくベータなのか。涙が出そうなくらい好きで好きで堪らないのに、小林の運命になれないのか。頭の中がめちゃくちゃで考えがまとまらない。

　立ち止まって、廊下の窓枠に両手をついて大きく息を吐き出した。開きっ放しの窓から、まだ残暑を感じさせるぬるい風が吹き込んでくる。かすかに緑の匂いが混じっている空気を吸い込むと、高ぶっていた感情がすこしだけ落ち着くのを感じた。

　ぼんやりと空を見上げていると、鼻先に柔らかな匂いがふっと掠めた。桜の匂いだと思った瞬間、凪は眼下へと視線を落としていた。

　一階の渡り廊下を小林が歩いている姿が見えた。次の授業が体育なのか、小林は短パンの体操着姿だ。隣を歩く男子生徒と楽しげに喋っている小林の姿を見た途端、凪は堪らず叫んでいた。

「先輩っ！」

　叫んだ瞬間、小林が校舎二階を見上げた。凪と目が合うと、「あ」の形に唇を開いたまま小林が硬直する。

「話があるんですけど！」

　二階から声が届くように、凪は大きな声をあげた。小林は戸惑ったようにキョロキョロと左右に視線を揺らした後、片手を口元に当てて叫んだ。

「授業始まるから、また部活の時にな！」

　そう小林が返すのと同時に、予鈴のチャイムが鳴り響いた。予鈴の音に焦ったのか、小林と一緒にいた男子生徒が「コバ、急げっ！」と言って駆けていく。

　男子生徒を追って走り出そうとする小林に向かって、凪は慌てて声をあげた。

「今すぐ話したいんです！」

「ごめん、また後でっ！」

　また後でって、そう言ってあんたはどうせ俺から逃げるじゃないか。

　込み上げてきた怒りが身体を勝手に突き動かす。凪は窓枠を両手で掴むと、窓の桟さんに片足をかけた。

　走りかけていた小林が凪の行動を見て、ギョッと目を見開いて立ち止まる。

「やっ、やめろッ！」

　小林の制止の声が聞こえたのと同時に、凪は窓の桟にかけていた足に力を込めていた。恐怖はなく、ただ目の前の人を逃したくないという気持ちしか今はなかった。

　二階から宙へと向かって一気に飛び出す。ふわりと一瞬だけ浮遊感を感じた後、すぐさま身体は地面へと向かって落下していった。

　地面まで落ちるまで数秒もかからなかった。両足から地面に着地した瞬間、足裏から頭の天辺までビリビリと痺れるような衝撃が走った。微電流のような痺れに膝頭を震わせていると、駆け寄ってきた小林に勢いよく両腕を掴まれた。

「だ、いじょうぶかッ!?　怪我してないか!?　痛いところは!?」

　もつれた声で矢継ぎ早に訊ねられる。小林は怪我がないか確認するように、凪の身体をぺたぺたと両手で触っていた。予鈴が鳴って他の生徒は皆教室に入っていたのか、小林以外に凪の飛び降りの目撃者はいないようだった。

　青褪めた小林の顔を見下ろしながら、凪は小さく声を漏らした。

「大丈夫です。どこも痛くないです」

　足はまだ多少痺れてはいるが、強い痛みはなかった。

　凪がそう返した途端、小林の強張った身体からゆっくりと力が抜けていくのが見えた。小林は、ほーっと長い息を漏らした直後、不意に目尻をキツく吊り上げた。そのまま片手を振り上げて、凪の頭を引っぱたいてくる。

「いっ、てぇ！」

　バチンッと勢いよく頭部を叩かれて、反射的に悲鳴を漏らしていた。着地した時よりも、今叩かれた頭の方がよっぽど痛い。ぢんぢんと痛む頭を片手で押さえていると、小林が張り裂けるような声で叫んだ。

「バカ野郎ッ！　何してんだよお前はッ！」

　真剣に怒っている声だった。小林のこんな声を聞くのは初めてだ。その怒声に、膨らみ切っていた威勢が一気に萎んでいくのを感じる。

　情けなくうなだれたまま、凪はぽつんと呟いた。

「だって……先輩が話聞いてくんねぇから……」

　子供みたいな言い訳が唇から零れる。飼い主に叱られた犬みたいにしょぼくれた凪の様子を見ると、小林は途端戸惑ったように視線を揺らした。

「だからって、二階から飛び降りることはないだろう……」

　話を聞かなかった俺も悪いけどさ、と付け加える辺り、やっぱり小林はお人好しだ。

　そのまま二人揃って黙り込んでいると、不意に一階廊下の方から野太い声を掛けられた。

「おい、そこの生徒たち！　早く授業に行きなさい！」

　視線を向けると、怖いと有名な生徒指導の男性教師がこちらを睨み付けているのが見えた。

「すいません、すぐに行きます！」

　そう答えると、小林は凪の腕を掴んで走り出した。小林に引っ張られるままに校舎の中を走っていく。

　そうして、校舎一階にある視聴覚室の前に来ると、小林は素早く教室の中をうかがった。教室が使われていないのが判ると、そのままドアの中へと素早く入っていく。

　視聴覚室の中は、前の授業後に開き忘れたのか、黒い遮光カーテンがかけられたままでひどく薄暗かった。どこか沈み込むような、ひんやりとした空気が室内に滞留している。

　教室内に入ると、小林は凪の手を掴んだまま窓際の方へと歩いていった。遮光カーテンの手前で小林が立ち止まった瞬間、本鈴が鳴り響く。

　本鈴の音を聞くと、小林は大きくため息を漏らした。

「あーあ、授業サボッちゃったじゃん」

　冗談めかすような口調でそう言うなり、凪の手をパッと離してしまう。だが、その声は責めるというよりも、どこか面白がっているように聞こえた。

「すいません、授業サボらせて」

　生真面目な口調で凪が謝ると、小林は苦笑いを浮かべたまま振り返った。

「次の授業、持久走だったからいいよ。俺、持久走苦手だし」

「俺も持久走苦手です」

　そう相槌を返すと、小林はふっと柔らかな笑みを浮かべた。両手を腰に当てて、小林が問い掛けてくる。

「それで、二階から飛び降りるくらいの話って何なんだ？」

　訊ねられた言葉に、凪は一瞬口ごもった。わずかな沈黙の後、そっと訊ねる。

「俺、迷惑ですか」

「迷惑？」

「俺に好かれるのは、先輩にとって迷惑ですか」

　問い掛けた途端、小林が目に見えて狼狽ろうばいするのが解った。落ち着かない様子で、小林はわたわたと視線を泳がせている。その様を見下ろしたまま、凪はか細い声で続けた。

「夏休みに映画観に行こうって言ってたのに断られるし、部活でも避けられてるし、俺が先輩のこと好きだって言ったの、先輩にとっては気持ち悪かったのかって思って……」

　自分で口に出せば出すほど、惨めで情けない気持ちが込み上げてくる。鬱々とした感情に耐えられずうつむくと、小林の焦った声が聞こえてきた。

「き、もち悪いとは思ってないし、迷惑とも、思ってないけど……」

「けど？」

　続きを求めるように訊ねると、暗がりでも判るぐらい小林の顔が赤く染まった。最近解ったが、肌が白いせいか、小林はすぐに赤くなる。

　一瞬押し黙った後、小林は教室の扉へと向かって足早に歩き出した。横を通り過ぎようとする小林の腕を、凪は慌てて掴んだ。

「先輩ッ」

　呼び掛けると、小林は凪の顔を見上げた。その眉尻が困り果てたように、くにゃりと垂れ下がっているのが見える。

「なんで逃げるんですか」

　そう問い掛けると、小林は凪から視線を逸らしてボソボソと呟いた。

「だから……」

「だから？」

「……どうしたらいいか解らないって、言ったじゃないか……」

　ぽつんと漏らされた一言に、凪は目を丸くした。まじまじと見つめていると、小林はひどく聞き取りにくい声で続けた。

「お前が、言ったんじゃないか。毎日、好きとか、可愛いとか、言うって……でも、そんなこと言われても、俺、どんな顔したらいいか解らないし……」

「だから、俺と二人で会わないようにしてたんですか？」

　思わず唇から唖然とした声が零れた。ぽかんとした凪の声を聞くと、小林はますますその顔を赤くした。

　かすかに悔しげな、子供みたいに戸惑った小林の顔を見ていると、不意に胸の奥から温かい感情が込み上げてくるのを感じた。凪は小林の両手を掴むと、グッとその顔を覗き込んだ。

「先輩、かわいい」

　囁くように告げた瞬間、小林が目を大きく見開いた。耳まで赤く染まった小林の顔を見つめたまま、凪は続けた。

「先輩、好きです。本当にかわいい……」

　耳朶に唇を押し付けるようにして繰り返すと、小林の首筋がぶるりと大きく震えた。懇願するような小林の声が聞こえる。

「……そういうこと、言うな、って……」

「イヤです。会えてない期間言えなかった分、今言います」

　懇願の声を跳ねのけて、何度もその耳元に、可愛い、好きだ、と繰り返す。何十回と繰り返していると、不意に小林の身体から力が抜けた。

　凪に両手を掴まれたまま、膝から力が抜けたようにペタリと座り込んでしまう。慌てて床に片膝をついて見つめると、小林の身体は熱く火照っていた。短パンの裾から覗く太股まで赤く色付いており、その皮膚からは濃い桜の匂いが染み出している。

　かすかに情欲を滲ませた小林の姿に、思わず咽喉が上下しそうになった。

「だから、やめろって、言ってんのに……」

　愚図る子供みたいに呟いて、小林が吐息を漏らす。熱っぽく潤んだ小林の目を見据えたまま、凪は掠れた声で問い掛けた。

「先輩、キスしてもいいですか？」

　凪の問い掛けに、小林がパチリと目を大きく瞬かせる。だが、すぐさま首を左右に振った。

「だ、だめだ」

「俺のこと嫌いですか？」

「嫌いじゃ、ないけど……だめだ」

「どうしてですか」

「……おれが、だめになっちゃうから……」

　なんだか色々と矛盾している気がする。嫌いじゃないのに、キスを断られるのが納得いかない。それでも、無理やり唇を奪って小林に嫌われたくはなかった。

「じゃあ、口以外ならいいですか」

　そう言い放つなり、小林の了承もなくコメカミに唇を押し当てた。一瞬身体がビクッと震えるが、小林が拒絶の言葉を吐くことはなかった。拒否されないことをいいことに、小林のコメカミから目元、頬から顎へとキスをしていく。

「好きです、先輩」

　キスの合間に何度も囁く。そうしている内に、強張っていた小林の身体からゆっくりと力が抜けていくのが解った。

「先輩が可愛くて、好きで仕方ないんです」

　祈るように何度だって繰り返す。目の前の彼が愛おしくて、抱き締めたくて、すべてを手に入れたくて堪らないのだと。

　見下ろすと、とろんと溶けた小林の眼差しと視線が合った。どこかぼんやりとした眼差しで、小林が凪を見上げてくる。

「お願いだから、俺から逃げないでください」

　小林の目を見つめたまま、乞うように囁く。小林は緩くうつむいた後、ぽつんと呟いた。

「逃げないから……もう二階から飛び降りるなよ」

　その言葉に、凪は思わず噴き出してしまった。凪が肩を震わせて笑っていると、小林はいじけたような口調で「バカ」と呟いた。








第四章　呪いをかけたのは誰だ




　もう九月中旬だというのに、やけに蝉の声が大きく聞こえる。死ぬ直前に命を燃やし尽くすような、断末魔の輪唱だった。

　鼓膜を貫いてくる蝉の声を追い払うように、緩く視線を伏せる。途端、額から滲んだ汗がぽつりと足下に落ちるのが見えた。

　予選大会が行われている弓道場が半屋外のせいか、じっとりと湿った空気が皮膚にまとわりついている。会場入りする前に、灰色の雲が薄っすらとかかった空を見上げて、雨が降りそうだなと思ったことをふと思い出した。

　だが、他愛もない思考は、弦が弾かれる音ですぐさま追い払われた。顔を上げると、隣に立っていた副主将である二年の藤原ふじわらが一射目を放っていた。

　その様を視界の端に映してから、凪はゆっくりと弓を引いた。弦が軋んだ音をあげるのを聞きながら、眼球の奥でキリキリと引き絞るように照準を合わせて、矢から指を離す。途端、弦をキツく弾いて、矢が的へと向かって解き放たれた。矢の先端が的に突き刺さった瞬間、「よぉおし！」と叫ぶ声が聞こえる。

　息を吐き出す間もなく、反対側の隣に立っていた小林が即座に矢を放った。一点のブレもなく的の中心に突き刺さる矢を見て、流石だなと思う。小林は表情を引き締めたまま、すでに二本目の矢を弓につがえている。

　張り詰めた緊張の中、四本の矢を射ち終わると、強張っていた肩からようやく力が抜けた。一礼をして後方へとゆっくりと下がっていると、隣から肩を叩かれた。

「お疲れ。よく頑張ったな」

　先ほどの厳しい表情とは別人のような緩んだ笑みを浮かべて、小林が立っている。その額には、薄っすらと汗が滲んでいた。

「でも、一本外しましたよ」

　拗ねた口調で凪が呟くと、小林はなだめるように凪の肩をぽんぽんと二回叩いてきた。

「初めての大会にしては、十分すぎる成績だぞ」

「ビギナーズラックかも」

「この天の邪鬼が。そこは九条を選んだ俺の判断が正しかったって褒めるところだろう？」

　冗談めかすような小林の台詞に、凪は軽く噴き出してしまった。

　実際、自分が予選大会のメンバーに選ばれた時はひどく驚いた。まさか三枠しかない団体戦メンバーに、一年生である凪が選ばれるとは想像もしていなかったからだ。凪を露骨に睨んでくる先輩部員たちに対して、小林は堂々とこう言い放った。

「俺は実力でしか人を選ばない。本人の実力ではなく、年齢や経験年数で選ぶ方がずっと不公平だからだ。不公平な判断の元で選ばれたいか？　それで真剣に喜べるか？　俺ならそれを評価ではなく屈辱だと受け取るし、実力でその座を勝ち取りたいと思う。皆はどうだ？」

　シビアな言葉だと思った。普段は穏和な小林の厳しい台詞に、部員たちは全員黙り込んだ。小林は勝負事に対しては怖いくらいストイックだ。だが、だからこそ小林は誰よりも勝負に強い。

「コバ先輩、お疲れさまでしたっ」

　控え場まで戻ると、凪をグイッと押し退けて志摩が小林に駆け寄っていった。またマネージャーみたいに、ふかふかのタオルを両手で差し出している。

　タオルを受け取りながら、小林が言う。

「ありがとう、志摩」

「先輩、すっごく格好良かったですっ。予選突破確実ですねっ」

　志摩の弾んだ声に、小林は柔らかな笑みを浮かべた。

「そうだな。皆のおかげだ」

　そう返しながら、小林は興奮する志摩を落ち着かせるように、その頭をぽんと軽く叩いた。小林に触れられて、志摩がますます高揚したように頬を紅潮させる。

　その時、不意に聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「大地、お疲れ様」

　絡み付くような甘い声が聞こえた瞬間、背筋にかすかに悪寒が走った。

　声の方へと視線を向けると、制服姿の天宮が立っていた。天宮の姿を見ると、小林は一瞬だけ顔を強張らせた後、曖昧な笑顔を浮かべた。

「あ……蒼司、来てくれてたんだな」

　戸惑いを滲ませた小林の声に対して、天宮は首を傾げて笑った。恋人を包み込むような柔らかな微笑みだ。

「当たり前だろう、大事な恋人の晴れ舞台なんだから。大地の試合を僕が応援に来なかったことなんてないだろう？」

　確かに恋人のフリをするのであれば、試合の応援に来ないというのは不自然だ。特に仲睦まじい運命の番同士であれば、何をおいても優先する事項だろう。

　そうは解りつつも、人前では優しい恋人のフリをする天宮の姿を見ていると、ひどく腹立たしかった。凪の存在を完全無視しているのも気に食わない。宣戦布告までしたというのに、ベータなんて相手にする必要すらないと思っているのだろうか。

「そっか。そうだよな。ありがとう、応援してくれて嬉しいよ」

　天宮の優しい言葉に対して、小林の返答は他人行儀だった。表情にも、どこかぎこちなさが滲んでいる。

　だが、天宮は小林の様子を気にとめる様子もなく、ゆったりとした足取りで近付いてきた。

「格好良かったよ、大地。こんな素敵な恋人を持てて、僕まで誇らしい気持ちだ」

　空々しい台詞を吐きながら、天宮が小林の肩を抱こうと腕を伸ばしてくる。だが、その瞬間、小林がタオルを握った両手でグッと天宮の胸元を押し返した。

　天宮がひどく面食らった表情で、小林を見ている。天宮の胸元に両手を押し付けたまま、小林が強張った声で呟く。

「俺、汗かいてるから」

　小林の言葉に、一瞬だけ天宮が口角を引き攣らせるのが見えた。わずかな戦慄きの後、天宮が気を取り直したように唇を開く。

「そんなこと僕が気にすると思ってるの？」

「俺が、気にするんだ」

　頑かたくなな声で返すと、小林は天宮から遠ざかるように一歩後方へと下がった。うつむいていた視線をあげて、小林が天宮を見つめる。だが、その眼差しに甘さはない。小林の表情を見て、天宮の顔からフッと笑みが消えた。まるで敵対する者同士のように、お互いをまっすぐ見据えている。

　そんな二人の様子を、志摩が目を丸くして眺めていた。

「主将、九条」

　緊迫した空気の中、声を掛けてきたのは副主将の藤原だった。

「予選結果が出た。秋吉あきよし先生が呼んでるぞ」

「解った。すぐに行く」

　そう答えると、小林は何も言わずに天宮に背を向けた。小林の背に向かって、天宮が声を掛ける。

「大地、一緒に帰ろう。外で待ってるから」

「まだ時間かかると思うから、先に帰ってていいよ」

「いや、待ってるよ」

　柔らかだが、どこか威圧的な声で天宮は繰り返した。小林が肩越しに振り返って、小さく答える。

「解った」

　喜びの欠片も感じられない声音で答えると、続けて凪へと声を掛けてくる。

「九条、行こう」

　その声に、慌てて駆け出す。ふと振り返ると、天宮がその場に立ち尽くしたまま、じっと小林の背を凝視しているのが見えた。その仄暗い眼差しに、かすかに怖気立つものを感じながらも、凪は天宮から視線を逸らした。










　顧問の秋吉先生から予選通過の報告を受けた後、軽いミーティングをしてから解散となった。迎えがない者は送迎バスで学校まで送られるが、家族の迎えがある者はどんどん会場から立ち去っていく。

　着替えを終えた部員たちが次々と帰って行くのを横目で眺めながら、凪は小林へとそっと声を掛けた。

「先輩は、生徒会長と一緒に帰るんですか？」

「うん……そうだな」

　明らかに気乗りしない口調で、小林が答える。

「先輩のところの親は迎えに来てないんですか？」

「うちの親は来ない」

　続けての凪の問い掛けに、小林はどこか投げやりな声で返した。その声音にわずかに違和感を感じつつも、続けて小林に訊ねる。

「俺のところ親が迎えに来るんで、よければ先輩も送りましょうか？」

　凪がそう提案すると、小林は笑いながら首を左右に振った。

「そういうわけにもいかないだろ。蒼司を待たせてるんだし」

「一生待たせとけばいいんですよ」

　凪のいい加減な返答に、小林はすこしだけ気分が晴れたみたいに笑みを滲ませた。

「流石に置いてきぼりは可哀想だろう」

「全然ちっとも可哀想じゃねぇし、ざまぁみろとしか思わないです」

　キッパリと答えると、小林は眉尻を下げて小さく笑った。その笑い声を聞きながら、凪は声をひそめて問い掛けた。

「というか、まだ天宮と付き合ってるフリしなきゃならないんですか」

　凪の質問に、小林がわずかに視線を伏せる。

「一応卒業するまでっていう約束だからな」

「向こうが他の女と堂々と出歩いてた時点で、そんな約束無効だと思いますよ」

「俺もそう思う」

　そう言いながらも、小林は、ふふ、と空笑いを漏らした。諦めたみたいな、かすかに自嘲的な笑い方だ。

「自分が我慢すれば済むなんて思ってたら、先輩ばっかり貧乏クジ引く羽目になりますよ」

　棘のある口調で言い返すと、小林は申し訳なさそうに眉尻を下げた。脱いだ弓道着を綺麗に折り畳みながら、小林が呟く。

「やっぱり、九条は優しいな」

「なんですか、それ」

「言いにくいことを、ちゃんとまっすぐ伝えてくれるから」

　ぽつんと小林が呟く。その言葉に、凪は眉を顰めた。

「正直、そんなことで優しいって言われても嬉しくないです」

「じゃあ……どう言えば嬉しい？」

　困ったように訊ねてくる声に、凪は小林へと顔を寄せて囁いた。

「優しくて好きになったとか、格好良すぎて惚れたとかなら嬉しいです」

　小声で告げた瞬間、小林の顔にパッと朱色が散った。淡く目尻を赤くした小林が、横目で凪をねめつけてくる。

「お前は、またそういうことを言う……」

「先輩が付き合ってくれるまで言い続けますけど」

「そんな……お前モテてんだから、俺なんかに構わなくてもいいだろ」

　うろたえたような口調で小林が言う。その言葉に、凪は露骨に眉根を寄せた。

　確かに見た目に気をつかうようになってから、やたらと声を掛けられたり、知らない相手から告白されることが増えた。だが、それが一体何だというのか。凪が以前の見た目だった時には、声も掛けてこなかった相手だ。

「俺が好きなのは先輩なんで、別の奴にモテても意味ねぇんですけど」

　語尾を強めて言い返すと、途端小林がうつむいた。うつむいているが、その耳朶が可愛そうなくらい赤く染まっているのが見える。

　いたいけな耳朶を見つめたまま、凪はそっと小さく囁いた。

「いい加減、大地さんって呼ばせて欲しいです」

「……まだ、ダメだ」

「まだってことは、いつかは呼んでいいってことですか？」

　凪のねだる声に、小林はますますうつむく首の角度を深くした。まるでこちらへと差し出すように、剥き出しになったうなじを見つめる。かすかに色付いた小林のうなじには、もう凪の歯形は残っていない。傷一つないうなじを眺めていると、ふと咥内にじわりと唾液が滲んでくるのを感じた。

　噛みたい。自分の痕を何度だって刻み付けてやりたい。世界中の全員に、小林が自分のものだと見せ付けてやりたかった。

　だが、ふと水滴が当たる音が聞こえてきて、小林が顔を上げた。更衣室の天井近くにある窓を見上げて、小林が呟く。

「雨だ」

　その声に視線を向けると、磨り硝子にポツポツと雨粒が落ちているのが見えた。










　会場から出ると、雨は本降りになっていた。雨に降られないよう急いで帰ったのか、会場周辺にほとんど人は残っていない。

「うわ、すげぇ降ってる」

　会場出入口の軒下に小林と並んだまま、ぼやくように呟く。同時にポケットに入れていたスマホが着信音を鳴らした。画面を見ると、着信元は母だった。受信ボタンを押して、スマホを耳に当てる。

『あ、凪か。今どこにいる？』

「今会場出てすぐのところにいる」

『じゃあ、お父さんと一緒に傘持ってそっちに行くから、ちょっと待っててくれるか？』

「解った」

　短いやり取りの後、電話が切れる。

「ご両親が来てくれるのか？」

　訊ねてくる小林へと頷きを返す。

「はい。こっちに向かってくれてるみたいです」

「それなら良かった。結構雨強いからな」

　白くけぶるように降る雨を見つめて、小林が呟く。

　そういえば天宮はどこにいるのだろうか、と視線を巡らせた時、ふと雨の中をこちらへと向かってずんずんと突き進んでくる真っ赤な傘が見えた。

　あれが天宮なのだろうか、と訝しげに目を細めた時、ふと傘の下で長い黒髪が揺れるのが見えた。

　そうして次の瞬間、近付いてきた赤い傘の下から細い腕が振り上げられた。小さな手のひらが勢いよく小林の左頬へと向かって叩き付けられる。雨音に混じって、バヂンッと高い音が響いた。

「は、ぁ!?」

　目の前の信じられない光景に、素っ頓狂な声が溢れる。凪は咄嗟に小林の腕を掴んで、自身の背中側へと引っ張り込んでいた。同時に、赤い傘の下から二撃目のビンタを放っていた手が空振る。

「何しやが――」

「ふざけないでよ、ムサい男オメガのくせにッ！　今日ミサの誕生日だったのに、あんたのどうでもいい試合のせいで蒼くんと一緒にいられなかったじゃないッ！」

　吐き出しかけていた怒声が、それ以上に甲高い声でかき消される。ギャンギャンと喚いているのは、以前天宮と一緒にいたミサという黒髪の女性だった。今日は淡い水色の半袖ワンピースを着ている。

　ミサは肩をいからせたまま、ヒステリックな声を張り上げた。

「元カレのくせに、みっともなく蒼くんにしがみ付かないでよッ！　ほんっとうに惨めったらしいッ！　あんたのクッサい臭いのせいで、蒼くんが迷惑してるって解んないのッ!?」

　喚き散らされる罵詈雑言に、脳味噌の芯が憤怒で焼き切れそうになる。小林を守るように片腕を伸ばしたまま、凪は鈍く唸り声を漏らした。

「テメェ、何言ってんだ……」

　だが、凪の声はミサに届いていないようだった。キーキーと喚き続けるミサの後ろから、紺色の傘が近付いてくる。

「ミサ、落ち着いて」

　そう声を掛けてきたのは天宮だ。小林が殴られたというのに、何も起こっていないかのように柔らかな笑みを浮かべている。

「だって、だってぇ、蒼くんっ」

「ミサの誕生日に一緒にいられなかったのは悪かったけど、高校卒業までの我慢だって言っただろう？　ほら、こんなに雨に濡れて、風邪を引いたら大変じゃないか」

　甘ったるい声をあげながら、天宮が濡れたミサの右手を掴む。ポケットから取り出したハンカチで丁寧に雨粒を拭っていく天宮の姿を、ミサはうっとりとした表情で見上げていた。

　何だこのクソみたいな茶番劇は。勝手に小林を当て馬扱いしやがって、こいつらはふざけているのか。大根役者のアドリブでも眺めているような、ひどく不快な気分だった。

　天宮が視線の端で、ちらりと小林を眺める。その目が一瞬ぐにゃりと愉悦に歪むのが見えた。ミサとの甘いやり取りを、あえて小林に見せつけているかのようだった。その行動は、傷付けることで、まだ小林が自分の手元にあることを確かめているようにも思える。小林を疎みながらも、元は運命であった存在を完全には手放したくはないのか。

　肩越しに振り返ると、左頬を薄っすらと腫らした小林がぼんやりとした眼差しで天宮とミサを眺めているのが見えた。モノクロのサイレント映画でも眺めているかのような、空虚で静かな眼差しをしている。

　その虚ろな眼差しを見た瞬間、目蓋の裏が真紅に染まるのが解った。咽喉から低い声が漏れる。

「『お前ら、黙れ』」

　口に出した瞬間、イチャイチャと喋っていた天宮とミサがピタリと黙り込んだ。天宮が驚いたように目を瞬かせながら、自身の咽喉を片手で押さえている。その仕草を眺めながら、凪は静かに続けた。

「『先輩に謝れ』」

　そう告げるのと同時に、天宮とミサの膝がガクリと折れた。傘が転がって、二人の身体に雨が激しく降り注ぐ。地面に膝を付いたまま、天宮が掠れた声を漏らす。

「な……なに……」

「『謝るんだ』」

　もう一度繰り返すと、まるで糸で縫い付けられたように天宮の両手が地面へと貼り付いた。ミサは、すでにべったりと額と両手両足を地面に付けている。自分の身体が思うままに動かせないことに恐怖を感じているのか、雨音に混じって、ヒッ、ヒィッ、とミサの引き攣った声が聞こえてきた。

　天宮は両手両足を地面に付けながらも、頭だけはギリギリのところで下げようとしない。天宮の咽喉から、あらがうようなうめき声が漏れている。

　なぜ天宮とミサが、自分の言葉に従っているのか理解できなかった。だが、雨に打ち付けられている二人の姿を見るのは、ひどく心地よかった。小林に与えた苦痛の分だけ、もっともっと醜態を晒せばいいとすら思う。

　水たまりの上でもがく二人の姿を冷たく眺めていると、不意に遠くから鋭い声が響いた。

「何をしてるんだ！」

　父の声だ。その声に、深く暗い場所に沈んでいた意識がふわりと浮かび上がってくる。顔を上げると、傘をさしてこちらへと駆け寄ってくる両親の姿が見えた。

　父は凪の腕を鷲掴むと、らしくもないくらい厳しい声をあげた。

「解ときなさい」

「解く？」

　父の言っている意味が解らず、強張った声が漏れる。父は目を細めると、言い聞かせるような声で言った。

「自由にする、と言いなさい」

「じ、『自由にする』？」

　口に出した瞬間、ぶるぶると震えていた天宮の身体からフッと力が抜けた。天宮は雨でびしょ濡れになった顔を上げると、ひどく憎々しげな眼差しで凪を睨み付けてきた。王子然とした顔立ちに似合わぬ、明らかな憎悪を滲ませた血走った瞳だ。

「うちの子が申し訳ない。きみも大丈夫かい？」

　母が甲斐甲斐しく声を掛けながら、小さく丸まったままのミサの身体を起こそうとする。だが、天宮は母の手を払い除けると、ミサの身体を強引に引っ張り起こした。そのまま何も言わずに傘拾い上げると、泣きじゃくるミサをつれて足早に立ち去ってしまう。

　天宮とミサの後ろ姿を眺めて、母が小さくため息を漏らす。そうして凪を見やると、母は静かな声で問い掛けてきた。

「何があったんだ？」

「……あの女が、先輩のことをいきなり殴ったから」

　ボソッと苛立ちが滲んだ声で返す。母は凪の後ろにいる小林に近付くと、赤く腫れた頬を眺めて呟いた。

「大丈夫？」

「――大丈夫です」

　小林は数度瞬いた後、ハッとしたように答えた。自身に起こったことを上手く把握できていないのか、腫れた左頬を手のひらで数度撫でてから、小林が深く頭を下げる。

「申し訳ないです。息子さんを俺のゴタゴタに巻き込んでしまって」

「謝らなくていいんだよ。きみが謝る必要はないんだからね」

　母の柔らかな声に、小林は一瞬だけ口角を引き攣らせた。かすかに笑みを浮かべて、どこか泣き出しそうな声で呟く。

「息子さんと、同じことを言うんですね」

　掠れた笑い声を漏らして、小林が深くうつむく。その様子を眺めながら、父がそっと問い掛けた。

「ご家族は迎えに来てくれてるかい？」

「……いいえ」

「じゃあ、一緒においで。家まで送っていくから」

　父の言葉に、小林の身体が強張るのが見えた。まるで銅像のように硬直した姿を見て、凪は恐る恐る小林の顔を覗き込んだ。

「先輩？」

「……家には、帰りたくない、です」

　うめくように呟かれた声に、母が優しく訊ねる。

「どうして？」

　問い掛けに、小林は唇を引き結んだ。頬の内側で、奥歯が硬く噛み締められているのが判る。

　その様子を眺めたまま、母はゆっくりとした口調で続けた。

「言いたくないなら無理には聞かないよ。でも、パンクしちゃいそうなら、いっそぶち撒けてしまいなさい。私たちは、きみの家族とは全然話したこともない人間なんだから、何を言おうが損にはならないよ」

　損にはならない、という言い方が何だか母らしかった。その言葉に気が緩んだのか、小林が小さく肩を揺らす。

　短い沈黙の後、小林がぽつぽつと言葉を漏らした。

「……大会前に、最近おかしいって家族に問い詰められて……卒業したら蒼司と別れるつもりだって伝えたら、お前が可哀想だと、母に泣かれました。運命の番に捨てられた、可哀想なオメガだって……」

　淡々とした声で呟いてから、小林は短い空笑いを漏らした。

「怒られるのも責められるのも耐えられるけど、哀れまれるのは……苦しい」

　ぽつりと弱音を漏らして、小林は片手で目元を覆った。手のひらの下から、一筋の涙が頬を伝っていくのが見える。小刻みに震える身体を見た瞬間、凪は小林の肩をそっと抱き寄せていた。

　凪と小林の様子を眺めてから、母が呟く。

「じゃあ明日は日曜日だし、今日はうちに泊まっていきなさい」

「……いいん、ですか？」

　目を真っ赤にした小林が訊ねる。母はふわりと笑みを浮かべると、もちろんとばかりに頷いた。

「今日は焼き肉パーティーをしようと思ってたんだ。ちょっと肉を買いすぎてたから、一人増えてちょうど良かったよ」

　長閑のどかな母の声に、小林はかすかに口元に笑みを浮かべて「ありがとうございます」と掠れた声で返した。










　薄暗いリビングには、数時間前におこなった焼き肉の匂いが濃く漂っていた。くん、と鼻を動かすと、すこし焦げた肉の匂いが鼻孔に潜り込んでくる。

　小林に肉をたくさん食べさせようとして、ホットプレートに大量に肉を並べた結果、半分ぐらい焦がしてしまったことを思い出す。母からは一気に焼き過ぎだと叱られたが、小林は何だかやけに嬉しそうに焦げた肉をどんどん口に運んでいた。その表情を思い出すと、胸の奥がキュッと絞られたみたいな感覚を覚える。

　その後、順番に風呂に入ったのだが、小林のパジャマとして貸し出されたのは凪の服だった。小林は決して小柄ではないが、それでも凪の服は大きくてすこしダボッとしていた。手の甲近くまで覆う服の袖を見つめながら、小林が感心したように呟いていた。

「九条は、本当にでかいなぁ」

　その言葉に、若さ溢れる青少年がよからぬ気持ちを抱いても仕方ないだろう。

　グゥっとうめきたくなる衝動を堪えつつ、一階の客間に入っていく小林を見送ってから二階の自室にあがったが、どうにも眠れない。試合後に起こったことが、頭の中をぐるぐると回る。なぜ天宮とミサが自分の言葉に従ったのか。自分は一体何をしたのか。

　あれが何だったのかを父だけは理解しているような気がしたが、父に訊ねようとすると「今日は小林くんがいるから明日話そう」とだけ言われて、何も教えては貰えなかったのだ。確かに小林がいる前で、天宮やミサの話を蒸し返すことはしたくなかったが、だからといって悶々とした気持ちを抱えて一夜を過ごすのは精神的に宜しくはなかった。

　ベッドに横たわっても全然寝付けず、仕方なく水でも飲もうかと今リビングに降りてきたところだった。壁の時計を見ると、時刻は０時を過ぎていた。リビングの窓から外を見やると、もうすでに雨はやんでいるようだった。時折屋根から落ちる雨粒の音が、ポツン、ポツン、と静かに聞こえるだけだ。

　電気も付けぬまま、キッチンへと向かう。グラスに注いだ水を飲んでいる時、ふくらはぎに柔らかいものが触れる感触があった。視線を下ろすと、黄色い毛並みがぼんやりと見えた。

「クック、起きてきてくれたのか？」

　凪が降りてきたのを聞きつけて、ペット部屋からわざわざ来てくれたのか。パタパタと尻尾を振るクックの頭を、しゃがみ込んで両手で撫でる。途端、クックの黒い鼻からピスピスと嬉しそうな鼻息が漏れた。

　だが、その次に聞こえてきた声は予想外だった。

「九条、起きてるのか？」

　慌てて立ち上がると、リビングの扉の方から心細そうに顔を覗かせている小林の姿が見えた。

「先輩、どうしたんですか」

　凪が声を掛けると、途端ほっとしたように小林は表情を緩めた。暗がりの中、足音を立てないようにゆっくりと近付いてくる。

「二階から降りてくる足音聞こえたから、九条かなって思って」

「すいません、起こして」

「違う違う。俺も眠れなくって。だから、九条が良かったらちょっと喋りたいなって思ったんだけど」

　うかがうような口調で小林が言う。その言葉に、凪は速攻で頷いた。

「はい、朝まででも喋ります」

「流石に朝までは喋んないよ」

　凪の返答に、小林がおかしそうに笑い声を漏らす。凪の足下に座っているクックに気付くと、小林はその場にしゃがみ込んでクックの頭をよしよしと撫でた。

「クックくんも起きてたのか？」

　小林が柔らかな声で訊ねると、クックはお座りしたまま尻尾をパタンパタンと左右に跳ねさせた。その仕草を見て、小林が和んだように目を細めている。小林に撫でられて満足したのか、のんびりとした足取りでクックは自分の寝床に戻っていった。

「電気つけましょうか？」

「いや、いいよ。暗い方が落ち着くから」

　答えながら、小林がゆっくりとした足取りで庭に面した掃き出し窓へと近付いていく。その後を追って窓から外を眺めると、千切れ千切れになった灰色の雲の隙間から淡く月明かりが射し込んでいるのが見えた。

「窓すこし開けても大丈夫か？」

　訊ねてくる声に、はい、と答えると、小林はそうっと窓を開いた。カラカラと小さな音を立てて、窓ガラスが桟を滑っていく。網戸越しに、雨の匂いが混じった夜の空気がすぅっと室内へと流れ込んでくる。静けさの中、澄んだ空気を吸い込んで、小林の胸が大きく上下した。

「涼しくて気持ちいいな」

「もう秋ですから」

　そうだな、と相槌を漏らして、小林がぺたんと掃き出し窓の前に座り込む。そのまま小林は、ぼんやりと空を見上げていた。雲の隙間からは、時々三日月が顔を覗かせている。

　凪はソファからブランケットを持ってくると、小林の膝の上にさり気なくブランケットをかけながら、隣に座り込んだ。

「寒くなったら使ってください」

　何気ない口調でそう告げると、小林は膝の上のブランケットを手のひらで撫でて「ありがとう」と嬉しそうな声を漏らした。

「なんかこの家に来て、なんで九条が優しいのか解った気がする」

「何ですか、それ」

　訝しげに問い掛けると、小林は自身の片膝を抱えて凪を見やった。

「素敵なご両親だな」

「そりゃ……どうも……」

　親を褒められた気恥ずかしさに、返す言葉がどこかつっけんどんになってしまう。凪のそぞろな返答に、ますます小林がおかしそうに小さく笑い声を漏らす。その笑い声にムッと顔を顰めていると、小林がなだめるように声をあげた。

「ごめんごめん。でも、からかってるんじゃなくて本当の気持ちで言ってるんだよ」

「解ってますよ。うちの親は優しいです」

　半ば自棄やけ気味に凪は答えた。やたらとイチャつく癖はどうにかして欲しいが、息子のことを心から想ってくれている良い親だとは思う。

　凪の返答に、ふと小林はその表情から笑みを消した。またぼんやりとした眼差しで空を見つめて、ひとりごとみたいに呟く。

「うちの親も、良い親なんだよ」

　どこか自分自身に確かめるような口調だった。そのまま凪が見つめていると、小林は淡々とした口調で続けた。

「九条のお母さんと一緒に、後輩の家に泊まるって連絡したら、すげぇ心配してくれた。ひどいことを言って悪かった、って。誰と番になっても、誰とも番にならなくてもいい。お前の好きなように生きていいから、ちゃんと家には帰ってきなさいって」

　小林が口元にかすかに笑みを浮かべる。喜んでいるというよりも、どこか戸惑いを滲ませた笑みだ。

「可哀想って言われたくなかったんだ、誰にも。可哀想って言われたら、本当に自分が惨めになる気がして――でも、たぶん俺が俺のことを一番可哀想って思ってたんだろうな。蒼司に捨てられて、これから自分はどう生きたらいいのかも解らなかった。不安で寂しくて、ずっと怖くて堪らなかった。家族にはそれが透けて見えたんだ。俺を惨めにしてたのは、俺自身だった」

　そう言い切ると、小林は大きく息を吐き出した。ふっと小林の目が凪へと向けられる。その静けさをたたえた眼差しに、凪は一瞬息を呑んだ。

「ごめん、九条」

「……なんで謝るんですか」

　イヤな予感に、じわりと舌の上に苦い唾がわき上がってきた。静寂がやけに耳に突き刺さって、怖気がこみ上げてくる。凪がまっすぐ見据えていると、小林はわずかに視線を伏せて呟いた。

「お前のことを利用してるから」

「利用って、何をですか」

「お前の優しさにつけ込んでる。お前に好きだって言われて、まだ自分は誰かに必要として貰えるんだって安心して、優越感に浸ってるんだ。お前の告白に対して、答えも出さずにずるずる引き延ばしてるのに」

「それの何が悪いんですか」

「こういうやり口は卑怯だ」

　自分自身を断罪するような口調で、小林は言い放った。何かと決着をつけようとする気配を感じ取って、凪は咄嗟に小林の腕を掴んだ。途端、小林の身体がピクリと跳ねる。

「じゃあ、もっと卑怯になってください。俺を利用できるなら、思う存分利用してください。答えなんて一生出さなくてもいいです」

「そんなことはできない」

　小林の返答はキッパリしていた。ますます這い上ってくる悪寒に、二の腕にぷつぷつと鳥肌が立つのが解った。恐怖で、唇が震えそうになる。

　凪の混乱に気付いていないのか、小林は視線を伏せたまま淡々とした口調で続けた。

「九条には、本当に悪いことしたと思ってる。蒼司に対して未練たらたらな俺の泣き言を散々聞いてもらって、都合の良い時だけ利用して甘えて……だから、いい加減答えを出さなきゃって――」

「先輩、俺のことフるんですか？」

　小林の声を遮って、無意識に唇から言葉が溢れていた。自分でも情けなくなるくらい、ひどく怯えた、泣き出しそうな声だった。

　凪の言葉を聞くと、小林は驚いたように目を見開いた。小林の顔を見つめたまま、震えた声で続ける。

「まだ、答えを出さないでください。俺に、先輩のことを好きなのをやめさせようとしないでください」

　自分は、なんて馬鹿な懇願をしているんだろうか。第三者が聞いたら、きっと鼻で笑われるだろう。フられるのを先延ばしにして、好きでい続けさせて欲しいだなんて阿呆過ぎる願いだ。

　切実な凪の声に対して、小林は挙動不審な様子で目を瞬かせていた。その唇から上擦った声が漏れる。

「ちょ、ちょっと待て」

「待ちます。何年でも何十年でも死ぬまででも。一生応えてくれなくても、待ちますから」

「そっ、そうじゃなくて」

「先輩にとって二番目でも、三番目でもいいですから――」

　切々と訴えかけていた声が、突然唇に押し当てられた人差し指で遮られる。小林は凪の唇に人差し指を当てたまま、じっと凪を見上げて言った。

「すこし、静かに」

　言い聞かせる声に、凪は唇を引き結んだ。小林はそっと凪の唇から指を外すと、ふぅっと小さく息を吐き出した。

「もう待たなくていい」

　その一言に、心臓が矢で貫かれたかのように痛むのを感じた。自分の意志とは関係なく、眼球が潤んでいく。フられて泣くなんて情けないと解っているのに堪えられない。

　小林は潤んだ凪の瞳を見ると、ふっと困ったように笑みを浮かべた。そうして、柔らかな声で囁いた。

「好きだよ、九条。俺と付き合ってくれますか？」

　唐突に告げられた言葉に、ぽかんと唇が半開きになった。唖然とした表情を浮かべる凪を見て、小林が小さく笑い声を漏らして言う。

「誤解させてごめんな。九条をフったりしないよ」

　笑い声混じりの声に、凪は掠れた声を漏らした。

「でも……俺は、アルファでも、先輩の運命でもないです」

　あれだけ自分から告白してきたというのに、今更過ぎることを言っている気がする。ただ、どうしても不安だったのだ。ただのベータでしかない自分を、小林が本当に選んでくれたのかと。

　アルファと番わなければ、オメガは一生ヒートの苦しみから逃れられない。ベータにはオメガを癒す力はないから。

　表情を曇らせる凪を見て、小林は一瞬表情を消した。どこか真面目な、淡々とした口調で小林が言う。

「お前がベータでも、運命じゃなくても構わない。そんなの関係なく、俺は九条凪っていう人を好きになったんだ。オメガとアルファってだけで番になるより、俺は自分が好きだって思った人と一緒にいたいよ」

　そう言い切ると、小林は両手を伸ばして凪の両頬をそっと挟んだ。間近でじっと凪の瞳を見据えたまま、小林が続ける。

「優しくて好きになったし、九条が格好良すぎて惚れた」

　それは今日、大会の更衣室で凪が言われたら嬉しいと言った言葉だ。小林はどこか冗談めかすように、ふ、ふ、と笑い声を漏らした後、柔らかな声で訊ねてきた。

「俺と付き合ってくれますか？」

　先ほどと同じ言葉が告げられる。真摯に凪を見つめてくる小林の眼差しに、一瞬息が止まりそうになる。次の瞬間、真っ白だった頭の中に、突き上げるように歓喜が溢れ出してくるのを感じた。

「つ、きあいますっ」

　高揚のあまり、声が上擦って変なイントネーションになった。小林の両手を掴んで、ずいっと顔を近付けて繰り返す。

「先輩と、付き合いたいです」

　今度は噛み締めるように口に出した。小林は凪の瞳を見つめた後、ふにゃりと頬を緩めて笑った。

「はい、よろしくお願いします」

　丁寧な口調だが、その声音に喜色が滲んでいるのが解る。胸がきゅうっと絞られるようなときめきを感じながらも、ふと浮かび上がってきた不安から凪は唇を開いた。

「でも先輩……生徒会長のことは……」

　もう好きではないのか。長年想ってきた運命の番を、本当に諦めることができるのか。

　小林は一瞬だけ寂しげに視線を伏せると、静かな声で呟いた。

「ちょっと前から、蒼司と一緒にいても幸せな気持ちにならなくなったんだ。前まではすごく良い匂いがしてたのに、段々その匂いも感じられなくなって……そうしたら今まで言われたこととか思い出して段々腹が立ってきてさ――なんか薄情かもしれないけど」

　ぽつんと小林が呟く。その言葉に、凪は首を左右に振った。

「先輩が薄情なんじゃなくて、あいつの自業自得じゃねぇっすか。むしろ突き飛ばしたり、傷口を抉ってきたような奴に対して、まったく腹立てない人の方がおかしいですよ」

　凪が急いた声で答えると、小林はほっとしたように表情を緩めた。だが、ふと表情を硬くすると、凪の腕を掴んできた。

「蒼司と別れるから、九条と付き合うわけじゃないからな。俺は、ちゃんと九条のことが好きになったから付き合いたいんだからな」

　誤解しないでくれ、とばかりに小林が言い募る。その焦った声に、無意識に口元が緩むのを感じた。

「解ってます。先輩がそんな人じゃないってのは、俺が一番よく知ってますから」

　凪がそう告げると、小林は安心したように笑みを滲ませた。かすかにはにかむような、幼げな笑みだ。

　不意に胸の奥からせり上がってきた衝動に堪え切れず、凪は両腕で小林の背中を抱き締めていた。小林の温かい体温を感じながら、その首筋に頬を擦り寄せる。

「絶対に幸せにしますから、俺と結婚してください」

　そう囁くと、小林は凪の背中をぽんぽんと片手で叩きながら軽やかな笑い声を漏らした。

「いいけど、気が早いなぁ」

「絶対に大切にしますから」

　小林の耳元に唇を押し付けて呟く。途端、くすぐったがるように小林が肩を揺らした。

「はい、よろしくお願いします」

　胸がいっぱいになったみたいな、満ち足りた声だ。そう囁く声に、目の奥が幸せでじわりと潤んだ。凪がグズと鼻を鳴らすと、小林は軽く身体を離した。潤んだ凪の瞳をじっと見つめて、おかしそうに呟く。

「九条は、可愛いなぁ」

「いきなり、何すか……」

　突然可愛いなんて言われて面食らう。潤んだ目を瞬かせていると、不意に小林の顔が近付いてきた。唇に柔らかい感触を感じて、胸の奥が震える。触れるだけのキスだというのに、身体の内側が幸福で満ちていく。

　唇を離すと、小林は凪の胸元に顔を擦り寄せて、ほぅと小さな吐息を漏らした。

「俺を選んでくれて、ありがとう」
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　翌日、母の送迎で小林は自宅へと帰っていった。

「また明日、学校でな」

　そう言って手を振る小林に、名残惜しいものを感じながらも凪も手を振り返した。去っていく車を見送った直後、父に声を掛けられた。

「凪、行くぞ」

「は、どこに？」

「病院」

　端的な父の言葉に目を剥く。もう一台の車にさっさと乗り込んでしまった父の後を追って、助手席に潜り込みながら問い掛ける。

「なんで病院に行くんだ？」

　凪がシートベルトを付けたことを確認してから、父は車を発進させた。前を見据えたまま、淡々とした口調で父が答える。

「バース性が変異してる可能性がある」

「は、変異？」

「母さんもそうだったんだ。元々はベータだったのに、父さんが噛んだことによってオメガに変異した。その特異性がお前にも遺伝しているのかもしれない」

　矢継ぎ早に告げられる衝撃の事実に、全然頭が付いていかない。母が元々はベータだったなんて初耳だった。

「ちょ、ちょっと待て。だからって、なんで俺が変異したってことになるんだよ」

　上擦った声で問い掛けると、父はちらと横目で凪を見やった。

「昨日、凪はあの男女を言葉で従わせたな」

　ふと昨日の天宮とミサのことを思い出す。凪の言葉に操られるようにして、雨に打たれながら土下座までしようとした姿を。

「アルファ同士でも序列はある。上位のアルファであれば、自分より下位の者を言葉で従わせることができる。コマンドと呼ばれる行為だが、お前がやったのはそれだ」

　父の言葉に、口が半開きのまま閉じられなくなる。呆然とする凪に対して、父は続けて訊ねてきた。

「最近、何か自分の身体がおかしいと感じることはなかったか？」

　その問い掛けで思い出したのは、小林と緊急用シェルターに入った時のことだ。小林と絡み合った時に、凪の陰茎の根本に浮かび上がったコブのようなもの。あれ以降コブが出てくることもなかったので、見間違いか何かだと思い込んでいたが。

「あ、あー……」

「何だ」

「いや、その……」

　相手が親とはいえ、流石に自分の下半身事情を話すのははばかられた。むしろ親だからこそ余計に言いづらい。

　もごもごと言いよどむ凪の反応を見て、父が言葉を重ねる。

「病院で言わないといけないんだから、ここで先に言っておきなさい」

　親らしいピシャリとした物言いだった。その言葉に、凪は数回唇を上下させてから、自棄やけ気味な声で言い放った。

「ち、んこの根本に、なんかコブみたいなのができたことが、あったんだけどっ」

　叱られた子供が言い訳するみたいな拗ねた口調になったのが、ひどく恥ずかしかった。だが、羞恥のあまり窓の外へと視線を向ける凪に対して、父の反応は平淡だった。

「ノットだな」

「ノット？」

　初めて聞く単語だ。怪訝な声をあげる凪に、父は表情も変えずに呟いた。

「あぁ、ベータはノットを知らないのか。ノットは、オメガとの性行為中にアルファの性器の根本に浮かび上がる亀頭球のことだ。射精時にオメガの中から陰茎が抜けないようにして、確実に精子を着床させるためのものだな」

　保健体育の教師のように、父は抑揚のない声で言った。それでも告げられる内容の生々しさに、カッと皮膚が熱くなるのを感じた。

　つまりノットが出てきた時、自分の身体は小林を孕ませようとしていたのだ。もしもあの時、欲望に負けて挿入していたらと思うとゾッとする。同意もなく、小林を妊娠させるところだった。

「相手は小林くんか」

　続けられた父の質問に、咄嗟に凪は答えられなかった。黙り込む凪に対して、父が言い聞かせるような口調で言う。

「お前を責めるために聞いてるんじゃない。ただ大事なことだから、ちゃんと答えなさい」

　意固地になった子供をなだめるような穏やかな声音だ。凪は一度咽喉を上下させた後、鈍い動作で頷いた。視界の端で凪の頷きを見て、父が訊ねてくる。

「小林くんは妊娠してるか？」

「それは、してない。最後までは、してねぇから」

　ぎこちない声で答えると、父は一度だけ小さく頷いた。

「小林くんとは付き合ってるのか」

「……その時は違ってたけど、今はちゃんと付き合ってる」

　微妙な凪の返答にその意味を悟ったのか、父は緩い息を漏らした。どこか諦念と自嘲が混じったような父の様子に、胃がかすかに痛むのを感じる。

「俺は、アルファになってるのか？」

　凪の質問に、父は一瞬押し黙った後、静かな声で答えた。

「それを調べるために病院に行くんだ」










　十年前まではバース検査の結果が出るまでに数日は要したらしいが、今では検査技術も発達して数時間も待たずに検査結果が出るようになったらしい。

　そうして今、診察室の椅子に座ったまま、医師から差し出された検査結果の紙を受け取って凪は呆然としている。

「凪くんには、九条誠一さんの特異性が遺伝したようですね。検査したところ、バース性がベータからアルファへと変異していました」

　縁なしの眼鏡をかけた四十前後の医師は、ひどく事務的な口調でそう告げた。その言葉を上の空で聞きながら、凪は手元の紙へと視線を落とした。紙には『検査結果：α』と書かれている。

「つまり、凪はベータとアルファ、二つのバース性を元々持っていたということですか？」

　凪の隣に座る父が、医師へと問い掛ける。医師は軽く頷くと、再び淡々とした声で続けた。

「その通りです」

「それなら、今後ベータに戻ることもあるということですか？」

　父の問い掛けに、医師が首を左右に振る。

「いいえ、もう凪くんのバースは戻りません」

　医師の言葉に、父が訝しげに眉を顰める。医師は凪を見ると、穏やかな声で訊ねてきた。

「きみには、もう番契約を結んでる相手がいるね？」

　その時、不意に肉を噛み締めた感触がよみがえってきた。緊急用シェルターで、ヒートを起こした小林のうなじを血が出るまで噛んだことを。もし自分がアルファなのだとしたら、あの時に小林と番になっているはずだ。

　唇を半開きにしたまま、凪は小さく頷いた。

「番は、います。相手がヒートになった時に噛んだので、その時に番になったんだと思います」

「それはいつ頃かな？」

「夏休みの始め、ちょうど二ヶ月ぐらい前です」

　凪が答えると、父が怪訝な声を漏らした。

「先生。妻が――誠一さんがベータからオメガに変わった時は、身体の変異に伴って高熱が出ました。ですが、凪は夏休みに特に熱を出していません」

　副反応もなく、バース性が変異することが有り得るのか、とばかりに父が訊ねる。父の言葉に、医師は一旦考え込むように自身の下顎に指先を当てた。しばらくの沈黙の後、医師が唇を開く。

「確実ではありませんが、凪くんの身体がアルファに変わったのは、もっと前という可能性が高いかと思います」

「もっと前？」

「過去に、しばらく高熱が続いたということはありませんか？」

　昔の記憶を掘り返すように、視線を宙に浮かべる。そして、不意に思い出した。

「中三の時に」

　凪が呟くのと同時に、父も思い出したのか相槌を打つように言った。

「凪の身長が一気に伸びた時か」

　中学三年生になって、いきなり身長が二十センチ近く伸びたのだ。成長痛が凄まじくて、高熱と痛みでベッドの中で脂汗を流す日々が続いていたことを思い出す。あの高熱は成長痛からではなく、身体がベータからアルファへと変異していたからだとしたら。

　呆然とする凪を見て、医師が緩く頷いて唇を開く。

「もしそれがバース性の変異だったのであれば、その頃に凪くんのバース性がアルファに傾くキッカケがあったはずです」

　キッカケという一言に、思い浮かぶことなんて一つだけだった。

　凪は膝の上でぎゅっと拳を握り込むと、掠れた声で答えた。

「……番になった相手に、初めて会ったのがその頃です」

　凪の言葉に、医師がやや驚いたように眼鏡の奥の瞳を大きくする。

「それは……随分と相性の良い相手だったんですね。出会っただけでバース性を変化させるほどとは」

「でも、その人には他に運命の番がいたんです」

　食い気味にそう告げると、医師は更に驚いたようにパチパチと両目を瞬かせた。その顔を見つめたまま、凪は何かにせき立てられるようにして言葉を続けた。

「ただ、その人の匂いがいきなり変わって、運命の番から嫌われるようになったんです。獣の生皮みたいな臭いがするようになったって……俺と出会った後ぐらいから……」

　自分自身の言葉に、全身の血の気がサァッと引いていくのが解った。

　凪が小林と初めて出会ったのは、華の卒業式だ。そして、天宮が小林の匂いを嫌がるようになったのは、春休みに海外から戻ってきてからだ。時系列を考えると、最悪な辻褄があってしまう。

　医師は再び考え込むように視線を伏せた後、感嘆と哀れみが入り交じった声を漏らした。

「可能性としてあるのは、潜在的にきみがその運命の番のアルファよりも序列が上位のアルファだったということです。きみは運命の番がいるオメガを、自分のものにしたいと無意識にでも望んだ。そして、おそらくそのオメガにブラインドをかけたんです」

「ブラインド？」

「アルファが自分の匂いをオメガに付けて、他のアルファを牽制することを俗称ではマーキングと呼ぶのですが、ブラインドはそれの上位互換の行動ですね。アルファが自分のフェロモンで、オメガの匂いを覆い隠してしまう。そうすると、他のアルファにはそのオメガの匂いが悪臭としか感じられなくなるんです。かなり高等な技なので、ブラインドができるアルファは極少数なのですが」

　医師の説明に、ひくりと咽喉が上下する。熱くも寒くもないのに額から冷汗が滲み、二の腕に鳥肌が立っていた。自分の心臓がイヤな感じに早鐘を打っているのが解る。

「ブラインドのためには、自分の精液を相手の体内に塗り込むのが一番ですが、体液や血の交換でも代用できます」

「俺は、そんなことは、してません……」

　初対面の時に、小林にそんなことをした覚えはなかった。接触といえば、精々指切りげんまんをしたぐらいだ。

「もしくは、自分が長年持っていたものを相手に身につけさせるか」

　続けられた医師の言葉に、咽喉が引き攣りそうになった。頭を過ぎったのは、小林のスマホに付けられた犬のストラップだ。凪が子供の頃に作ってから、ずっと持っていたもの。

　ストラップを渡した時に、小林は凪がこのストラップを『お守りだ』と言って渡したと言っていた。『肌身離さず持ってたら守ってくれるから』と。

　ストラップを撫でる小林の姿を思い出した瞬間、ぞわりと背筋が戦慄くのを感じた。自分自身の無自覚なおぞましさに吐き気すら覚える。

　何がお守りだ。ただの呪いのアイテムじゃないか。

　自身の口元を押さえたまま微動だにしない凪を見て、父が肩を叩いてくる。

「どうなんだ、凪」

「……先輩に、ストラップを渡した」

　凪の強張った返答に、父は何も言わなかった。ただ、凪の肩をぎゅっと強く握ってきた。

　医師が静かな声で言う。

「きみが、そのオメガの子を選んだ」

　選んだんじゃない。呪ったんだ。身勝手な恋心で、小林の幸せをめちゃくちゃに踏み躙った。運命の番と結ばれるはずだった小林を、強引に自分のものにした。

　小林を不幸にしたのは、自分だった。
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「凪、起きてるか？　夕飯は凪の好きなサンマを焼いたけど、食べないか？」

　柔らかな声とともに、自室の扉がノックされる音が聞こえる。だが、凪はベッドの中にうずくまったまま動けなかった。凪の反応がないことに諦めたのか、ノックの音が止まって、心配げな母の声が再び響く。

「ご飯は部屋の前に置いておくから、お腹がすいたら食べなさい。……ひとりで悩みすぎないように」

　柔らかな声の後、母が立ち去っていく足音が聞こえた。トン、トン、と階段を降りていく規則的な音を聞いていると、胸の底から情けなさが込み上げてきた。

　こんなのは、まるっきり引き篭もりの馬鹿息子だ。実際、その通りだと思う。自分は本当に馬鹿で、どうしようもないクズ野郎だ。

　身体の内側で荒れ狂う自己嫌悪に、叫び声をあげそうになる。咽喉の奥で獣のような唸り声を漏らして、両手でシーツを鷲掴む。

　病院からの帰り道。茫然自失のまま外を見つめる凪に対して、父はこう言った。

「変えられない過去は、誠意をもって償っていくしかない」

　それはきっと父の経験に基づいた台詞なのだろう。言葉にできないぐらい、ひどい方法で母を手に入れた父。あんたはそんなことをしないのよ、と姉に言われたのに、すべて裏切ってしまった。

　自分は父と同じ、それよりも陰惨な道へ進んでいる。自分のものにするためだけに、幸福だった人間を地の底にまで叩き落としたのだから。それも、誰よりも好きで堪らない相手を。

「一人で解決できない時は、必ず相談しなさい」

　父はそう言葉を続けたが、一体どう相談すればいい。どう解決すればいい。小林にどうやって謝ればいいのか。

　考えれば考えるほど、万力で締め付けられたように胃がギリギリと痛んだ。布団を被ったまま、両手で腹を抱えて鈍いうめき声を漏らす。

　その時、不意にスマホのバイブ音が聞こえた。布団からのろのろと這い出て、ベッドサイドに放り出していたスマホを手に取る。

　表示名を見て、反射的に咽喉が引き攣った。画面に表示されていたのは、小林の名前だ。

　しばらくじっと画面を見つめてから、覚悟を決めて受信ボタンを押す。スマホを耳に押し当てると、小林の明るい声が聞こえてきた。

『あ、九条か？　いきなり、ごめんな。今大丈夫か？』

　どこかはしゃいだようにも聞こえる小林の声に、また心臓が突き刺されたように痛んだ。片手で左胸の辺りを掴んだまま、凪はか細い声で答えた。

「……はい、大丈夫、です」

『良かったー。あのさ、昨日いきなり九条ん家に泊まっちゃっただろ。お詫びに和菓子とか持って行こうと思うんだけど、お父さんとお母さんは和菓子嫌いじゃないか？』

「嫌いじゃないと、思います」

　小林の溌剌とした口調に対して、自分の声はひどくぎこちなかった。普段通り振る舞おうとしても、咽喉の奥で言葉がつっかえるのを感じる。

　強張った凪の声に気付いたのか、小林がすこし怪訝そうな声音で訊ねてくる。

『あ、悪い。もしかして寝てたか？』

「いや、寝てないです」

『なんか体調悪い？』

「いえ……」

　体調が悪いというか、精神面が最悪だった。小林と話しているというのに、頭の中がめちゃくちゃで何をどう喋ればいいのか解らない。

　凪が黙り込むと、小林も同じように黙り込んだ。わずかな沈黙の後、気まずい空気を流すように、小林がわざとらしいくらい明るい声をあげた。

『なんか、俺、浮かれてんのかな。九条と付き合えて、すげぇ嬉しくって』

　はは、と小林の笑い声が聞こえる。本来なら嬉しい言葉なのに、今だけはどうしようもなく罪悪感を煽られた。

　早口で、小林が続ける。

『いきなり電話して悪かった。じゃあ、また明日な』

「先輩」

　断ち切られようとする会話に、焦って声を漏らす。

『ん？　どうした？』

　訊ねてくる声に、どう答えればいいのか解らず途方に暮れる。

　小林に言わなくては。本当のことを。俺はいつの間にかアルファになっていて、運命の番がいたあなたの匂いを変えて、あなたを不幸のどん底に突き落としました、と。それなのに、どうしても――

「先輩……好きです」

　どうしても諦めたくない。小林と死んでも別れたくない。こんなにも愛しくて、好きで好きで堪らないのに、どうして自ら手放さなくてはならないのか。

　自分の身勝手さ、独占欲と執着心の強さに吐き気すら覚える。血が滲むほど強く下唇を噛み締めて、右拳を痛いくらい握り込む。

「先輩が、好きです」

　その言葉が何の免罪符にならないことを知りながらも、血反吐ちへどを吐くように繰り返す。凪の言葉をただの睦言と受け取ったのか、小林は嬉しげな声を漏らした。

『俺も、九条が好きだよ』

　満ち足りた声音に、眼球がじわりと涙で潤む。

　小林が好きだ。ただ、単純で純粋な恋情しかないはずだった。それなのに、なぜこんな悪夢みたいな迷宮に迷い込んでいるのか。

　黙っていればいい。一生、何事もなかったみたいに、小林に真実を告げなければいい。そうすれば、小林が離れていくこともない。凪を、侮蔑と憎悪の眼差しで見ることだってない。

　むしろ、天宮のことを忘れて幸せに向かい始めた小林に、残酷な真実を伝えることの方が、よっぽど凪の自己満足じゃないか。残酷な真実と優しい嘘であれば、きっと後者の方が小林をこれ以上傷付けずにすむ。誰もが真実を求めているとは限らないのだから。

　黙ってさえいれば、『二人はいつまでも幸せに暮らしました』とおとぎ話のような結末を迎えることができるはずだ。小林の人生を泥だらけの靴で踏み躙ったまま、幸福なエンディングを――

　それなのに、どうして自分はその道を選べないんだろう。

「先輩……明日、直接話したいことがあるんですけど」

　ぽつりと口に出した瞬間、握り込んだ右拳に爪が突き刺さった。ギリギリと手のひらに食い込む爪の痛みに意識を集中させながら、震える息を吐き出す。

　思い詰めた凪の声に気付いたのか、小林は一瞬だけ黙り込んだ後、あえて何てことない口調で答えた。

『解った。明日、部活の時でいいか？』

「はい」

『じゃあ、明日な。おやすみ』

　おやすみなさい、と凪が答えると、数秒後に電話は切れた。

　暗くなったスマホの画面をじっと見つめる。そこには、途方に暮れた自分の顔が映っていた。
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　翌日の体調は最悪だった。結局一睡もできず、目の下にはクマが浮かび、髪の毛をまとめるだけの気力も湧いてこず、以前よりもひどいボサボサ頭をさらしている。

　朝教室に入ってきた凪を見て、クラスメイトたちが幽霊でも現れたかのようにギョッと目を見開いていたことを思い出す。最近は親しげに話しかけてきてくれていたが、今日ばかりはヤバい空気を感じ取っているのか、クラスメイトたちが近付いてくる気配もない。

　ほとんど死人のように放課後までの時間を過ごした。昼食を取る気にもなれず、野菜ジュースだけを胃の中に流し込んで、べったりと机に突っ伏す。授業中も顔を上げておくだけの気力がなく、ただ時間が過ぎるのを待つだけだった。

　終礼のホームルームが終わっても動けずにいると、不意に机がトンと軽く叩かれた。顔を上げると、顰めっ面をした志摩の姿が視界に入った。辺りを見渡すと、すでに教室に残っている生徒も少ない。

　志摩は机の前に仁王立ちしたまま凪を見下ろすと、フッと口元に笑みを浮かべた。

「ドブみたいな顔色」

「……今日は、お前と言い合いする気力ねぇから、嫌味が言いたいなら別の日にしてくれ」

　ない気力を振り絞って、うめくような声を返す。だが、志摩はその言葉を無視するように、凪の前の席に腰掛けた。そのまま、握っていた手のひらを机の上で開く。志摩の手のひらから転がり落ちてきたのは、イチゴと牛乳の絵が描かれたキャンディーだった。

「糖分取ったら、ちょっとはその顔色もマシになるんじゃない？」

　嫌味っぽい口調だが、言っていることは凪を気遣っているようにも聞こえる。その言葉に、凪は軽く目を見張った。

「……槍でも降るのか？」

「はぁ？」

「お前が俺を気遣うなんて、どういう風の吹き回しだよ」

　以前は、志摩は凪のことをサルカニ合戦の猿のごとく嫌っていたはずだ。それなのに、弱ってる宿敵に飴を差し出すなんて志摩らしくない。むしろ、ここぞとばかりにいたぶってきそうなのに。

　志摩に対する悪印象を隠しもしない凪に、志摩はムッと眉根を寄せた。

「お前のそういうひねくれてるところ、マジで嫌い」

「ひねくれ者は同じだろうが。つか嫌いなくせに、なんで飴を寄越すんだよ」

　逆に問い掛けると、一瞬志摩は戸惑ったように視線を揺らした。数度モゴモゴと唇を動かした後、志摩が気まずそうな声で呟く。

「お前が……嘘ついてないことが解ったから……」

「嘘？」

「運命の相手が、先輩を不幸にする奴かもしれないって言ってたのが」

　志摩の言葉に、凪はパチリと大きく瞬いた。視線を逸らしたまま、志摩がぎこちない口調を続ける。

「予選大会の時、残って見てたんだよ」

　その言葉で、ようやく志摩が言おうとしていることが解った。あの予選大会の時、小林がミサに叩かれたところを、志摩も隠れて見ていたということか。

「お前がコバ先輩にひどいことしないか見張ろうと思ってたのに、実際は……」

「天宮の方が、先輩にひどいことをしてたのに気付いたって？」

　かすかな苦笑い混じりに問い掛けると、志摩は唇を引き結んだ後、こくりと小さく頷いた。

「だから……悪かったと思ってる。九条に当たって、ごめん」

　思いがけず真摯な口調だった。ぺこりと下げられる頭を見て、凪は一瞬言葉を失った。自分は謝られる立場ではない。むしろ、小林が天宮にひどいことをされる原因を作ったのは自分なのだから。

　だが、言葉にすることができず、凪は机の上に転がった飴をじっと眺めた。

「……謝る必要なんかない」

「え？」

　ぽつりと漏れた凪の声に、志摩が顔を上げる。その顔を見つめて、凪は泣き笑いのような表情を浮かべた。

「つぅか、飴一つじゃなくてタピオカぐらい奢れよ」

　真実を言えないのなら、冗談で誤魔化すことぐらいしかできなかった。おどけた凪の口調に、志摩が途端拍子抜けしたように肩から力を抜く。直後、志摩の顔に、いつも通りの気の強そうな表情が滲んだ。

「がめつい奴だな」

「取引上手って言えよ」

　転がるような笑い声を、志摩が漏らす。志摩は一度考え込むように視線を宙に浮かべた後、らしくないぐらい柔らかな声で呟いた。

「コバ先輩と一緒ならいいよ」

　コバ先輩と一緒、という一言に、また胸に痛みが走る。今後、小林と一緒にいられるかも解らないのに。

　返事をしようと唇を開きかけた時、不意に教室の扉が開かれる音が聞こえた。視線を向けた瞬間、凪は思わず目を見開いた。

「九条くん、ちょっと一緒に来てくれるかい？」

　天宮が立っていた。口元は朗らかな笑みを浮かべているが、その目は笑っていない。

　唐突な天宮の出現に、無意識に咽喉が上下する。天宮の姿を見た途端に眦を尖らせた志摩が、不機嫌そうな声をあげた。

「僕ら、これから部活なんですけど」

「それほど時間は取らないよ。それに九条くんも僕に話すことがあるだろう？」

　暗にほのめかすような天宮の口調に、皮膚がざわめくのを感じた。天宮は目を細めて、凪を見据えている。その仄暗い眼差しを見て、気付いた。天宮は、凪がやったことに気付いている。

　解れば、その場から逃げ出すことはできなかった。凪は鈍い動作で立ち上がると、のろのろと天宮の方へと向かって歩き出した。

「ちょっと！　部活遅れるよ」

「悪いけど、用事ができたって伝えといてくれ」

　声を掛けてくる志摩に、そう言い返す。志摩は釈然としない表情を浮かべつつも、渋々といった様子で頷いた。

　歩き出した天宮の後ろを、ゆっくりとついて行く。心臓がドクドクと不規則に跳ねていて、握り締めた拳の内側が冷たい汗で湿る。

　天宮は無言のまま、階段を登っていった。普段は生徒が入れないように施錠されている屋上の扉まで来ると、ポケットから取り出した鍵を差し込む。

「生徒会長の特権だな」

　特権と言いながらも、その声音はどこかつまらなさそうに聞こえた。

　天宮が屋上の扉を開くと、途端涼やかな風が首筋を通り抜けた。澄み切った秋空が頭上に広がっており、校庭の方からは運動部の威勢のいい掛け声が聞こえてくる。暗く澱んだ凪の心情とは正反対に、屋上には明るく心地よい空気が広がっていた。

　天宮は屋上の中程まで歩いてから、くるりと凪を振り返った。一瞬唇が強張るのを感じながら、凪は鈍い声を漏らした。

「話って、何ですか」

「解ってるだろう？　きみは、解ってるはずだ」

　ネズミを爪先で弄もてあそぶ猫のような、楽しげにも聞こえる口調で天宮は答えた。仄暗い笑いを含んだ天宮の声音に、背筋がわずかに戦慄く。

　天宮は大股で凪へと近付いてくると、右手の人差し指を凪の胸元へと突き付けた。

「お前、僕の運命を奪ったな」

　断罪の口調に、咄嗟に咽喉が引き攣るのを感じた。

「大会の日に、お前の臭いを嗅いで気付いたよ。ずっと大地にまとわりついていた獣の生皮みたいな悪臭。お前が、大地の臭いを変えていたんだな」

　天宮はすでに笑顔を浮かべていなかった。憎悪をありありと浮かべた瞳が、まっすぐ凪を見据えている。

「アルファじゃないなんて嘘言いやがって、僕の運命を横取りしやがった。返せよ、僕の運命を。元の大地を返せ」

　繰り返される恨み言に、凪は何も答えられなかった。天宮の怒りはもっともだ。天宮が小林にしたことは許せないが、それでも凪が小林にブラインドさえかけなければ、天宮が小林を傷付けることだってなかったはずだ。

　だが、そう解っていても、どうしても頷けない。小林を天宮に渡したくない。

　無言のまま立ち尽くす凪の姿に、天宮が唇の端を戦慄かせる。憤怒に眼球を血走らせた天宮が右手を振り上げても、凪はピクリとも動けなかった。

　左頬に右拳が叩き付けられて、骨が軋むような痛みと衝撃が走る。真横に倒れ掛けるが、たたらを踏んで堪えた。顔を上げると、もう一発顔めがけて向かってくる拳が見える。今度は左側頭部に拳がぶち当たって、眼球の奥で火花が散った。耐えきれず、身体がコンクリートの上を転がる。

　仰向けになった身体の上に、すぐさま天宮が馬乗りになってきた。そのまま両手で胸倉を捕まれて、ガクガクと揺さぶられた。

「返せよッ！　返せッ！」

　子供がオモチャを取り返そうとしているような叫び声が、耳を素通りしていく。天宮の肩越しに場違いなぐらい清々しい青空が見えるのが、やけに滑稽に思えた。

　だが、不意につんざくような声が響いた。

「止めろっ！　何してるんだ！」

　叫び声の直後、凪の上に乗っていた天宮の身体が引き剥がされる。コンクリートの上に放り投げられた天宮が、信じられないものを見るような眼差しで、小林を見つめていた。

　小林は凪の上半身を抱き起こすと、キッと鋭い眼差しで天宮を睨み付けた。

「どういうつもりなんだ、蒼司！　九条にこんなことして……っ！」

　腫れ始めた凪の左頬を、小林が痛ましそうな眼差しで見つめている。泣き出しそうな小林の表情を見つめたまま、凪は呆然とした声で呟いた。

「先輩、どうしてここに……」

「志摩が教えてくれたんだ。俺が行った方がいいかもしれないって」

　その言葉に、わずかに顔が歪みそうになった。志摩の思いやりからの行動もしれないが、それでもこの場に小林がいることは喜ばしくはなかった。

　コンクリートに尻餅をついていた天宮が、上擦った声をあげる。

「大地、お前はそいつに騙されてるんだぞ！」

「騙されてる？」

　糾弾するような天宮の言葉に、小林が怪訝な声を漏らす。

「そうだ。大地の身体から変な臭いがしだしたのは、そいつが大地の匂いを自分のフェロモンで上書きしてたせいだ！　そいつさえいなければ、僕たちは運命のままでいられたんだ！」

　そう叫ぶ天宮の声は、どことなくミサに似てヒステリックだった。天宮の言葉に、小林が不愉快そうに顔を顰める。

「何言ってるんだ。九条はベータだぞ」

「そいつはアルファだ」

　即座に天宮が否定を返す。小林は苦笑めいた表情を浮かべたが、黙り込んでいる凪を見て、不意に表情を消した。小林が目を大きく見開いて、凪を見据えている。

「九条？」

「先輩……俺は、アルファ、でした……」

　ぽつりと呟いた瞬間、凪の背を支える小林の腕がぶるりと震えた。二、三度、唇を戦慄かせた後、小林がか細い声で訊ねてくる。

「本当なのか？　蒼司の言ってることは……俺の匂いを、変えたって……」

　小林は食い入るような眼差しで、凪の瞳を見つめていた。その目が『違うと言ってくれ』と訴えているのが解る。解るからこそ苦しくて堪らなかった。

　小林の目を直視することができず、凪はうつむいたまま咽喉から振り絞るように呟いた。

「……本当に、すいません……全部、俺のせいです……」

　ぽつりと呟いた瞬間、小林の身体から力が抜けるのが解った。コンクリートの上に座り込んだまま、小林が呆然とした表情で凪を見ている。

「謝って、すむことじゃないと解ってます。俺は、先輩の幸せを踏みにじった。どんな罰でも受けます。俺のこと、訴えてもらっても、いいです。俺は先輩に、許されないくらいひどいことをしました。本当に、本当にすいません……」

　訥々と、拙い口調で謝罪を述べていく。起き上がって、コンクリートに額を押し付ける。それでも、小林は一言も声をあげない。

　緩く顔をあげると、凪は掠れた声を漏らした。

「先輩、俺が渡したストラップを、返してください」

　そう告げると、ようやく小林はのろのろと動き出した。ポケットから取り出したスマホから犬のストラップを外して、凪へとそっと差し出す。

　凪はストラップを受け取ると、ゆっくりと立ち上がった。ストラップを右拳に握り込んだまま、大きく腕を振りかぶった。

「あ！」

　小林が驚愕の声をあげて立ち上がる。だが、声に構わず、ストラップを屋上から一気に放り投げた。校舎裏の方へと投げられたストラップは、すぐさま視界から消えていく。

　ストラップの投げられた方へと視線を向けたまま身動き一つしない小林へと、凪はそっと手を伸ばした。そのまま、小林のすこし冷えたうなじへとひたりと手のひらを添える。

「『番を解消します』」

　呟くのと同時に、何かがプツリと途絶える感覚があった。確かに結ばれていたはずの糸が途切れて、温かかったはずの体温が静かに抜けていく。色鮮やかだった世界が途端に色褪せて、ひどくつまらないものへと変わっていくような感覚。

　小林は立ち尽くしたまま、凪をじっと見つめていた。信じられない、と言いたげな眼差しだ。

　その眼差しに遣る瀬無さが込み上げてくるのを感じながら、凪はうめくように呟いた。

「すいません、でした……先輩、幸せになってください……」

　なんて虫の良いことを言っているんだろう、と自分でも思う。

　小林を幸せにしたかった。運命よりも、誰よりも、自分なら小林を幸せにできると信じたかった。だが、そう望みながら、自分は身勝手な独占欲で小林を不幸にした。そんな人間に、世界で一番好きな人を幸せにできるはずがない。

　重たくのし掛かってくる罪悪と後悔に、全身が押し潰されそうだ。息を吸うことすら苦しい。

　震える息を吐き出した時、不意に歓喜の声が耳に届いた。

「あぁ、大地だ！　大地の匂いだ……ッ！」

　駆け寄ってきた天宮が、小林の身体を抱き締めている。その表情は、喜びで満ち溢れていた。

「やっぱり大地が僕の運命だった……！　僕らは運命の番だ……！　これでやっと元通りになれる……！」

　小林の身体をギュウギュウと抱き締めながら、天宮が感極まった声で叫んでいる。その言葉に、憤怒と諦念が同時にわき上がっていた。

　何が元通りだ。小林にあんなひどいことをしておきながら、何事もなかったかのように元に戻れると思っている天宮の傲岸さが許し難かった。だが、もう凪には何も言う権利はない。何も、言えるはずがない。

　二人の姿を直視していられず深くうつむいた瞬間、うぐゥッ、と鈍い唸り声が聞こえてきた。顔を上げた凪は、驚愕に目を見開いた。小林が天宮の左頬を殴り飛ばしている。

「ふっ、ざけてんのかボケがッ！」

　小林らしかぬ直情的な暴言が吐き出された。コンクリートの上を転がった天宮が、目を丸くして小林を見上げている。天宮を睨み据えて、小林は続けて叫んだ。

「人のこと臭い臭いって散々言ってたくせに、今更良い匂いって何だよッ！　やっぱり運命だったって、匂いでしか判断できないって獣以下じゃねぇか！」

　そう叫び終わると、小林は自分自身を落ち着かせるように両手で頭を抱えて、荒い呼吸を繰り返した。ふーっと長い息を吐き出してから、小林が掠れた声で言う。

「もう元には戻れないよ。俺はもう、蒼司のことが好きだった頃の自分には戻れない」

「で、でも、僕たちは運命で――」

「俺たちは」

　天宮の言葉を遮って、小林が無機質な表情で続ける。

「俺たちは運命だったけど、お互いを解り合えてなかった」

　もう変えられない過去の出来事を呟くような口調だった。悲しげな眼差しで天宮を見つめたまま、小林が静かな声で告げる。

「蒼司は、運命の番が好きだっただけで、俺のことは好きじゃなかったんだよ」

　告げられた言葉に、天宮の顔が一瞬痛みに耐えるように歪むのが見えた。

「運命に甘えてたのは俺も同じだ。だから、ごめん。蒼司のこと、ちゃんと見れてなくてごめん。もう、終わりにしよう」

　小林の口調は、どこか淡々としていた。もう結末が解り切っている物語を読んでいるような、寂寥にも似た寒々しさすら感じる。

　天宮は黙ったまま、奥歯をキツく噛み締めていた。だが、ふっとその唇から力が抜ける。そして、気の抜けた穏やかな声が聞こえてきた。

「……もう、ダメかな」

「うん、ダメだよ」

「そうか」

　気心の知れた友人のような、素っ気ないやり取りが行われる。

　天宮はゆっくり立ち上がると、ズボンについた土埃を両手で払い落とした。そのまま、小林を見つめて言う。

「ごめんな」

「何が」

「臭いって言って。ひどいことをして」

　率直な天宮の言葉に、小林は肩を竦めて苦笑いを浮かべた。

「すごく、傷付いたよ」

「ごめん。きみの匂いが変わって、何だか今までのことが全部裏切られた気がしたんだ。きみが嘘吐きとしか思えなくなって……」

　それは言い訳というよりも、後悔の言葉のように聞こえた。天宮の言葉に一瞬押し黙った後、小林が静かな声で呟く。

「俺たち、ちゃんと話し合えてたらよかったな」

　ある意味、それは残酷な言葉だと思った。もう終わってしまったことを、終わったと確認するためだけの言葉だ。

「そうだな。ちゃんと話をすれば、よかった」

　諦め混じりに呟いて、天宮が空笑いを漏らす。その弱々しい笑みを眺めて、小林はぽつりと呟いた。

「蒼司は、彼女と幸せに」

　そう言い切ると、小林はかすかな笑みを浮かべた。泣き笑うみたいな、さよならを告げる笑顔だ。

　天宮は小林の笑みをじっと見つめた後、踵きびすを返して歩き出した。その後ろ姿を見た瞬間、咄嗟に凪は声をあげていた。

「す、いません、でした……」

　天宮に対して思うことがないといえば嘘になるが、それでも凪がいなければ、天宮は運命を失うことはなかったのだ。

　凪の謝罪の声に、天宮は一瞬だけ肩越しに視線を向けてきた。だが、結局何も応えず、屋上から去っていってしまう。

　天宮を見送った後、小林が凪を振り返ってくる。

「九条」

　先ほどよりもずっと厳しい声音に、背筋が強張る。

「は……はい」

「歯を食い縛れ」

　その言葉の直後、右頬に衝撃が走った。勢いよく振り抜かれた小林の左拳が視界の端に映る。天宮の拳よりも、よっぽど重たい一撃だった。

　足を踏ん張るだけの余裕もなく、凪はまたコンクリートの上を盛大に転がった。痛みでクラクラしつつも薄っすらと目を開くと、土埃まみれのコンクリートの上に、ポツ、ポツ、と赤丸のような血が滴っているのが見えた。どうやら鼻血が出ているらしい。

　起き上がろうと両肘をコンクリートについた時、不意に肩を掴まれた。仰向けにした凪の身体をまたぐようにして立った小林が、片手で凪の胸元を押さえ込んでいる。

「俺がお前を殴った理由が解るか？」

「……俺が、先輩の匂いを――」

「違う」

　言い掛けた言葉が遮られて、胸をドンッと拳で叩かれる。グッと呼吸が詰まるような感覚を覚えながら、凪は小林を見上げた。小林は怒りに満ちた眼差しで、凪を見下ろしている。

「……俺が、先輩の幸せを壊して――」

「違うッ！」

　怒鳴られて、今度はもっと強く胸を叩かれた。凪が、ぐぅ、とうめき声を漏らすと、小林は凪の胸倉を掴んで自身へと引き寄せた。凪の顔を間近で見据えて、小林が言う。

「俺が怒ってるのは、お前が俺の気持ちも聞かずに、勝手にストラップを捨てて、勝手に番契約を解消したからだっ！」

　泣き出しそうな声で叫んで、小林は咽喉を大きく上下させた。その目は怒りで尖りながらも、涙で潤んでいる。憤怒と悲哀を同時に浮かべた小林の瞳を見つめて、凪は言葉を失った。

「なんで俺の気持ちを無視した！　俺は九条が好きだって言っただろう！　お前にとって、俺の気持ちはどうだっていいのか！」

　ひとしきり叫び終わると、小林は震える息を吐き出した。掴んでいた凪の胸倉から手を離して、両腕を組んで見下ろしてくる。

「本当のことを言えよ」

「……え？」

「本当のことを言え。お前が、今何を思ってるのか」

　怖い人だと思った。真実しか許さないと、逃げ道を塞いで追い詰めてくる。

　コンクリートの上に仰向けになったまま、凪は頬を伝っていく鼻血を感じながら唇を開いた。

「……先輩」

「うん」

「……好きです」

「うん。それで？」

「先輩を――」

　言葉が途切れる。これを口に出していいのか。こんな醜く、自己中心的で傲慢な心を、小林にぶつけてもいいのか。

　半開きになった唇が動かない。だが、小林の目は凪から決して逸らされない。偽りだけは決して許さないと、その目が言っているのが解る。

　咽喉を鈍く上下させて、凪は唇をゆっくりと動かした。

「――誰にも、渡したくない」

　声が情けなく震える。傲慢で、愚かで、どうしようもなく自分勝手な言葉だと思った。小林を不幸にした張本人だというのに、手放したくないなんて。誰にも渡したくないなんて。

　言葉にした途端、眼球からぼろりと涙が溢れるのを感じた。一滴零れると、続けて止め処もなく溢れ出てくる。こんな風に泣いたのは、子供以来だった。好きだから、涙が止まらない。

　涙を零す凪を見下ろして、小林はパチリと一度大きく瞬いた。その後、引き結ばれていた唇がゆっくりと緩んでいく。小林は、小さな子供でも見るような穏やかな表情を浮かべると、上半身を折り曲げて手を伸ばしてきた。その手のひらが凪の頭を、そっと撫でてくる。

「そうか」

「すいません、先輩好きです、好きなんです……ごめんなさい」

　謝りながら好きだと繰り返す凪の姿に、小林はピシャリと言い放った。

「今から、すいません、ごめんなさい、は発言禁止で」

　それは以前凪が言った言葉だ。凪が口を閉じると、小林はギュッと目を細めて言った。

「好きだよ、九条。お前が俺を不幸にしても、俺がお前を幸せにしてやる。お前が幸せなら、俺も絶対に幸せになれる。だから、大丈夫。もう泣かなくていい」

　はっきりと言い放つ小林の姿を、凪は見上げた。小林の後ろには、輝く太陽と突き抜けるような青空が見える。太陽の鮮烈な光が、小林の身体の輪郭をキラキラと輝かせていた。

「俺を不幸にしたって思うんなら、幸せにするまで一緒にいろよ。俺を簡単に手放そうとするな。俺もお前に運命が現れても、絶対に手放してやらない。もし俺じゃなくて運命の相手を選ぼうとしやがったら、お前を殺して俺も死んでやるから覚悟しておけ。解ったか」

　空恐ろしいことを言い放って、小林は口角をかすかに吊り上げた。そうして、小林は凪へと手を差し伸べると、はっきりとした声で言った。

「運命よりも、俺の方がずっとお前を愛してる。だから――俺を選べよ」

　その一言を聞くのと同時に、心臓が射抜かれたような気がした。小林と出会った最初の時と同じ感覚だ。心臓に突き刺さった矢から、じわじわと柔らかな温度が広がっていく。

　なんていうか、今この瞬間に、もう小林には一生勝てないと解ってしまった。きっと自分なんかでは足下にも及ばないくらい、小林は強くて逞しい。

　そう思った瞬間、ふと自分の両親の姿が脳裏を過ぎった。結婚して何年も経つのに母にベタ惚れで、尻に敷かれっぱなしな父。まいった、そんなところまで似る予定はなかったのに。

　不意に込み上げてきた笑いに、口元が緩む。手を伸ばして小林の手のひらを掴むと、そのままグイッと引っ張られた。立ち上がると、凪の顔を見て小林が潜めるような笑い声を漏らした。

「ひっでぇ顔」

　全身土埃だらけで涙や鼻血を流している顔は、そりゃひどいものだろう。

　ポケットからハンカチを取り出した小林が、母親のような甲斐甲斐しさで凪の顔を拭ってくる。子供みたいに目や鼻を拭われながら、凪は小林の顔を見つめて呟いた。

「先輩」

「うん？」

「俺と、また番になってくれますか」

　掠れた声で告げた途端、小林はどこか釈然としない表情を浮かべた。不貞腐れた表情のまま、小林が言う。

「……投げ捨てたストラップ見つけたら考える」

　その言葉に、ずしんと肩に絶望がのし掛かってくるのを感じた。視線を、ストラップを投げ捨てた方へと向ける。校舎裏辺りにおそらく落ちているとは思うが、あんな小さいものを探し出すのは困難だろうことは想像が付く。

　顔を引き攣らせて、凪はうめき声を漏らした。

「あ……あれ、探さなきゃダメですか」

「当たり前だろうが。俺の了承もなく捨てやがって」

　小林が怒った口調で言う。凪がしゅんと肩を落としていると、小林がその様子を見て軽く笑った。

「俺も一緒に探すから」

　な？　と顔を覗き込まれて、その柔らかな眼差しにすぐに気持ちが舞い上がる。不意に込み上げてきた衝動のまま、凪は小林の肩を掴んだ。

「先輩、キスしたいです」

　ねだるように囁くと、小林の顔が桜の花びらみたいに色付いた。だが、すぐさま勝ち気な笑みを浮かべると、小林は凪の首裏に片腕を回して一気に引き寄せた。唇に、小林のすこし乾いた唇が押し付けられる。唇からじわりと染み込んでくる体温に、心臓が柔らかく跳ねるのを感じた。

　数度角度を変えて唇が触れ合った後、ゆっくりと口を離して小林が微笑んだ。

「もう、大地って呼んでいいよ」

　その柔らかな声音に、じわりと眼球が潤む。

　小林が凪の首に両腕を回して抱き付いてくる。鼻先にふわりと漂ってくる桜の匂いを感じながら、凪は静かに囁いた。

「大地さん、大好きです」
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　吐き出す息が白く浮かび上がる。宙にふわりと浮かんで、すぐさま空気に溶けていくもやを、凪はぼんやりと眺めた。

　淡いもや越しに、ショーウィンドウに飾られたクリスマスツリーが見える。その前を、仲睦まじそうに手を繋いだ恋人たちが次々と通り過ぎていった。皆、クリスマスイヴに浮かれて、幸せそうな表情を浮かべている。

　冷えた指先に生ぬるい息を吐きかけていると、後ろから肩を叩かれた。振り返ると、片手をひらりと上げた小林が立っていた。

「おつかれ、凪」

　そう言うなり、小林は当たり前のように凪の片手を掴んできた。かじかんだ指先を絡め合わせると、自然な動作で自身のダッフルコートのポケットに突っ込む。ポケットにはホッカイロが入っているのか、コタツの中みたいにぬくぬくと温かかった。

「手ぇ冷たいな。寒かっただろ。みんなと中の方で待ってたらよかったのに」

　本来の待ち合わせ場所である駅構内へと、小林が視線を向ける。駅入口付近の壁際に、見知った顔がちらほらいるのが見えた。皆、弓道部の部員だ。

「大地さんはバスで来ると思ってたんで、早めに会いたかったんです」

　そう答えながら、ポケットの中で繋がれた小林の手をぎゅうっと強く握り返す。途端、小林がはにかむのが見えた。そのふにゃりと緩んだ表情に、今この場で抱き締めたくなる衝動を必死で堪える。

　恥ずかしそうに凪から視線を逸らしながら、小林が呟く。

「何もクリスマスイヴにお疲れ会開かなくてもいいのになぁ」

　ぼやくような一言に、凪は無言で深く頷いた。

　小林と付き合ってから初めてのクリスマスだというのに、まさか部活動の予定が入ってくるとは想像もしていなかった。それもこれも弓道部の顧問である秋吉先生が恋人と別れた憂さ晴らしに、全国大会優勝を祝うお疲れ会をクリスマスイヴに決行すると決めたせいだ。せめてもの救いは、飲食代は全額秋吉先生の奢りということぐらいか。

「俺は大地さんと二人っきりで過ごしたかったです」

　ぽつりと本音を漏らすと、小林が、ふふ、と息を吐き出すように笑った。そのまま凪を見上げて、甘い声で呟く。

「俺も、おんなじ気持ち」

　そう同意を返してくる声に、うぐっ、と小さく声を漏らしそうになった。可愛さで心臓をボコボコに殴られているような気分だ。小林のあまりの可愛さに、心臓麻痺になる日も近い気がする。

　寒さのせいか、それとも恥ずかしさからか、小林の頬が薄っすらと紅潮している。それが何とも愛おしい。

「大地さん、今日も可愛いですね」

　ぽつりと告げると、それまで淡い桜色だった小林の頬が更に赤くなった。目をパッと開いた小林が、どこか拗ねたような口調で言い返してくる。

「お前、それまだ続いているのか」

「それって何ですか」

「毎日可愛いって言うキャンペーン」

　照れ隠しか、茶化すような口調で小林が言う。その言葉に、凪は小林の顔を見据えたまま、真顔で答えた。

「そのキャンペーンは、永遠に続きますけど」

「え、永遠……」

「ご希望なら、無料で倍増キャンペーンもできます」

「倍増……」

　唖然とした様子で、小林が繰り返す。凪はポケットの中の親指を動かして、小林の指の付け根をそっと撫でた。その刺激に、小林の肩がピクリと跳ねる。

　ついでに隠れてキスの一つでもできないかと思案し始めた時、不意に真横から脛を蹴り飛ばされた。

「ぃ、ってッ！」

　悲鳴を漏らして視線を向けると、真っ白なコートを着た志摩がじと目でこちらを見ていた。

「集合時間、過ぎちゃいますけどぉ？」

　志摩がわざとらしく自身の腕時計を指先で叩く。その仕草を見て、小林が慌てて声を上げた。

「わっ、悪い。もうみんな揃ってるか？」

　小林が視線を再び駅構内の方へと向ける。先ほどと同じ場所に、弓道部の部員が勢揃いしていた。皆にやにやと表情を緩めながら、凪と小林を眺めている。

「あと秋吉先生待ちでーす。ていうか、コバ先輩はぜんっぜん気にしないでくださいね。悪いのは、この浮かれポンチ野郎ですから」

　志摩がビシッと凪を指さしてくる。その明らかな対応の差に、ひくりと頬が引き攣るのを感じた。

「おい……お前、いい加減その対応どうにかなんねぇのかよ」

「その対応ってぇ？　所構わずイチャ付いてコバ先輩を困らせる奴の方が、よっぽど対応を改めた方がいいんじゃないですかぁ？」

　煽り口調で言われてムカつくが、言い返すことはできなかった。実際問題、両想いになってからというものの、自分の小林に対する態度はかなりあからさまだった。

　昼休憩は小林の教室に行って一緒に昼食を取り、放課後は部活の迎えに教室に行き、帰りも小林の家まで必ず送る。小林に対する好意と独占欲を一切隠しもしない凪の行動に、当然だが周囲はざわついた。運命の番はどうしたんだ、という声も出たが、それに対しては天宮が一言だけ声明らしきものを返した。

「僕らは運命だったけど、お互いを尊重して別れたんだ」

　事実はともかくして、いかにも円満な別れだったと言わんばかりだった。

　小林と天宮が別れたニュースは一気に学校中を駆け巡り、それと同時に凪と小林が付き合い始めたことも周知の事実となった。最初は風当たりがキツくなることを覚悟していたが、事態は凪の予想とは正反対に方向に進んだ。

「運命の番がいたのに、それ以外の相手を好きになっちゃうなんてすっごいよね」

「それだけお互いを想い合っちゃうなんて憧れる！」

「運命の番がいる人に、諦めずに告り続けた九条くんも格好良いねー！」

　クラスメイトから代わる代わる言われた言葉が、脳裏を過ぎる。

　どういうことか凪と小林は『運命を乗り越えて結ばれた二人』という好意的なレッテルを貼られて、周囲から拍手喝采されることになった。それに関しては、悔しいことに志摩の手助けがあったのかもしれないと思う。

　凪と小林の交際が発覚して周囲が戸惑っている時に、志摩は徹底して「運命以外の人を好きになるなんて勇気がいるよね～。それだけ想い合える相手に出会えるなんて素敵だな～。僕もそれぐらい好きになれる相手に出会えたら幸せだな～」とスピーカーのように繰り返してくれたのだ。

　志摩の発言から、一気に周囲の反応がポジティブな方向へと傾いていくのが解った。周囲からの心ない言葉で小林が傷付かずにすんだのは、志摩のおかげだと思う。だから、心底感謝はしているのだ。

　だが、お礼を言った凪に対して、志摩はヘッと可愛げのない笑いを返して、こう言った。

「お前のためじゃなくてコバ先輩のためだし。つか、これでタピオカ奢りはなしな」

　相変わらず小憎たらしい。以前ほどの剥き出しの敵意はなくなったが、相変わらず志摩の凪に対する態度は刺々しい。小林に迷惑をかけるなと口酸っぱく言ってくる姿は、まるで小姑のようにすら感じる。

　剣呑な空気を仲裁するように、小林が笑い混じりの声を上げた。

「二人とも、そろそろ行こうか」

　掛けられた声に、志摩が「はぁーい」と甘えた声をあげる。自分と話している時とは正反対な志摩の声音に眉を顰めていると、小林がポケットの中で凪の手を握り直してきた。

　視線を向けると、小林が軽く背伸びをして凪の耳元に口元を寄せてきた。

「あとでちょっと話があるんだけど」

　小声で囁かれた言葉に、すこしだけ首筋が戦慄く。

「話って、何ですか？」

　身体を寄せて訊ねると、小林は凪から顔を背けて答えた。

「だから、あとでって」

「え、まさか別れ話じゃないですよね？」

　思わず食い気味に訊ねると、小林は片手で凪の胸元をベシッと叩いてきた。結構強めな力で叩かれて、ぅぐっ、と鈍い声が漏れる。

「バカッ、変なこと言うな」

「あの、じゃあ別れ話じゃないってことですよね？」

「それ以上アホなこと言ったら、本当に別れるからな」

　キツく睨み付けられて、凪は反射的に唇を硬く引き結んだ。途端大人しくなった凪を見て、小林がなだめるような口調で言う。

「あとでな」

　繰り返して、小林がくるりと背を向けて駅の方へと歩き出す。ポケットの中で手を繋いだまま、凪も小林の後をついて行った。

　だが、その時ふと気が付いた。小林の耳が真っ赤に染まっている。










　ファミレスで開かれたお疲れ会は、最初は大会メンバーやここまで頑張ってきた三年生への労ねぎらいから始まったが、途中から秋吉先生の失恋相談会へと変わっていった。

　最初は好奇心混じりながらも話を聞いて「それは先生の愛が足りないって～」「いや、浮気した相手の方が悪くね？」などと助言していた部員たちも、途中からは秋吉先生を放っておいて、部員同士のお喋りに夢中になっている。ビールジョッキ片手に男泣きする秋吉先生の背中を、副主将の藤原が無表情のまま、トン、トン、と叩いていた。

　数時間好き放題に飲み食いして、二十時過ぎにお疲れ会はお開きとなった。街へ散らばっていく部員たちを適当に見送っていると、横から手首を掴まれた。視線を向けると、ぐいぐいと凪の手を掴んだまま歩き出している小林の姿が見える。

「大地さん？」

　声を掛けると、ファミレスからすこし離れた場所で小林は立ち止まった。振り返った小林の目尻が、かすかに赤くなっている。

「今日うちに泊まれるか？」

　ひどい早口で問い掛けられる。しかもイントネーションもめちゃくちゃで、キョウウチニトマレルカ、とテレビに出てくる宇宙人みたいな喋り方だった。

　いまいち聞き取れずに凪が目を丸くしていると、小林は怒ったような表情で繰り返した。

「うちに泊まらないか」

「それは、家に連絡すれば大丈夫だと思いますけど」

「今日、家に誰もいないんだ」

　そこまで言われて、ようやく小林の目元が赤くなっている理由が解った。

　無意識に咽喉が上下して、まじまじと小林を凝視してしまう。小林は羞恥心に耐えられないようにうつむいたまま、凪と目を合わそうとしない。

「あの、それって」

「ずっと、番契約外れたままだから、俺、お前ともう一回番になりたい、んだけど」

　途中で唾を飲み込みながら、小林がぎこちない声で呟く。その不安と期待を同時に孕んだ声音に、凪は咄嗟にもう片方の手で小林の二の腕を掴んでいた。

「あの、違ってたらすいません。それは期待してもいい、ってことですか」

　自分ながら随分と遠回しで、そのくせ品のない聞き方をしていると思った。親のいない時に家に誘われて、しかも番になりたいというのは、つまりそういうことですか、と。

　勢い余ってグイッと身を乗り出した凪の姿に、小林は目を見開いた後、ふっとその口元を緩めた。

「期待していいよ」

　その言葉に、街中だというのに全力ガッツポーズをしそうになった。うわぁああぁ、と言葉にならない声を漏らしていると、小林がひたりと手のひらを伸ばして凪の頬に触れてきた。

「凪、顔真っ赤」

　そう言っておかしそうに笑う小林に、あなただって真っ赤ですよ、と思わず言い返しそうになった。










　小林の自宅は、平屋建ての広い日本家屋だった。塀の内側にある中庭には、鯉が泳いでいる池まで見える。

「すごい家ですね」

　長い廊下を歩きながら凪が声を掛けると、小林は苦笑い混じりに呟いた。

「広いけど、結構古いぞ。床とか、すげぇギシギシ言うし」

　言いながら、小林が廊下を足裏で踏み締める。途端、ギィイィと盛大に木が軋む音が響いた。目を丸くする凪を見て、小林が悪戯っぽい声で続ける。

「親とかお手伝いさんを起こしちゃうから、普段は夜とかもトイレに行きづらいんだよな」

「お手伝いさんがいるんですか？」

「うん。でも今日はクリスマスだから、みんな自分の家に帰ってて……」

　そこまで口に出して、改めて羞恥にかられたのか小林がピタリと押し黙る。途端、広い屋敷内にしんと静寂が広がった。痛いくらいの静寂の中、自分の心臓が激しく脈打つのを感じる。

「大地さ――」

「風呂！　風呂そこだから！」

　言い掛けた言葉が、小林の素っ頓狂な声で遮られる。開いた扉の中にぐいぐいと凪の身体を押し込んで、小林は早口で続けた。

「俺の部屋、廊下の突き当たりだから！　部屋着も適当に置いておくから！」

　自室を指さして、小林が真っ赤な顔で言い放つ。直後、ピシャンと目の前で扉が閉められた。

　小林らしかぬ動揺した姿に、ますます自分の熱があがっていくのを感じて、凪は脱衣所の中でうずくまった。

「……やばい、出そう……」

　まだ何もしていないのに、下半身が元気よく勃ち上がり始めていた。










　風呂からあがると、脱衣所には藍色の浴衣と新品の下着が用意されていた。浴衣の帯に四苦八苦しつつも着込んで、小林の部屋へと向かう。ノックして扉を開くと、布団の上に座っていた小林が勢いよく立ち上がった。

「あの、風呂ありがとうございます」

「そうか。俺も入ってくるから、適当に部屋でくつろいでて」

　早口で言い放つなり、小林はぎくしゃくとした動きで部屋から出て行った。廊下を小走りに駆けていく足音を聞きながら、緊張気味に小林の部屋へ入る。

　小林の部屋は、八畳ぐらいの和室だった。室内には家具があまり置かれておらず、布団と勉強机と小さな棚ぐらいしか見えない。棚の上には、数冊の参考書と大会トロフィーが飾られていた。

　手持ちぶさたに部屋の中を歩き回ってから、自分自身を落ち着かせるように畳の上に腰を下ろす。部屋に敷かれた布団を見ていると、よからぬ妄想が頭を過ぎって、また下半身に熱がこもってしまうので、あえて視線を畳に据えた。

　小林が戻ってくるまで無心で畳の目でも数えておこうかと思った時、ふと机の上に置かれた小林のスマホが目に入った。スマホには、以前凪が屋上から投げ捨てた犬のストラップが付けられている。

　結局あの後、ほぼ一日かけて小林と一緒に捜索して、木の枝に引っかかっていたストラップを発見したのだ。見つけた時の小林の喜びようを思い出して、無意識に口元が緩む。

「呪いのアイテムだったのにな……」

　指先でストラップを撫でながら、ひとりごとを漏らす。たとえ凪が無意識だったからといっても、自分自身に呪いをかけた相手を許してくれた小林の心の広さには感謝しかない。こうやって自分が小林と一緒にいることができるのは奇跡だとすら思う。

　そのまま畳の目を数えたり、天井の木目の数を数えているうちに、廊下の方から近付いてくる足音が聞こえた。部屋の扉が開かれて、すこし火照った顔の小林が顔を覗かせる。

「お待たせ」

　ちょっと強張ってはいるが、先ほどよりかは落ち着いた声音だった。深緑色の浴衣を着た小林が、ゆっくりとした足取りで近付いてくる。

　凪の前に両膝を落とすと、小林は一度コホンとわざとらしい咳を漏らした。

「ええと……準備してきました」

　準備という一言に、脳天まで一気に血が昇って、思わず鼻の奥がツンと痛んだ。

　準備とは、つまり一体何を具体的にしたのか。一から百まで余すところなく教えては頂けないものか。というか、むしろ準備から一緒にやりたかった。

　凪が鼻頭を指先で押さえていると、小林がおずおずとした声で続けた。

「それで、サイズなんだけど」

「サイズ？」

　思わず問い返すと、小林は火照った顔を更に赤くした。小林が畳の上をにじるようにして動いて、机の一番下の引き出しから何かを取り出す。目の前に置かれたものを見て、凪は目を丸くした。

「だから、お前のサイズよく解んなかったから……二種類買ったんだけど」

　恥ずかしそうな小林の声を聞きながら、膝前に置かれたコンドームの箱二つを凝視する。コンドームの箱には、それぞれ「Ｌ」「ＸＬ」とサイズが記載されていた。どれもアルファ用のコンドームだ。

「こ、これ、わざわざ買ってくれたんですか？」

　凪が上擦った声で問い掛けると、小林は正座をした太股の上でぎゅうっと両拳を握り締めた。

「あの時のこと、ぼんやりとしか覚えてなくて、なんかどのぐらいの大きさだったのか判んなかったし、でも、なんか、でっ……でかかった気がするから、とりあえず通販で……」

　もごもごとした声で語られる内容に、咽喉がゴクリと上下する。

　あの時、というのは、おそらく小林と一緒に緊急用シェルターに入った時のことだろう。あの時の記憶を掘り起こしながら、小林がこれを買ってくれたのかと思うと、下腹がずんと重たくなった。

　興奮のあまり凪が押し黙っていると、気まずさを誤魔化すためか小林が早口で続けた。

「いや、凪との子供が欲しくないわけじゃないんだけど、凪と付き合うって両親に言ったのも最近なのに、デキ婚になったらうるさいだろうし、子供は大学卒業して落ち着いたぐらいに考えられたらって思うんだけど……」

　恥ずかしさで頭の中がパニックになっているのか、家族計画まで話し始めた小林に、凪はそっと声を掛けた。

「あの、買ってくれて、ありがとうございます。でも、俺、持ってます」

「え？」

「一応、持ち歩いてるんで……」

　言いながら、自分の鞄を引き寄せる。財布から正方形の薄いパッケージを一つ取り出すと、小林は目を丸くした。

　それは小林と正式に付き合い始めた数日後に、自室の机に置かれていたものだ。『ＸＬ』と記載されたコンドームの箱には、父の筆跡で『責任が取れるまでは、計画をもって』と書かれた付箋が貼ってあった。それを見た瞬間に、凪はコンドームの箱をぶん投げそうになった。『そういうあんたは十八の時に長女ができてんじゃねぇか！』と父親に喚き返さなかった自分を褒めてあげたいほどだ。

　それでも、どうやって購入しようか悩んでいた時に、コンドームが手元に来たのは実際有り難かった。なぜ自分のサイズが判ったのかは正直不気味だったが、結局父にはもごもごとお礼を伝えて、一個だけ財布に入れていたのだ。

　コンドームを手にした凪を見て、小林が恥ずかしそうに視線を伏せる。

「そ、そっか。持ってたかぁ」

　掠れた声で呟いた後、小林がチラと凪の手元を眺めて続ける。

「……一個で、足りるか？」

　呟かれた一言に、うぐっ、と声が漏れそうになった。下唇を噛んでも耐え切れず、両腕で思わず下腹を押さえる。下腹の奥の辺りが沸騰したようにグツグツ煮え立っているのを感じた。

　なんだこのエロ可愛い人は。わざわざ凪のコンドームを用意してくれていただけでなく、『一個で足りるか？』だって？

「……それって、一回以上してもいいってことですか」

　ぽつりと訊ねると、小林は途端己の失言に気が付いたのか、ボッと火がついたように顔を赤くした。

「そ、そういう意味じゃ――」

「俺は、そういう意味なら嬉しいです。大地さんとこれから何百回も何千回でも、そういうことをしたいんで」

　ずいっと小林に詰め寄って、その顔を至近距離で覗き込む。小林は二、三度唇をぱくぱくと上下させた後、耐えられないように視線を膝元へ落とした。目尻は真っ赤に染まり、伏せられた睫毛がかすかに戦慄いているのが見える。

「俺だって……お前と、ちゃんとしたかった……」

　いたいけな言葉に、とうとう理性の限界が来た。頭の中で何かがプッツリと切れる感覚の後、気が付いたら小林の身体を布団の上に押し倒していた。

　目を白黒させる小林の唇に、噛み付くようにキスをする。柔らかく湿った唇を味わう間もなく、性急に舌を咥内へと差し込んだ。温かくぬかるんだ咥内を掻き回して、縮こまった舌を強引に絡め取る。

　潤んだ舌同士をぬるぬると擦り合わせながら、小林の浴衣の合わせ目に両手を潜り込ませた。途端、小林の身体が小さく跳ねる。かすかな怯えと戸惑いを感じながらも、手が止まらない。

　胸筋を下から押し上げるようにして揉みながら、その胸の尖りを指先でクリクリとほじるように弄いじると、重なった唇の隙間から小林の悶えるような声が漏れ出た。

「ん、んッ」

　快感を堪えるように、小林の手が凪の浴衣を掴んでくる。

　指先は胸の尖りを弄いじったまま、もう片方の手で小林の内腿を鷲掴んで、強引に押し広げる。下半身を押し付けると、小林の性器も硬くなっているのが解った。

「は……大地さん、勃ってる」

　唇を離して喜色が滲んだ声で囁くと、小林は一瞬泣き出しそうに顔を歪めた。まるで粗相そそうがバレた子供みたいな表情だ。

「お前だって、勃ってるじゃんか……」

　なじるみたいな口調に、すこしだけ笑いが零れた。そうだ、と答える代わりに下半身を更に強く押し付けて、上下に軽く揺さぶる。途端、布越しに陰茎が擦れ合って、淡く痺れるような快感が走った。もどかしいけど、堪らなく気持ち良い。

「あ、ァっ、あ」

　小林が軽く咽喉を反らして、途切れ途切れな声をあげる。その声に、じわじわと脳味噌が熱に浸っていくような感覚を覚えながら、凪は掠れた声で訴えた。

「大地さん、もっと足開いて」

　ねだるように囁くと、小林は潤んだ眼差しで凪を見上げてきた。そのまま従順に、両足を左右に大きく開いていく。はだけた浴衣から小林の白い内腿が覗いて、また咽喉が上下しそうになった。

　小林の腰を鷲掴んで、そのまま下着越しに勃起した陰茎を擦り合わせる。まるで挿入しているかのように上下に激しく揺さぶると、小林が高い声を漏らした。

「ゃ、ぁアぁ、ぁッ！」

　快感から逃れるように、小林の腰が悶え動く。くねる腰を両手で押さえつけて、更に腰をキツく重ねて陰茎同士をゴリゴリと擦り付けた。下着にクッキリと浮かび上がった小林のカリ首に陰茎の先端が当たる度に、微電流のような快感が腰骨に走る。

「や、ぁ、よ、汚れ、るっ……！」

　怯えたように声を漏らしながら、小林が両手で凪の下腹を押し返してくる。その仕草に視線を落とすと、小林の灰色のボクサーパンツが色を濃くしているのが見えた。先端の部分がじっとりと濡れて、透明な丸いしずくがぷっくりと布に浮かび上がっている。

「脱がしてもいいですか」

　上擦った声で訊ねると、小林は無我夢中といった様子でコクコクと頷いた。

　下着をズリ下げると、途端反り返った陰茎が飛び出してきた。先端は痛々しいくらい赤く染まって、しずくを溢れさせる鈴口は小刻みに戦慄いている。その卑猥な光景に、無性に咽喉が乾いた。

　小林の内腿を両手で開いたまま固定して、舌先を亀頭へと伸ばす。そのまま鈴口をぺちゃりと舐め上げると、小林の下半身が跳ねた。

「ひ、ぁ、あっ！」

　高い声をあげて、小林が信じられないように視線を落としてくる。見開かれた目と視線を合わせながら、凪は小林の亀頭の先端を口に含んだ。上唇と下唇でカリ首を食みながら、ヒク付く鈴口を舌先で丹念に舐めていく。しょっぱいような、苦いような味が舌の上に広がった。

「ぁ、んっ、ぁあァぁ……っ！」

　尖らせた舌で鈴口を執拗にほじくると、耐えられないように小林の身体が布団の上でくねった。

「だ、めッ……だめ、イく、イ……く、ぅ！」

　断続的な嬌声をを漏らして、小林が凪の髪へと両手の指を差し込んでくる。髪の毛がぐちゃぐちゃに掻き乱されるのを感じながら、凪はずるずると陰茎を根本まで咥え込んだ。先端が咽喉に当たってかすかにえずきそうになるが耐えて、裏筋にピッタリと舌を押し当てたまま、絞った唇で幹を上下に扱いていく。

「ァアァ、ぁあ、ぁ、イッ……！」

　最後は言葉にならなかったように掠れた声を漏らして、小林の背が大きく弓なりに反った。咥内でビクビクと小林の陰茎が震えて、鷲掴んだ内腿が捌かれたばかりの魚のように激しく跳ねた。ガクガクと戦慄く内腿を強引に押さえ込んで、咽喉の奥に流れ込んでくる粘液を飲み込む。

　唇の端から溢れた白濁を指先で拭いながら、布団の上に仰向けになった小林を見下ろす。射精が終わっても絶頂の快感から抜けられないのか、しどけなく投げ出された両足の爪先がピクピクと痙攣している。

　はぁ、と息を大きく吐き出しながら自身の下腹部へと視線を落とすと、とうに下着からはみ出した性器が見えた。先端は限界まで膨らんで、餓えた獣のようにだらだらと涎を垂らしている。

　凪が下着を脱いでいると、小林がのろのろと上半身を起こした。どこかぼんやりとした目で凪の様子を眺めて、小林がぽつりと呟く。

「おれも……」

「え？」

「おれも、する」

　そう呟くなり、小林が四つん這いに這うようにして凪に近付いてくる。そのまま片手で張り詰めた陰茎をそうっと握られて、唇が寄せられた。先端に柔らかい唇が押し当てられる感触に、グッと下腹部に力が篭もった。

「だ、いちさん」

　期待が滲んだ声が唇から漏れ出る。小林は凪の声に反応を返さず、何度も先端にチュッ、チュッと唇を押し付けていた。小林の唇が、凪の先走りでてらてらと濡れ光っているのがひどく卑猥だった。

　そのまま、先走りを零す先端へと舌が這わされる。唾液をたっぷりとまとった舌がアイスクリームでも舐めるみたいに、先端をぺちゃぺちゃと這うのが堪らなかった。溢れる先走りを啜るように鈴口を吸い上げられる度に、下腹部に微電流のような快感が走る。

　太い陰茎をずるずると咥え込もうとしていた小林が、グゥッと咽喉を苦しげに鳴らして唇を離す。

「でかくて、入んない……」

　悔しそうに呟く。それでも諦め切れないのか、小林が何度も口を大きく開いて根本まで口に含もうとする。だが、陰茎の半分程度までしか口に入っていかなかった。

「全部は咥えなくていいんで……先っぽだけ口に入れて、手で扱いてもらってもいいですか」

　そうねだると、小林は上目遣いに凪を見つめた後、こくりと頷いた。先っぽを湿った咥内に含んだまま、両手でゴシゴシと太い幹を上下に擦り始める。すでにノットと呼ばれる陰茎根本のコブもくっきりと浮かび上がっていた。時々小林の両手親指が確かめるようにノットに触れるのも堪らない。

　その刺激に、睾丸から精液がせり上がってくるのを感じながら、凪は四つん這いになった小林の尻へと片手を伸ばした。

　後孔の縁に人差し指が触れた瞬間、小林が「んっ」とあえかな声を漏らした。滴るほどに愛液を溢れさせている後孔へと、人差し指をゆっくりと挿し込んでいく。

「んぅ、んん」

　陰茎の先端を口に含んだまま、小林がくぐもった声を漏らす。それでも健気に幹を扱く手を止めようとはしない。小林が両手を動かす度に、溢れた先走りと小林の涎が絡まって、ぬちゅぬちゅと粘着質な音があがった。

「大地さん、気持ちいいです……」

　掠れた声で伝えると、小林が目線だけで凪を見上げてきた。その目が嬉しそうに細められているのが見える。そのまま、チュウッと鈴口を吸い上げられて下腹が大きく上下した。鈴口の周りを丹念に舌で舐められて、精液が尿道へと押し上げられていくのを感じる。

　下腹に力を込めて堪えながら、後孔へと挿し込んだ人差し指に添うようにして中指を潜り込ませる。そのまま前後に動かすと、小林が甘い鼻声を漏らした。その声に後押しされて、二本の指で小林の体内を掻き混ぜていく。

「ッん、んんん、んぅぅうッ」

　指で攪拌かくはんされた愛液が、ぐちゃぐちゃと音を立てて泡立っているのが解る。締め付けが緩くなってきた頃に三本目の指を潜り込ませても、小林は痛がる素振りを見せなかった。三本の指をグパッと広げると、先端から口を離した小林が掠れた悲鳴をあげる。

「ぁ、あッ、ひろげ、んなぁ……！」

　小林らしくない、子供が駄々をこねるような声だった。

「だって、広げないと」

　子供をなだめるように返しながら、三本の指を遠慮なく動かす。ぐちゅぐちゅと音を立てながら抜き差ししていると、小林が涙目で睨み付けてきた。そのまま意趣返しのように、小林の尖った舌先が鈴口へと深く挿し込まれた。その痛みと紙一重の鋭い快感に、腰がビクッと跳ねる。

「ちょっ……それ……！」

　引き攣った声をあげる凪に気をよくしたのか、小林は鈴口を執拗にねぶってきた。焦じらすように鈴口周りを舐めた後、裏筋にねっとりと舌を這わせてくる。そうして鈴口に唇を押し付けられて、キツく吸い上げられた時に限界が訪れた。

「ぅ、ッ……！」

　堪えていた精液が尿道を這い上がって、鈴口から一気に迸る。

「んぶ、ゥ、んッ！」

　あまりの勢いに驚いたのか、小林が驚いた声を漏らす。目を白黒させながらも、小林は先端を口に咥え込むと、そのまま咽喉を鳴らして吐き出される精液を飲み始めた。だが、量が多すぎるのか、すぐさま唇の端からぼたぼたと飲み込みきれなかった精液が溢れ始める。

　ようやく射精が止まった頃には、小林の口周りは凪の精液でべたべたに汚れていた。まるでヨーグルトで口周りを汚した赤ん坊のようだ。

　快感の余韻に浸りながらも、凪は慌てて布団近くにあったティッシュを引き抜いて、小林の口元を拭った。

「す、すいません」

　掠れた声で謝罪を漏らしても、小林はぼんやりとした眼差しのまま凪を見つめるばかりだ。だが、その視線が凪の下腹部へと下ろされると、すこしだけ嬉しそうに細められた。

「まだ、勃ってる……」

　小林の視線を追うと、まだガチガチに勃起したままの自身が見えた。まるで別の生き物のようにビクン、ビクンと断続的に震える陰茎を見ていると、自分自身の欲深さを見つめているような気分になった。

　小林は布団の上に仰向けになると、両手を凪へと差し伸ばして囁いた。

「なぎ、来て」

　柔らかく誘い込むような声が耳に入った瞬間、甘い桜の香りが鼻先を掠めた。脳味噌の芯をどろどろに溶かしていく匂いだ。

　両足を開いて凪を待つ小林の身体の上に、忙しなく覆い被さる。布団の脇に置いていたコンドームを手に取ると、性急な動作で陰茎へと被せた。アルファ用のためか、先端の精液溜まりがやけに大きい。

　そのままコンドームを被せた陰茎の先端を、潤んだ後孔へと押し付ける。同時に小林の両腕が、凪の背中へと回された。小林の囁くような声が聞こえる。

「お前のものに、して」

　懇願するような声に、腰に熱が溜まっていく。陰茎をずぶずぶと小林の体内へと沈めていくと、小林が大きく息を吐き出した。

「は、ぁあぁ……あぁ、ん、あ、ぁ、あ……」

　その声音に痛みの気配がないのを確認しながら、ゆっくりと腰を進めていく。コンドーム越しでも小林の体内の熱さを感じる。奥へと引き込むように締め付けてくる粘膜の感触に、小林の腰を掴む両手に無意識に力が篭もった。

　ノット手前まで入った瞬間、トンッと先端が奥の壁にぶつかるのを感じた。同時に、小林の身体が電流でも走ったように激しく震える。

「ア、ァアア、ぁあぁ、ァあぁッッ!!」

　鋭い嬌声の直後、小林の体内に入った陰茎がキツく搾り上げられた。

「大地、さっ……！」

　咄嗟に下腹に力を込めて、射精しないよう奥歯を噛み締める。小林はしばらく身体を反らしたまま、ヒクッヒクッと小刻みに痙攣していた。その間も体内が強弱をつけて締め付けられるから堪らない。

　痙攣がようやく止まると、ぼんやりとしていた小林の目にようやく焦点が戻った。

「は……勃れた、だけ、なのに……イッ、ちゃった……」

　掠れた声で小林が呟く。その言葉に視線を落とすと、小林の陰茎の先端からどろどろと精液が溢れているのが見えた。締まりの悪い蛇口のように、少量の白濁を鈴口から垂れ流し続けている。

　その光景を見て、興奮で眼球の奥が真っ赤に染まるのを感じた。衝動のまま、腰を引いて先端近くまで抜き出し、次の瞬間一気に奥まで突き上げる。

「っひ、っぃぁあ、ァあぁア、ァ！」

　同時に、小林の咽喉から素っ頓狂な叫び声が迸った。ゴチュッと奥の壁に先端がぶつかるのを感じながら、何度も何度も容赦なく奥まで叩き込んでいく。

「ァ、だ、ぁ、ああ、ぁ、めぇッ！　イッ、く、イッで、っる……ッ！」

　絶頂から逃れられないのか、小林が両足で宙を蹴り飛ばしながら、呂律の回っていない声を漏らす。小林の両手の指先が、深く背に食い込んでくるのを感じた。

「あ、ぁ、大地さん、かわいい……すげぇ、かわいい……」

　甘い言葉を囁きながらも、暴れる両足を押さえ付けるように、小林の足首を両手で鷲掴む。そのまま左右に大きく押し広げながら、ほとんど真上から垂直に叩き込むように腰を落とした。

「ひ、ぐっ！」

　子供のしゃっくりみたいな声を漏らして、小林が目を見開く。息を止めて硬直する小林へと唇を重ねて、そっと息を吹き込む。舌を柔らかく絡めていると、ゆっくりと小林の身体の硬直が溶けていった。

　唇を重ねたまま、真上から何度も何度も腰を上げては下ろす。その度に、結合部で愛液がぶちゅぶちゅと卑猥な水音を立てた。

「っ、ンんっ、んんゥヴ、ンンんっーーー!!」

　背中に小林の爪が食い込んで、かすかに火傷のような痛みが走る。それにも構わずほとんど殴打のような激しい挿入を繰り返していると、不意に小林の身体が大きく震えた。

「ぁ、ああぁ、ぁッ!!」

　離れた唇から嬌声が漏れた直後、火照った粘膜がギュウッと陰茎に絡み付いてきた。先端から根本までしゃぶるように締め付けてくる体内に、耐えられず絶頂が訪れる。

「っ、ぁ！」

　咽喉から知らず声が漏れて、コンドームの内側へと一気に精液が吐き出されるのを感じた。破裂しそうなぐらいコメカミが脈打っている。噛み締めた歯の合間から鈍くうめき声を漏らしながら、全身を駆け巡っていく快感に浸る。

　見下ろすと、小林も達していたのか、四肢を投げ出したまま小刻みに痙攣していた。だが、その陰茎からは精液は出ていない。

　射精が終わっても、なかなか呼吸は落ち着かなかった。荒い息を吐き出しながら、ゆっくりと小林の中から陰茎を引き抜く。先端まで抜き出した途端、ピンポン玉よりも大きく膨らんだ精液溜まりが見えた。

「すげ、めちゃくちゃ出てる……」

　コンドームの処理をしながら、ひとりごとを漏らす。

　まだ胸を大きくあえがせたままの小林の頬を撫でながら、凪はそっと囁き掛けた。

「大地さん、大丈夫？」

　訊ねると、小林は薄っすらと目を開いた。気怠そうに目を数回瞬かせた後、すこし嗄れた声で呟く。

「……うん」

「無理させてすいません」

　凪の謝罪に、小林が口元に淡い笑みを滲ませる。そのまま小林は両手で凪の頬を挟むと、唇を重ねてきた。唇を甘噛みするような柔らかい口付けの後、小林が悪戯っぽい声で言う。

「……もう、終わりでいいのか？」

　凪が目を丸くしていると、小林はコンドームの箱を片手に取った。中からパッケージを一つ取り出して、小林が笑い声混じりに呟く。

「まだ、一個しか使ってないじゃん」

　あぁ、もうこの人には一生勝てる気がしない。むしろ死ぬまで負けっ放しでも構わないとすら思う。

　ふ、ふ、と息を吐くようにして笑う小林の姿に、興奮のあまり眩暈すら覚える。ようやく収まり掛けていた熱が一気にぶり返して、陰茎が再び反り返っていく。むくむくと元気を取り戻していく凪の性器を見て、小林が楽しげな笑い声をあげた。

　小林の手からパッケージを取り上げて、同時にその身体をうつ伏せにひっくり返す。そのまま忙しない手付きで、自身の陰茎にコンドームを被せた。

　乱れた浴衣をたくし上げると、ぐちゃぐちゃに濡れそぼった後孔が見えた。まだ快感の名残を残したように、半開きになってヒクヒクと戦慄いている。その光景に脳天まで血を昇るのを感じながら、凪はヒク付く後孔へと一気に陰茎を突き立てていた。

「ああぁっぁあッ！」

　二回目の挿入のおかげか、体内が柔らかくほぐれているのを感じる。熟れた粘膜に包まれながら、小林の腰を両手で持ち上げて律動を開始した。

「ぁ、んっ、ん、ん、んっ！」

　中のコリコリとした前立腺を擦り上げる度に、小林の咽喉から気持ちよさそうな声が溢れ出る。時折カリのくびれで前立腺を引っかけるようにして弄いじくると、小林の腰が左右に揺れた。

「なぎ、なぎっ、もっと……おく……奥に……っ」

　ねだる声に、目の前がクラクラする。

　ノット手前まで陰茎を埋めたまま、奥の壁を先端で円を描くように嬲る。その度に、小林の下腹がピクピクと震えるのが見えた。

「ぅヴ、んっ、んん、んぅ……」

　奥の壁を先端でゴツゴツと強めに叩くと、粘膜がギュウッと陰茎を締め付けてくる。

「全部、挿れてもいい、ですか」

　荒い呼吸の合間にそう訊ねると、小林はシーツにしがみ付いたままコクコクと頭を上下に振った。その様子を見てから、凪は小林の腰を掴む両手に力を込めた。そのまま、腰を更に奥まで進めていく。

「ぅ、グぅヴぅぅうぅ……ッ！」

　小林の咽喉から唸り声が聞こえてくる。それでも腰に力を入れて、根本まで押し込んでいく。ぐぼんっ、と鈍い音を立ててノットまで後孔に潜り込んだ瞬間、先端が腹の奥の壁を押し開いて突き刺さるのを感じた。

「ぁ、ぐッ……！」

　小林の身体が丸まって硬直する。震える身体が落ち着くまで動かずにいると、しばらくしてから小林が小さな声を漏らした。

「なぎ……動いて、い……から……」

「大丈夫ですか？」

「おなかの奥……ずくずくするから……はやく、こすっ、て……」

　涙声で懇願されて、無意識に奥歯を噛み締めていた。小林の腰を掴み直して、ゆっくりと腰を引く。途端、名残惜しむように先端に奥の壁がしゃぶり付いてきた。ぢゅうぅっと先っぽを吸われるような感覚に、腰骨が砕けそうになる。

　最初はゆっくりと馴染ませるように抜き挿しをして、時折ノットまで深く飲み込ませる。そうしている内に、ようやく快感が広がってきたのか、小林が甘い声を上げ始めた。

「あっ、あっ、あ、んっ、あっ」

　小林の手が耐えるように、シーツをぎゅうっと掴んでいる。その拳を上から握り込みながら、指先を絡め合わせた。

「大地さんっ、大地さん、すきです」

「あ、ぁっ、おれも、すきっ……」

　応えてくれる声に、胸の奥が幸福で満ち溢れる。堪らず腰を奥まで突き上げると、小林が甲高い嬌声を漏らした。

「アぁぁッ！」

　小林の背中にのし掛かるようにして、そのまま激しく突き上げる。ノットがぐぽぐぽと出入りする度に亀頭が奥の奥まで潜り込んでくるのか、小林が全身を大きく痙攣させた。

「ゃ、ぁあ、ぁッ！　あぁあっ、ぁあ、ぁ、なぎっ……！」

　嬌声混じりに名前を呼ばれた瞬間、目の奥に火花が散ったように感じた。腹の奥底から衝動と熱情が噴き出して、身体を突き動かす。気が付いた時には、小林のうなじに噛み付いていた。歯にギリギリと肉が食い込む感触がある。

「ァア、ぁあぁあぁああぁッ!!」

　同時に、小林の咽喉から絶叫が迸った。のし掛かっている凪の身体を跳ね除けるような勢いで、小林の全身が上下にガクガクと跳ねる。同時に先端が潜り込んでいた奥がぎゅうっと窄まって、三度目の絶頂が訪れていた。

　うなじに歯を食い込ませたまま、ゴム越しに小林の一番深い場所で果てる。目の奥がチカチカと点滅するような、未だかつてないほど強烈な快感だった。

　ドクドクと尿道を通っていく精液の感覚に息を詰める。射精が終わると、ようやく小林のうなじから唇を離した。血は出ていないが、小林のうなじにはくっきりと凪の歯形が刻まれている。

「番に、なったと思います」

　大きく息を漏らしながら呟く。すると、小林が顔を横に向けて、ガラガラになった声を漏らした。

「なぎ……重たい……」

　グゥと鈍く唸る声に、慌てて小林の背中からどく。陰茎を引き抜くと、またコンドームの先端が水風船のように大きく膨らんでいるのが見えた。

　凪がそそくさとコンドームを片付けていると、仰向けになった小林が目を閉じたまま大きく息を吐き出した。

「番に、なったんだな……」

　感慨に浸るように、小林がぽつりと呟く。ゆっくりと目を開くと、小林はじっと凪を見上げてきた。

「これから、よろしくお願いします」

　その柔らかな声に、凪は慌てて畳の上に正座をした。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　両手を畳について頭を下げる凪の姿に、小林が小さく噴き出す声が聞こえた。

「なんか仰々しいなぁ」

「絶対に、大地さんを幸せにするって約束します」

　意気込んだ声で凪が告げると、小林は嬉しそうに目を細めた。

「期待してるよ」

　期待してるという小林の言葉が、どういう意味なのかが今は解る。凪を信じてる、と告げているのだと。

　以前は誰にも期待されたくなかったはずなのに、今は目の前の人に期待されるのが嬉しかった。もっと期待して欲しいとすら思う。その期待を決して裏切らないと誓えるから。

　小林が手を伸ばして、そっと凪の手のひらを掴んでくる。緩く指先を絡めながら、小林はどこか楽しげな声で呟いた。

「凪も、俺に期待しろよ」

　唐突な小林の言葉に、軽く目を瞬かせる。小林はかすかに口角を吊り上げると、力強い声で言い放った。

「俺が、世界一幸せにしてやるからな」

　からかうような口調だが、その言葉が冗談ではないと解る。だからこそ、胸の奥からせり上がってくるものがあった。

「大地さん、すげぇ格好良いですね」

　込み上げてきた気持ちのままに口に出すと、小林は一瞬だけ目を丸くした。だが、すぐさま口元に笑みを滲ませると、冗談めかすような声音で訊ねてきた。

「格好良くて惚れたか？」

　それは以前凪が訊ねた言葉と似ている。

　ぎゅっと細められた小林の目から感じるのは、揺るぎない自信だ。最初に出会った時と同じ、自信に満ちた小林の姿に堪らない愛おしさが込み上げてくる。

「出会ったときから、俺は大地さんに惚れっぱなしです」

　きっと出会った瞬間から、目の前の人に惹かれていた。

　凪がそう答えた直後、小林が悪戯っぽい声で呟いた。

「死ぬまでよそ見するなよ」

　そう言い聞かせる言葉に、凪はしっかりとした声で「はい」と答えた。
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